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１　がんゲノム予防医療プロジェクト 
 

＜研究課題＞　１－（1）

大規模病院疫学研究をベースとした環境要因・遺伝要因を用
いた散発性がんの個別化予防を志向したエビデンスの創出研究

A project constructing of evidences for individualized 
cancer prevention of sporadic cancers using environmental 
and genetic information based on a large-scale hospitable-
based epidemiological research at Aichi Cancer Center.

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん予防研究分野　
研究者氏名　松尾恵太郎
共同研究者　�伊藤秀美、井本逸勢、尾瀬　功、小栁友理子、 

谷山祐香里、春日井由美子

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

（目的）

遺伝性腫瘍を除く散発性のがんの予防には、がん罹患リスク
を下げるための 1 次予防、がん死亡リスクを下げるための 2 次
予防（検診）、がん再発・副作用等の予防を目指す 3 次予防が
ある。統合的ながん予防を実践するためには、この三種類の予
防を意識した統合的な研究を実施する必要がある。

本邦におけるがん予防エビデンスは、環境情報あるいは遺伝
子情報の一方のみに基づく研究が殆どで、両者を組み合せた形
の予防エビデンスの構築には程遠い。国際的には、両者を組み
合せた予防への試みが為されている。我々は、愛知県がんセン
ター病院初診患者を対象に、網羅的に実施した疫学調査

（HERPACC）を基に、飲酒という特定の環境要因に注目し、
その遺伝的背景との組合せによる予防効果を 1〜3 次予防の観
点から頭頸部・食道・胃・大腸・膵臓・乳腺の診療科との連携
により追及してきた実績がある（Matsuo et al. Carcinogenesis 
2001, 2006, 2013 等）。飲酒以外のリスク要因にも同様のアプ
ローチを個別に実施している。ただし、網羅的遺伝情報と環境
要因との組み合せた検討は、まだ端緒に手を付けたのみである

（Sueta A et al.Breast Cancer Res Treat 2012, Abe M et al. J 
Cancer Res Clin Oncol 2017, Koyagani et al. Eur J Cancer 
Prev 2017）。本プロジェクトでは、HERPACC の疫学調査資料、
試料を元に大規模な分子疫学的な検討を行い、各種散発性のが
んに対する個別化予防につながるエビデンスの構築を目的とす
る。

（方法）

2001 年〜2013 年に実施された HERPACC 研究に基づき、遺
伝子解析、検査情報を含む臨床情報とのリンケージに関する同
意をし、且つ詳細な疫学情報の得られた 25,407 名の参加者か
ら選択する。うち、非がん者 13,814 名（ゲノムスキャン未 7,200

名、以下（）内は同じ）、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144 名、
食道がん 659 名、膵臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（265）、
乳がん 1,217 名（200）, 肺がん 1,418 名が主たる研究の対象で
ある。また、2017 年 11 月より検体収集が開始されたキャンサー
バイオバンク愛知の参加者（2018 年７月より疫学情報も収集、
年 4〜5000 名収集見込み）も検証用の対象者として含める予定
である。バイオバンク対象者も遺伝子解析に関する同意を取得
済である。非がん対照者に関しては、各がん症例と性・年齢等
をマッチングした 4,500 名程度をランダムサンプリングする。
これらのデータを用い、症例対照研究を実施し、エビデンスの
構築を図る。

（進捗状況）

ゲノムスキャンの進捗に関しては、非がん者 13,814 名（7,200）
名、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144 名、食道がん 659 名、膵
臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（612）、乳がん 1,217 名（200）、
肺がん 1,418 名がスキャンを終え､ これに更に約 2000 名を超
えるデータが本年度追加されている。

現在、国立がん研究センター、名古屋大学、東北大学、岩手
医科大学、京都大学との連携により、日本人の飲酒行動を決め
る遺伝子座に関する全ゲノム関連解析研究 GWAS の Meta-
analysis を実施している。ALDH2 の rs671 遺伝子型で層別す
る事により、アルコール代謝関連酵素の遺伝子座を含む新たな
遺伝子座を見出している。現在これらの再検を大阪大学・東
大・理化学研究所と実施した。また、飲酒関連がんリスクに対
する本研究で見出した新規の遺伝子座の影響を検討し、併せて
報告した（Koyanagi YN et al. Sci Adv 2024）。

さらには、HERPACC の全対象者に対して遺伝性腫瘍関連
遺伝子の生殖細胞系の変異情報の構築も行い、バイオバンク
ジャパン（東大・理化学研究所）との共同研究として検討して
いる。胃がんリスクに対する相同組換え修復遺伝子の変異とピ
ロリ菌感染の間に強力な遺伝子環境要因交互作用が存在するこ
とを報告し（Usui et al. N Engl J Med 2023）、更なる検討を
行っている。

（考察）

飲酒関連がんは、遺伝子環境要因交互作用が明らかに認めら
れるがん種であり、今回の発見が個別化予防に資するエビデン
スとなる事が期待される。生殖系細胞の遺伝子異常に関して
は、胃がんに関して新たな個別化予防のエビデンスを見出すに
至っている。HERPACC の情報を元に、更に国内外の研究チー
ムと連携することで所期の目的を達成する事ができると考えら
れる。
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２　がん超精密医療プロジェクト 
 

＜研究課題＞　２－（1）

分子標的治療薬に対する耐性機序解明に関わる基盤形成
Molecular and cellular biology tissue culture core project to 

interrogate the mechanism of resistance to molecular targeted 
therapy

＜研究者氏名＞

所　属　部　�がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分
野

研究者氏名　衣斐寛倫
共同研究者　室　圭、藤原　豊、松下博和、青木正博

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

分子標的治療は、主にドライバー遺伝子異常に対する治療薬
であり、がん薬物療法において頻用されている。また、近年次
世代シーケンサー（NGS）解析の臨床応用に伴い、固形腫瘍に
おいて頻度の低いドライバー遺伝子異常が発見され、発見され
た異常に対する標的薬が奏効することが明らかとなってきた。
さらに、頻度の低い遺伝子異常を網羅的に検討するため、がん
遺伝子パネル検査が開発され、実地臨床でも使用されている。
本課題では、生検・手術検体よりオルガノイドライブラリーを
作成する。オルガノイド作成の対象となるのは、大腸がん手術
症例、分子標的薬耐性症例（主に肺がん）、治験薬耐性例、遺
伝子パネル検査で特徴的な異常を示した後に治療上の理由で生
検が行われる症例である。大腸がんについては、手術検体の全
エクソームシーケンス解析結果に基づき、患者特異的かつク
ローナルな 16 の体細胞変異を選定し ctDNA 解析を行い、術
後再発モニタリングを行う臨床試験（CIRCULATE-JAPAN）
に登録された症例を対象とする。大規模試験に登録され臨床情
報などが豊富な症例、および特徴的な遺伝子異常・臨床経過を
示す症例のオルガノイドから、細胞株・ゼノグラフトを作成し
解析することで新規治療開発につなげる。当院は、令和 4 年度
末までに CIRCULATE-JAPAN 試験へ 124 例登録し、これら
に対し RNA-seq 解析を行うとともに、エクソーム解析結果と
ctDNA 解析結果を統合した。オルガノイドについては、44 例
の作成に成功し、凍結保存した。また、当センターより登録さ
れた症例と、試験全体の症例について統合解析を行い、本来検
出されるべき術前 ctDNA が陰性の症例について、細胞内で活
性化するシグナルと、腫瘍微小環境において特徴的にみられる
免疫細胞の特定を行った。今後、作成したオルガノイドライブ
ラリーを用い、術前 ctDNA 陰性の原因、術後補助療法感受性・
抵抗性因子の解明を行い、腫瘍の状態をより正確に評価する手
法の開発につなげる予定である。

＜研究課題＞　２－（2）

難治癌 PDX モデルのライブラリー整備とその多層的オミク
ス解析による統合データ基盤構築

Establishment of multi-omics database for PDX models of 
refractory cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　分子診断 TR 分野　
研究者氏名　田口　歩
共同研究者　�原　和生、清水泰博、田近正洋、伊藤誠二、 

小森康司、坂倉範昭、藤原　豊、筑紫　聡、 
安部哲也、夏目誠治、細田和貴、松下博和、 
衣斐寛倫、小根山千歳、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

肺癌、膵癌、胆道癌などに代表される難治癌は、早期診断が
困難であり、診断された時には現行の治療法では治癒しがたい
ほどに進行していることが多い。次世代シーケンシングなどの
解析手法の進歩によって、難治癌の分子生物学的な知見は集積
しつつあるものの、有効な診断・治療法の開発には至っておら
ず、革新的なアプローチによって、難治癌の克服に取り組む必
要がある。

本プロジェクトでは、難治癌 PDX 腫瘍の多層オミクス解析
によって、ゲノム解析だけでは得られない、新規の情報に基づ
く革新的な難治癌の診断・治療法の開発を目指すとともに、多
層分子プロファイルと膨大な臨床データ、さらにそれらのバイ
オインフォマティクス解析まで統合した、難治癌オミクスデー
タベースの構築を目指す。

令和 5 年度までに、300 例に迫る PDX モデル（膵、大腸、胃、
食道、肺、肉腫、肝）作成と約 70 例の PDX 由来がん細胞株
の樹立に成功し、特に、サーフェスオーム解析による新規抗体
医薬の開発（膵、大腸）、HLA リガンドーム解析による個別化
がんワクチン療法の開発（肺、胃）、リン酸化プロテオーム解
析による新規分子標的治療開発（膵、大腸）など、既存研究で
は俯瞰しえなかった革新的分子診断・治療標的群の大規模な開
拓を進めている。また、我々が構築した難治がん PDX モデル
ライブラリーは、詳細な臨床情報と、ゲノム、トランスクリプ
トーム、空間プロテオームを含む高深度な多層オミクスデータ
が付帯している点で、他に類を見ない、極めてユニークなライ
ブラリーであるとともに、特に膵がんにおいては、国内外の膵
がん PDX ライブラリーと比較してもトップクラスの作成症例
数を達成している。

今後は、引き続き PDX モデルの作成を行うと共に、PDX ラ
イブラリーの品質管理や PDX モデルを用いた前臨床試験にお
ける SOP の整備を進めて、データベースの構築と合わせて革
新的創薬プラットフォームとしての導出を目指す。

３　がん免疫ゲノムプロジェクト 

＜研究課題＞　３－（1）

がん免疫ゲノムデータを基盤とした革新的な抗原特異的免疫
治療法の開発

D e v e l o p m e n t  o f  i n n o v a t i v e  a n t i g e n - s p e c i f i c 
immunotherapies based on cancer immunogenomics

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫制御 TR 分野　
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研究者氏名　松下博和
共同研究者　�坂倉範昭、藤原　豊、堀尾芳嗣、山口　類、 

衣斐寛倫、田口　歩、岡村文子、村岡大輔、 
花井信広、大野真佐輔、籠谷勇紀、細田和貴、 
関戸好孝、井本逸勢、

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

免疫チェックポイント阻害剤（ICI）の開発により、がん治
療のパラダイムシフトが起きたが、奏効率は未だ 20% 程度に
過ぎない。腫瘍浸潤リンパ球（TIL）の中で、ICI で再活性化
される T 細胞は一部の前駆疲弊 T 細胞であり、多くの T 細胞
は、持続的な抗原刺激により不可逆的な疲弊状態になっている
と考えられる（Oliveira et al, Nature 2021）。そこで、治療効
果を高めるためには、この疲弊 T 細胞を若返らせる方法を開
発するか、あるいは、抗原特異的 T 細胞を新たに補充する必
要がある（Blass et al, Nature Rev Clin Oncology 2021）。後者
には、がんワクチンにより生体内に抗原特異的 T 細胞を誘導
する方法と、抗原特異的な T 細胞受容体（TCR）遺伝子を導
入した T 細胞を生体外で作製し生体に戻す方法等がある。

重点プロジェクト研究では、これらの免疫療法を目指した基
盤研究を進めている。まず、上記の免疫療法の適応症例の選択
が重要になるが、その選択のためには腫瘍内免疫微小環境の理
解が非常に重要である。これまで 113 例の肺癌症例の次世代
シーケンス（NGS）データを網羅的に解析し、腫瘍免疫微小環
境（TIME） ス コ ア の 開 発 を 行 っ た（Shinohara et al, J 
Immunother Cancer 2022）。さらに、その TIME スコアで、
免疫スコアの高い肺癌検体を活用し、腫瘍特異的 T 細胞とそ
のコグネイト抗原をペアで同定する TCR- 抗原ペア同定システ
ムを日本電気株式会社 AI 創薬統括部と共同で構築した 

（Komuro et al, J Immunother Cancer 2023; Sugita et al, 
OncoImmunology 2024）。

今後は、TCR- 抗原ペア同定システムをさらに高精度化する
ことで、各症例からの TCR と抗原のペア同定の効率を上げ、
得られた情報を TIME の評価に統合し、ワクチンの選択基準
や治療効果予測プログラムの構築に応用する。そして、肺癌に
対する個別化がんワクチンの臨床試験の準備をすすめていく。
また、TCR- 抗原ペア同定システムの確立により、TCR の情報
が取得可能になったことから、TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）
細胞治療に向けた基礎研究を開始している。さらに、TCR 改
変技術と機械学習を融合させ、治療応用可能な高親和性 TCR
の取得を目指し、将来の固形がんに対する TCR-T 細胞治療の
基盤データを構築する。肺癌をロールモデルに、他のがん種、
特に頭頚部癌、悪性脳腫瘍、悪性中皮腫等に対象を拡大する。

４　がん情報革命プロジェクト 

＜研究課題＞　４－（1）

愛知県のがん対策、医療評価と将来予測のための、生活習慣
情報、社会経済的情報、医療情報の連結データベースの構築と
活用

Development and utilization of linkage database of official 

information of cancer incidence and death, l ifestyle, 
socioeconomic, health and medicine for evaluation and 
prediction of cancer control and quality of medical care in 
Aichi prefecture

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん情報・対策研究分野　
研究者氏名　伊藤秀美、谷山祐香里、川浦正規
共同研究者　古平　毅、山本一仁、岩田広治、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

［1］がん予防協同プロジェクト

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

一般公開されている国勢調査情報は e-stat「政府統計の窓口」
より情報を抽出し、特定健診情報を含む NDB 情報、人口動態
調査死亡情報は厚生労働省へ、がん登録情報は愛知県へ提供申
出を行い、情報提供を受けた。これらの情報それぞれが持つ町
域毎の観測数を、町域ポリゴンと学校区ポリゴンを用いて面積
按分して学校区別の該当数を求めた上で、学校区別に以下の指
標を算出し、視覚化した。①アウトカム：愛知県がん登録情報
と 人 口 動 態 調 査 死 亡 情 報 を 用 い、 標 準 化 罹 患・ 死 亡 比

（Standardized incidence & mortality rate: SIR/SMR）と標準
化罹患比のフルベイズ推定量（全がん　部位別、男女計）を算
出 し た。 ② 社 会 経 済 的 指 標： 地 理 的 剥 奪 指 標（Areal 
deprivation index: ADI）;　国勢調査情報（該当数と人口）か
ら算出した、高齢者夫婦世帯割合、高齢者単身世帯割合、母子
世帯割合、賃貸住宅居住割合、サービス・販売業割合、農業割
合、ブルーカラー割合失業割合を用いて算出し、さらに人口の
ばらつきを考慮して相対的な剥奪水準の位置として 0 から 1 に
標準化した。また、e-stat 上の国勢調査情報より人口密度を抽
出した。③特定健診情報から喫煙、飲酒、肥満、運動習慣等の
生活習慣情報を抽出し、喫煙率、飲酒率、肥満率、運動習慣率
を求めた後、標準化該当比をそれぞれ算出し、地図上に視覚化
した。地域ごとに取り組むべきがん対策の優先順位付けに役立
てるため、これらの指標の関連を評価している。がん罹患・死
亡や生活習慣の社会経済的格差の評価において、社会経済的状
況が悪いと、喫煙や飲酒といったがんのリスクとなるような生
活習慣を持つ人が多く、また、がんに罹患する人やがんで死亡
する人が多いことが分かった。この相関は、特に都会において
強いことが分かった。日本全体の公的情報を用い、同様の手法
により、社会経済的ながん罹患・死亡の格差の、都市度による
違いについて、検討を行っている。さらに、愛知県がん登録情
報を用い、小学校区別の受療動向（がん診療連携拠点病院を受
療しているかどうか）について空間疫学的手法を用いて評価し
た。主要ながんのうち、胃、大腸，女性乳、前立腺がんにおい
てははっきりとした地域格差が認められたが、膵がんでは格差
派小さく、肝臓、子宮頚がんにおいては、格差は認められな

― 63 ―



かった。社会経済的指標との相関を見たところ、貧しい地域に
居住する人ほどがん診療連携拠点病院を受療している人が少な
かったが、都会ではその相関は認められず、田舎において強
かった。

［2］拠点病院プロジェクト

愛知県がんセンターが都道府県がん診療連携連拠点病院とし
て主催する協議会を通じ、厚生労働省が指定する愛知県内の地
域がん診療連携拠点病院と愛知県が指定する愛知県がん診療拠
点病院（以後、拠点病院）に本プロジェクトへの協力を求め、
すべての拠点病院から協力を得て、令和 3 年度から院内がん登
録ならびにＤＰＣ情報の連結匿名化情報を収集している。2008
年以降 2022 年までに診断された症例の情報を収集している。
また 2015 年までに診断された症例については、予後情報を収
集した。令和 4 年度の 2019 年診断症例に引き続き、令和 5 年
度には収集した情報を活用し、2020，2021，2022 年診断症例
の「院内がん登録でみる愛知県のがん診療（施設別集計）」を
発行した。収集した予後情報を利用し、各拠点病院別のがんの
生存率の集計を行っている。

＜研究課題＞　４－（2）

人工知能・機械学習技術を用いたバイオメディカルデータ解
析基盤の開発と活用

Development and utilization of a biomedical data analysis 
platform based on artificial intelligence and machine learning 
technologies.

＜研究者氏名＞

所　属　部　システム解析学分野　
研究者氏名　山口　類
共同研究者　原　和生、衣斐寛倫、稲葉吉隆

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

本研究の目的は、臨床および基礎研究の現場で産生・蓄積さ
れる膨大かつ多種多様なバイオメディカルデータを、統合的か
つ自在に解析するために、スーパーコンピュータによる計算能
力と人工知能 （AI）/ 機械学習（ML）技術による数理的手法
群を備えた解析プラットフォームを開発し、他の重点プロジェ
クト研究と有機的に連携しプロジェクト全体を活性化させるこ
とで研究成果の社会還元を促進し、情報解析の面から近未来の
医療へ貢献することである。

近年の技術革新により、DNA や RNA の各種オミクスデー
タおよび医療画像データ等、多種多様なバイオメディカルデー
タが、国内外の臨床および基礎研究において取得可能になって
いる。DNA については、ゲノム配列データを高速かつ安価に
取得できるようになり、がんゲノム医療をはじめ臨床現場での
活用が進みつつある。また long read シークエンサーも開発さ
れ、大規模な構造変異の検出などに威力を見せている。RNA
については一細胞 RNA 計測技術（scRNA-seq）の発展が目覚
ましく、がんの微小環境等の情報を詳細に得ることができるよ
うになっている。さらには細胞微小集団の空間情報を保持した

まま遺伝子発現情報を得ること（spatial RNA-seq）も可能に
なりつつある。画像情報については、多様なモダリティ（MRI/
放射線 / 超音波 / 蛍光 等）と対象に対する、静止画、動画ま
た三次元情報の取得が高い解像度で可能となっている。またこ
れらのデータは、インターネット上のアーカイブ（Genomic 
Data Commons 等）に蓄積されるようになっている。

一方、これらのデジタル計測データの巨大性と複雑性が増大
するにつれて、データを解析し有用情報を抽出するための困難
性も増大している。その結果、利用および取得可能なデータと、
研究を推進する医師・研究者がそこから知り得たい情報の間に
大きなギャップが生じている。そのため、目的で述べたような
データ解析基盤を開発し、そのギャップを埋める有用性は高
い。

本年度は、昨年度に引き続き三つの研究項目の研究を並行し
て進めた。

研究項目①：オミクスデータ解析パイプラインの開発につい
ては、DNA 変異解析パイプラインの拡充を進め、現在の
Genomon パイプラインに加え、さらに変異に対するアノテー
ションのツール VEP 等の整備を進めた。また、scRNA-seq 解
析コンポーネントの追加を進めた。scRNA-seq 特有の上流解
析に続き、各種の下流解析（次元縮約、クラスタリング、トラ
ジェクトリ解析等）が存在するが、他のプロジェクトで得られ
るデータを参照し、必要な手法を選択してパイプラインへの組
み入れを進めた。spatial RNA-seq 解析コンポーネントについ
ても、大腸がん症例について spatial RNA-seq データを取得し
解析アルゴリズムの選定と解析を進めた。

研究項目②：画像・配列 AI/ML コンポーネントの開発につ
いては、前年度までに開発してきた、画像 AI コンポーネント
の改良を進めた。十分の学習データを得られない場合に対応し
て、転移学習や GAN 等による疑似データ生成技術を利用して、
AI の学習を進める方式の開発を進めた。配列からのタンパク
質立体構造を予測 AI （AlphaFold）のツールの整備も進めた。
またタンパク質間結合能予測機械学習モデルの開発を進めた。

研究項目③：情報管理システムの開発については、
研究課題 2 －（2）で構築されつつある、多層オミクスデータ

ベース中の膨大なデータを、生命科学系の研究者が自らの手で
自在に解析して活用するために、Web インターフェースを備
えたデータ解析システム （i-Mirai）の開発、改良を進めた。本
年度は、GUI 操作によるヒートマップの作製に加え、相関解
析等を、複数オミクスデータを組み合わせて簡便かつ迅速に実
施できるよう開発を進めた。解析環境の移植が簡単になるよ
う、開発ツールのコンテナ化を進めた。
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がん情報対策研究分野

＜研究課題＞　１

（主題）　�がん登録情報を用いた記述疫学的手法によるがん対
策・医療の評価

（副題）　�日本における頭頸部癌患者の部位別中長期生存率の
傾向：住民ベースのがん登録情報を活用した研究

＜研究者氏名＞

柘植博之 1）、谷山祐香里、尾瀬　功、小栁友理子、川浦正規、
伊藤ゆり 2）、松田智大 3）、松尾恵太郎、伊藤秀美

＜目的・概要・進捗状況＞

診断技術と治療法の進歩は、様々ながんの予後に影響を与え
る。本研究では、頭頸部癌（HNC）に焦点をあて、詳細部位
別の予後への影響を評価する。この研究は、日本の住民ベース
のがん登録データを用いて、1993 年から 2011 年に診断された
頭頸部がん患者の中（5 年）・長期（10 年）生存率の経年変化
を部位別に観察した。全国がん罹患モニタリング集計のために
収集されたデータのうち、観察期間中のデータが揃い一定の精
度を満たす 13 都道府県のがん登録データを用いて、部位別に
HNC の純生存率（Net Survival: NS）を推定した。期間を 5 つ
に区切り生存率の経年変化は、死亡の過剰ハザード（EH）モ
デルにより評価した。

1993 年から 2011 年に診断された頭頸部がん患者 68,312 人が
分析対象であった。その内訳は、口腔がん 23,250 人、鼻咽頭
がん 2,748 人、口腔咽頭がん 6,979 人、下咽頭がん 8,413 人、喉
頭 17,214 人であった。

頭頸部がん全体では、5 年 NS が 6.2% 改善し、EH モデルに
おいて有意な傾向を示したが、10 年 NS には有意な傾向は見
られなかった。また、生存率は部位により異なっていた。口腔
がんでは、5 年および 10 年 NS が改善傾向を示していた。5 年
NS は、期間 1（1993 − 1995）では 60.0%（95% 信頼区間［CI］ 
57.6-62.3%）であり、期間 6（2008 − 2011）では 67.1%（65.7-
68.4%）であった。一方、10 年 NS は、期間 1 では 52.9%（49.8-
55.9%）であり、期間 5（2005 − 2007）では 55.2%（51.3-58.9%）
だった。性別、年齢層、および進行度を調整しても、5 年 NS
は改善していた（傾向の P 値 <0.001）、一方で 10 年 NS は改
善していなかった。 鼻咽頭、口腔咽頭、下咽頭がんでは、5
年および 10 年 NS が改善傾向を示し、EH モデルでは、調整後
でも5年および10年NSは改善を示していた。 喉頭癌がんでは、
5 年 NS はグラフおよび EH モデルでわずかな改善傾向を示し
ていた。5 年 NS は、期間 1 では 74.5%（95% CI 71.9-76.9%）
であり、期間 6 では 78.8%（77.1-80.4%）だった。しかし、10
年 NS はグラフ上では悪化傾向を示し、期間 1 では 69.4%（65.3-
73.1%）、期間 5 では 63.4%（58.9-67.5%）だったが、EH モデル
では、その変化は統計学的に有意でなかった。

＜今後の方向＞

本研究により、日本の頭頸部がん患者の生存率は、診断技術
や治療の進歩によって改善していたことわかった。しかし、そ
の改善は部位別にみると大きく異なっていた。本研究のように
部位別に予後の変化を評価し把握することは、頭頸部がんのよ
り良い管理と、患者の転記を最適化するための治療戦略を立て
る上で重要である。

今後は、頭頸部がんだけでなく、例えば希少がんなど、住民
ベースのがん登録データを最大限に活用し、医療の変遷により
どのように患者予後が変化するのかを、様々な記述疫学的手法
を用いて、評価していく。

1）リサーチレジデント
2）大阪医科薬科大学
3）国立がん研究センター

＜研究課題＞　２

（主題）　記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　�愛知県内の公的情報を活用した地理的連結データ

ベースならびに院内がん登録情報と DPC 情報の連
結データベース構築

＜研究者氏名＞

川浦正規、谷山祐香里、柘植博之 1）、小栁友理子、尾瀬　功、
松尾恵太郎、伊藤秀美

＜目的・概要・進捗状況＞

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

愛知県の保健医療に関わるがん登録情報、人口動態調査死亡
情報、特定健診情報、国勢調査情報を収集し、がん罹患・死亡
や、これらのアウトカムに影響を与える要因の愛知県内の格差
を学校区別に評価する空間疫学研究を行っている。それぞれの
情報を学校区別に指標化し、愛知県の地図上に格差を視覚化し
た。地域ごとに取り組むべきがん対策の優先順位付けに役立て
るため、これらの指標の関連を評価している。がん罹患・死亡
や生活習慣の社会経済的格差の評価において、社会経済的状況
が悪いと、喫煙や飲酒といったがんのリスクとなるような生活
習慣を持つ人が多く、またがんに罹患する人やがんで死亡する
人が多いことが分かった。この相関は、特に都会において強い
ことが分かった。日本全体の公的情報を用い、同様の手法によ
り、社会経済的ながん罹患・死亡の格差の、都市度による違い
について、検討を行っている。

また、愛知県がん登録情報を用い、小学校区別の受療動向

2．研究所における研究
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（がん診療連携拠点病院を受療しているかどうか）について空
間疫学的手法を用いて評価した。主要ながんのうち、胃、大腸，
女性乳、前立腺がんにおいてははっきりとした地域格差が認め
られたが、膵がんでは格差は小さく、肝臓、子宮頚がんにおい
ては格差は認められなかった。社会経済的指標との相関を見た
ところ、貧しい地域に居住する人ほどがん診療連携拠点病院を
受療している人が少なかったが、都会ではその相関は認められ
ず、田舎において強かった。

さらに、愛知県内のがん診療の現状把握と診療レベル向上に
資するため、愛知県内のがん診療連携拠点病院ならびにがん診
療拠点病院（以後、拠点病院）の協力を得て収集した院内がん
登録と DPC の連結匿名化情報を用いて、「院内がん登録でみ
る愛知県のがん診療（施設別集計）」を行い、2020 年、2021 年、
2022 年診断症例の報告書を発行した。

＜今後の方向＞

公的情報を使った空間疫学研究については、高度な解析手法
を取り入れる。また、より介入しやすい生活習慣に関し貧困と
の関連を都市度別に評価した上で、がんの罹患・死亡というア
ウトカムにどう影響するかを評価する予定である。媒介分析と
いった新しい手法も取り入れていく。この媒介分析により、が
んの社会経済的格差解消のための介入点を見出すことが可能と
なる。

また、院内がん登録情報を、各施設で DPC 情報と個別連結
させた上で匿名化した情報を愛知県がんセンターに集約して、
医療レベルの格差に関して要因探索をする。研究成果を拠点病
院間でシェアできる仕組み、つまりウェブベースのインタラク
ティブツールの開発も計画する。当分野では、この仕組みを用
いて収集した個別データを利用し、新型コロナウィルス感染症
ががん診療へ与えた影響の分析を開始しているが、分野内、愛
知県がんセンター内のみならず、情報を提供した拠点病院間で
のデータシェアリングの仕組みを整えるために課題の洗い出し
を開始する。

1）リサーチレジデント

がん予防研究分野

＜研究課題＞　１－１ 

（主題）　�各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合せ
効果の解明

（副題）　�遺伝子型層別全ゲノム関連解析により同定されたア
ルコール摂取の遺伝的構造と、その日本人における
食道がんリスクへの影響

＜研究者氏名＞

小栁友理子、伊藤秀美、尾瀬　功、谷山祐香里、
春日井由美子、井本逸勢、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

アルデヒド脱水素酵素 2 の東アジア特異的変異（ALDH2 
rs671、G>A）は、アルコール摂取の主要な遺伝的決定因子で
ある。われわれは、飲酒行動の背後にある rs671 との遺伝子間
相互作用を探索するために、175,672 人の日本人を対象に、ア
ルコール摂取に関する rs671 の遺伝子型を層別化したゲノムワ
イド関連研究のメタ解析を行った。解析の結果、野生型ホモ接
合体では 3 つのゲノムワイドで有意な遺伝子座（GCKR、
KLB、ADH1B）が、ヘテロ接合体では6つの遺伝子座（GCKR、
ADH1B、ALDH1B1、ALDH1A1、ALDH2、GOT2）が同定
され、そのうち 5 つが rs671 とゲノムワイドで有意な相互作用
を示した。遺伝的相関分析により、ヘテロ接合体における祖先
特異的な遺伝的構造が明らかになった。発見された遺伝子座の
う ち 4 つ（GCKR、ADH1B、ALDH1A1、ALDH2） は、 代
表的なアルコール関連疾患である食道がんのリスクにおいて
rs671 と相互作用することが示唆された。この結果は、アル
コール摂取の遺伝子型特異的な遺伝的構造を明らかにし、アル
コール関連疾患リスクへの潜在的影響を明らかにするものであ
る。

【今後の方向】

飲酒行動には複数の遺伝子の組み合わせ効果が働き、それが
飲酒発がんに直結していることが明らかになった。飲酒行動に
よるリスクの層別化に今回見出した遺伝子群を使う事が想定さ
れる。

＜研究課題＞　１－２ 

（主題）　分析疫学的解析による各種がんのリスク要因の解明
（副題）　�ADH1B rs1229984 遺伝子多型の食道がん発がんへ

の影響に対する媒介分析を用いた症例対照研究

＜研究者氏名＞

小栁友理子、尾瀬　功、谷山祐香里、春日井由美子、
松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

飲酒により摂取されるエタノールは主にアルコール脱水素酵
素 1B（ADH1B）によってアセトアルデヒドに酸化され、アセ
トアルデヒドは主にアルデヒド脱水素酵素 2（ALDH2）によっ
て酢酸に酸化される。アルコール摂取は食道癌の有力な危険因
子であるが、アルコール代謝の遅れに関連する一塩基多型であ
る ADH1B rs1229984（His48Arg）の食道癌発生における役割
は不明である。この一塩基多型は、食道癌のリスク上昇と飲酒
強度の両方に関連していることから、食道癌との関連は、飲酒
強度とは独立した直接的な経路、飲酒強度が介在する間接的な
経路、あるいはその両方を通じて作用する可能性がある。

これらの異なる経路を分離するために、ADH1B Arg 対立遺
伝子および飲酒をそれぞれ曝露および媒介因子と定義し、食道
がん症例対照研究（症例 600 例、対照 865 例）に媒介分析を適
用し、ADH1B Arg 対立遺伝子の全効果オッズ比を直接効果
オッズ比と間接効果オッズ比に分解した。
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ADH1B Arg 対立遺伝子は、飲酒強度を媒介とする間接経路
（間接効果オッズ比、1.27；95％信頼区間、1.05-1.53）に加えて、
飲酒強度の変化以外の経路（直接効果オッズ比、2.03；95％信
頼区間、1.41-2.92）を介して食道がんリスクと関連していた。
さらに、酵素活性を強く減弱させる機能的一塩基多型である
ALDH2 rs671（Glu504Lys）の遺伝子型を層別化して解析した
ところ、各層で有意な直接効果オッズ比が示された。

これらの結果は、ADH1B Arg 対立遺伝子は、アルコール摂
取量に対する影響に加えて、アルコールの分解を遅らせること
によって食道がんリスクに寄与することを示している。

【今後の方向】

ADH1B rs1229984 遺伝子多型は飲酒量を増加する事によっ
て食道がんリスクを増加させるのみならず、アルコールの分解
の遅延そのものによるリスクの上昇をもたらす事が明らかに
なった。今後の予防において、アルコールの分解遅延を標的に
することの可能性が考えられる。

がん病態生理学分野

＜研究課題＞　１－１

（主題）がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）腸管腫瘍形成における MyD88 経路の役割の解析

＜研究者氏名＞

梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

がん抑制遺伝子である Apc 遺伝子に変異を持つ遺伝子改変
マウス（以下 Apc 変異マウス）では、APC の機能欠損の結果
Wnt 経路が恒常的に活性化し、腸管に腺腫性ポリープを発症
する。我々は、Apc 変異マウスの腸管ポリープの成長に関わる
因子を探索、同定し、その役割を解明することにより、大腸が
んの治療標的候補を得ることを目的として研究を進めてきた。

これまでに、我々は、IL-1â シグナル伝達経路の主要なアダ
プター因子である MyD88 の機能欠損が、Apc に変異を持つ細
胞のみを死滅させる、いわゆる合成致死を誘導することを見出
し、 論 文 発 表 し た（Kajino-Sakamoto R, et al: Oncogene 40, 
408-420, 2021）。続いて、トランスクリプトーム解析等を行い、
この合成致死誘導の分子機序に関与する因子を探索して得られ
た 9 つの候補因子の合成致死誘導への関与について検討を進め
た。まず、マウスの腸管ポリープ組織試料または腸管ポリープ
由来オルガノイド試料において、MyD88 の機能欠損（発現低
下）に伴う発現減少の再現性がみられるか検討した。また、公
共データベースを利用して、ヒト大腸がんにおける MyD88 と
候補因子の発現相関等を調べた。これらの結果から、3 つの候
補因子について解析を進めることにした。本年度、発現抑制や
阻害剤処理等により候補因子の機能を抑制し、ヒト大腸がん細
胞やオルガノイド培養の生育への影響を検討したところ、機能
抑制により生育が抑制される効果を持つ因子が同定された。

一方、MyD88 が Apc 変異以外の大腸がん関連遺伝子変異を

併せ持つ腸管腫瘍細胞の生育にも関与するか、マウス大腸腫瘍
オルガノイドを用いて検討している。これまでに、MyD88 の
機能抑制は Ctnnb1 変異を含む主要な大腸がん関連遺伝子に変
異を持つマウス大腸腫瘍オルガノイドの生育を抑制する結果を
得た。本年度は、数種類の MyD88 阻害剤により MyD88 の機
能を抑制した時のヒト大腸がんオルガノイドの生育への影響を
検討した。その結果、検討したヒト大腸がんオルガノイドの多
くで生育が抑制されることが明らかになった。

【今後の方向】

合成致死誘導に関与する可能性がある候補因子についてさら
に解析を進めて役割を解明する。

1）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　1 － 2

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　�腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割の

解析

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美 1）、梶野リエ、新間秀一 2）、曽我朋義 3）、
武藤　誠 4）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

家族性大腸腺腫症のマウスモデルである Apc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらに Smad4 遺伝子のヘテ
ロ接合変異を併せ持つ cis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性
の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸潤は
mTORC1 阻害薬 everolimus および mTOR キナーゼ阻害薬
AZD8055 に対して抵抗性である。これまでに、トランスクリ
プトーム解析、メタボローム解析、プロテオーム解析を実施し、
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織においてヒスタミンの蓄積・
マクロファージの集簇を認めた。また臨床大腸がん組織中のマ
クロファージは浸潤部に集積し、ヒスタミン濃度が高い症例で
多く検出される傾向を認めた。mTOR 阻害薬とヒスタミン H1
および H2 受容体拮抗薬の併用投与により mTOR 阻害薬抵抗
性腺がん浸潤が抑制されることを見出した。

腫瘍組織におけるヒスタミン産生細胞について各種細胞表面
マーカーを用いて解析したところ、粘膜筋板側に存在する肥満
細胞が腺がんの浸潤とともに増加した。mTOR 阻害薬抵抗性
腺がん組織において、対照腺がん組織よりも肥満細胞が増加す
る傾向が認められた。肥満細胞はヒスタミンを合成する細胞で
あることから、この細胞の浸潤部での集積がヒスタミンの増加
と関係している可能性が示唆された。

【今後の方向】

腫瘍組織中のヒスタミン量の増加が、腫瘍組織中の肥満細胞
数の増加によるものか、肥満細胞中のヒスタミン産性能の増加
によるものなのかを調査する。
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1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）大阪大・工学研究科
3）慶應義塾大・先端生命科学研究所
4）京大病院・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　1 － 3

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　�デスモイド腫瘍の形成における TGF-â 経路の役割

の解析

＜研究者氏名＞

李　宇、藤下晃章、西田佳弘 1）、榎本　篤 1）、武藤　誠 2）、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】

デスモイド腫瘍は、デスモイド型線維腫症としても知られ
る、間葉系細胞由来の軟部組織腫瘍で、強い局所浸潤性を有す
る。本邦で新規に診断される患者数は年間 100〜200 名という
希少疾患で、家族性大腸腺腫症に伴うものと散発性の 2 つの発
症パターンがある。散発性症例の約 95％には â-catenin をコー
ドする CTNNB1 遺伝子の変異が見られる。

本研究では、デスモイド腫瘍の病態解明と治療標的の同定を
目的として、新規デスモイド腫瘍マウスモデルの作出と病態生
理の解析を試みた。Pdgfra-CreERT2/Ctnnb1flox（ex3）マウスの皮下
にタモキシフェンを局所投与したところ、デスモイド腫瘍患者
の腫瘍に組織学的に類似した線維性腫瘍が発生し、desmin、
vimentin などデスモイド腫瘍のマーカーとされるタンパクが
発現していた。また、これらの腫瘍では TGF-â 経路が強く活
性化されており、Smad4 のノックアウトを導入することによ
り腫瘍の成長が低下した。さらに、比較プロテオーム解析によ
り、Smad4 のノックアウトによってデスモイド腫瘍における
Cysteine-and-Glycine-Rich Protein 2 （CSRP2）のレベルが低下
することが示された。マウスデスモイド腫瘍由来の細胞株を作
製し、TGF-â 受容体阻害剤で処理したところ CSRP2 の発現が
低下し、同細胞株で CSRP2 をノックアウトするとその増殖が
有意に低下したことから、TGF-â 経路の下流で CSRP2 が治療
標的となる可能性が示された。これらの内容について論文発表
した（Li et al., Cancer Sci 115, 401-411, 2024）。

【今後の方向】

このデスモイド腫瘍マウスモデルを用いて、CSRP2 の治療
標的としての資質をさらに検証するとともに、新たな治療標的
の探索を行う。

1）名古屋大・医学系研究科
2）京大病院・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　2 － 1

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�大腸がん自然発症・転移モデルを用いた転移メカニ
ズムの解明と治療標的の同定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美 1）、梶野リエ、小島　康、山口　類、
武藤　誠 2）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

転移を伴う大腸がんの予後は悪く、新機軸の転移予防・治療
法の開発が求められている。各国で網羅的なゲノム変異解析・
発現解析などが行われているが、転移の分子機序解明には至っ
ていない。我々は、腸管に浸潤性腺がんを 100％の頻度で発症
し、約 20% のマウスで肝臓への転移が認められる、大腸がん
の自然発症・自然転移モデルの作出に成功した。このマウスモ
デル（CKPS マウス）では、安定型 â-catenin（Wnt 経路活性化）
と活性型 Kras の発現、そして p53 と Smad4 の欠失が腸管上
皮細胞特異的に誘導される。CKPS マウスの肝転移巣では、原
発巣と酷似した腺管構造と間質反応を伴う浸潤の様子が保たれ
ており、大腸がん臨床検体ともよく似た組織像を示す。CKPS
マウスおよび CKPS マウスから樹立した大腸がん細胞株

（CKPS 細胞）を用いて、各種オミクス解析や分子生物学的手
法を用いた解析を行ったところ、大腸がんの肝転移巣では原発
組織と比べ大腸がん幹細胞マーカーである ALCAM（CD166）
や PROM1（CD133） の 発 現 増 加 が 認 め ら れ た。 さ ら に
CRISPR-Cas9 により ALCAM、PROM1 をノックアウトした
CKPS 細胞はスフェロイド形成能および脾注肝転移モデルによ
る肝転移巣形成能が低下したことから、大腸がん幹細胞マー
カーが転移能にも寄与することが示された。これら大腸がん幹
細胞マーカーの発現には TGF-â/SMAD4 経路が負に制御する
こと、cAMP/PKA/CREB 経路が正に制御していることをこ
れまでに見出している。

本年度は、上記の経路以外に大腸がんのがん幹細胞性維持に
関わる分子・シグナル経路の探索を行った。各種オミクス解析
や薬剤スクリーニングにより、これまでに Rho などが候補と
して上がった。RhoC をノックアウトした細胞株は通常培養条
件下では増殖に影響しなかったが、脾注肝転移モデルによる肝
転移巣形成能が低下したことから RhoC を介したシグナル経路
が大腸がんの転移に関与している可能性が示唆された。

【今後の方向】

RhoC を介したシグナル経路が大腸がん細胞の転移能や幹細
胞性の維持にどのように関与しているかを検証していきたい。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）京大病院・先端医療研究開発機構
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＜研究課題＞　2 － 2

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同
定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、山口　類、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は最
近、自然発生した大腸がんが 20% の頻度であるが肝臓へ転移
する自然転移モデルマウス（CKPS マウス）の開発に成功した

（前項）。この CKPS マウスは 100% の頻度で腸管に浸潤性の腺
がんを発症するが、同腹仔でも転移する個体とそうでない個体
が認められたことから、転移には遺伝子変異以外に更なる要因
が必要である可能性が示唆される。本研究では、大腸がんの転
移 を 制 御 す る 遺 伝 子 を 個 体 レ ベ ル で 探 索 す る た め に、
PiggyBac トランスポゾンを用いた機能的スクリーニングを実
施している。この PiggyBac トランスポゾンには近傍の遺伝子
を活性化または機能喪失させる配列が組み込まれており、大腸
がんの発生に伴いトランスポゾンが移動する。トランスポゾン
非導入 CKPS マウスと比較して、トランスポゾンを導入した
CKPS マウスでは肝転移の頻度がおよそ 2 倍（約 40%）に上昇
することを見出した。トランスポゾンの挿入部位には転移を調
節する遺伝子が存在している可能性が高いことから、この挿入
部 位 を 同 定 す る 手 法 と し て Semiquantitative transposon 
insertion site sequencing （Qiseq）を実施したところ、既に転
移への関与が報告されている Ddr1 遺伝子が同定されたほか、
タンパクは翻訳制御に関わる遺伝子 E も同定された。Ddr1 遺
伝子を CRISPR-Cas9 でノックアウトした CKPS 細胞は脾臓へ
の移植による肝転移巣形成数がコントロール細胞よりも低下し
た。また翻訳制御遺伝子 E を過剰発現させた CKPS 細胞は肝
転移巣形成数がコントロール細胞より増加した。本年度は翻訳
制御遺伝子 E の機能を解明するため、各種オミクス解析を実
施した。遺伝子 E によって翻訳制御を受ける分子群には抗ア
ポトーシス関連のものが含まれていたほか、転写レベルで制御
を受けているも遺伝子には核酸の修飾に関わるものが含まれて
いることを見出した。

【今後の方向】

Ddr1 遺伝子の CKPS 細胞における働きを明らかにすること、
そして遺伝子 E によって制御を受ける分子群について転移と
の関わりを解明していきたい。

＜研究課題＞　3

（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、三城恵美 1）、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 2）、
武藤　誠 3）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。

我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルおよび臨床検体のマルチオミクス解析に取
り組んでいる。これまでに、主に 2 種類の悪液質モデルマウス
を用いてきた。1 つは、cis-Apc/Smad4 変異マウスで、14 週齢
から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の状態に至る。
衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白色脂肪組織の
萎縮、脾腫が特徴的である。もう 1 つは、ヒトメラノーマ
SEKI 細胞をヌードマウスに移植する悪液質モデルで、移植後
2～3 週間で著名な骨格筋萎縮、脂肪組織萎縮を伴う高度な悪
液質を発症する。我々は、上記の 2 種類の悪液質モデルマウス
の肝臓および骨格筋に対してメタボローム解析およびプロテ
オーム解析を実施して悪液質に関連性の高い変化をそれぞれ見
出している。本年度は胃がん臨床血液検体を用いた解析を継続
して、マウスモデルから同定された悪液質診断および治療関連
因子の検証を完了し、結果、複数の有力な診断・治療因子候補
の臨床的妥当性を実証した。これらの内容について論文発表し
た（Kojima et al., Nat Commun 14, 6264, 2023）。

【今後の方向】

がん悪液質における肝臓の変化をより詳細に解析するととも
に、腎臓などの変化についても予備的検討を開始する。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）慶應義塾大・先端生命科学研究所
3）京大病院・先端医療研究開発機構

分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　１

（主題）　悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
（副題）　�悪性中皮腫における O-GlcNAc 修飾異常に伴う腫瘍

進展メカニズムの解明

＜研究者氏名＞ 

向井智美、佐藤龍洋、亀井保博 1）、加藤　輝 1）、三城恵美 2）、
青木正博 3）、藪田紀一 4）、廣島健三 5）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

近年、種々のがんにおいて、翻訳後修飾のひとつである
O-GlcNAc（O 結合型 â-N- アセチルグルコサミン）修飾が亢進
することが報告されており、診断マーカーや治療標的としての
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可能性が注目されている。O-GlcNAc 修飾の標的タンパク質は、
細胞質タンパクや核タンパクなど様々で、タンパク質間相互作
用やタンパク質の安定性に寄与するといわれている。しかし、
がんの進展と関連した O-GlcNAc 修飾タンパク質の生理的な
意義や、その腫瘍進展メカニズムの研究は乏しく、O-GlcNAc 
修飾を標的とした治療を行う上で明らかにすべき課題が多い。

最近我々は、Hippo 細胞内シグナル伝達経路の破綻によって
転写コアクチベーターYAP/TAZ が活性化した中皮腫細胞株
および患者組織において O-GlcNAc 修飾が顕著に亢進するこ
とを見出した。さらに、その主たる標的タンパク質として複数
の核膜孔複合体構成因子（ヌクレオポリン）を同定した。そこ
で今回我々は、中皮腫におけるヌクレオポリンの過剰な 
O-GlcNAc 修飾が、核輸送に与える影響および、細胞増殖能と
の関連を検討した。核輸送の解析を行うにあたり、光操作技術

（Optogenetics）を利用して、中皮腫細胞における核輸送動態
の可視化と輸送速度の定量化を可能とする実験系を構築した。
この実験系を用いて、ヌクレオポリンの O-GlcNAc 修飾が過
剰な中皮腫細胞において、O-GlcNAc 修飾阻害剤を添加すると
核輸送速度が有意に抑制されることを明らかにし、同時に、細
胞増殖能も有意に抑制されることを見出した。そこで、
O-GlcNAc 修飾の亢進によって核輸送が活発になった中皮腫細
胞は、核輸送の阻害に対して脆弱であると考え、現在最も臨床
応用が進んでいる核外輸送受容体 XPO-1 の選択的経口阻害剤 
KPT-330 を中皮腫細胞に添加した。その結果、濃度依存的な
核輸送速度の減少と、細胞増殖能の抑制が認められた。さらに、
KPT-330 を中皮腫細胞株を移植した担癌マウスに経口投与し
たところ強い抗腫瘍効果が得られた。以上より、Hippo 経路の
破綻を一因とする O-GlcNAc 修飾が亢進した中皮腫に対して、
核輸送阻害剤は有望な治療薬であることが示唆された。

【今後の方向】

がん細胞は、非がん細胞と比較すると細胞増殖速度や代謝速
度が速いことから、核輸送が活発であると考えられている。そ
のため、がん細胞は核輸送の阻害に対して脆弱であり、核輸送
阻害剤は抗がん効果が期待できる。しかし、輸送基質の結合を
阻害する既存の核輸送阻害剤では、有害事象の発生が問題とな
る。そこで今後は、核輸送速度を正常化する副作用の少ない新
規 の 薬 剤 開 発 を 目 指 し、 核 輸 送 速 度 の 制 御 に 寄 与 す る
O-GlcNAc 修飾ヌクレオポリンの同定や核輸送受容体との相互
作用について詳細に検討し、核輸送速度の制御メカニズムを明
らかにするとともに創薬標的を決定する。

1）基礎生物学研究所　バイオイメージング解析室
2）名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所
3）がん病態生理学分野
4）微生物病研究所　分子免疫制御分野
5）千葉大学大学院医学研究院　遺伝子生化学

＜研究課題＞　２

（主題）　�細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開発
研究

（副題）　�フェロトーシス易誘導性を利用した中皮腫新規治療
法の可能性の検討

＜研究者氏名＞ 

佐藤龍洋、大城太一 1）、前田　徹 2）、供田　洋 1）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

中皮腫は、肺などの臓器を保護する漿膜に存在する中皮細胞
がアスベスト曝露等によりがん化した難治性の希少がんであ
る。早期発見が難しく、発見時には外科的切除が不可能なケー
スがほとんどであることから、薬物療法による治療が主体とな
ることが多い。しかし、著効を示す分子標的薬は見つかってい
ない。中皮腫の網羅的なゲノム解析では、がん細胞増殖や悪性
化を促進するようながん遺伝子のドライバー変異はほとんど見
られず、NF2 や BAP1、CDKN2A といった分子標的薬の標的
となりにくいがん抑制遺伝子の変異が主体であることが明らか
にされている。近年、免疫チェックポイント阻害剤の使用が承
認され一部の中皮腫患者に著効を示すことが報告されている
が、奏効率は 2-4 割であり新たな治療戦略の開発は依然として
急務である。

私たちは中皮腫細胞を用いた解析により、遺伝子変異だけで
なく遺伝子の発現変動が細胞の性状に重要な影響を与えること
を見出しており、中皮腫の脆弱性を新たに探索するため薬剤ス
クリーニングを開始した。微生物は合成化合物と比較して多様
で複雑な化合物を合成することが可能であることから、これら
の培養上清ライブラリーを使用して中皮腫の治療となりうる化
合物の探索を行ったところ、鉄依存性細胞死（フェロトーシス）
を誘導する化合物が顕著な増殖抑制効果を示すことを見出すこ
とができた。本研究では、フェロトーシス誘導による中皮腫細
胞への影響についてさらに解析を進め、新規治療法としての可
能性を検討した。

フェロトーシス誘導剤 RSL3 を用いて中皮腫細胞株および正
常不死化中皮細胞株に作用させ、細胞増殖阻害効果を調べた。
その結果、多くの中皮腫細胞株が RSL3 に対して高感受性を示
し、低濃度の薬剤で増殖が阻害され細胞死が誘導された。また、
4 種の正常不死化中皮細胞株はいずれも低濃度の RSL3 存在下
では増殖阻害を示さなかった。これらの結果から、フェロトー
シス誘導は中皮腫細胞の治療に有効である可能性が示唆され
た。一方、一部の中皮腫細胞は正常不死化中皮細胞株と同様に
RSL3 に対して低感受性であったことから、フェロトーシス誘
導に対する感受性の違いがどのようにして起きるのか、感受性
の違いを判別する手法が必要になると考えられた。中皮腫で高
頻度に変異が見られる NF2 はフェロトーシス感受性に関与す
ると報告されている。そこで、NF2, BAP1 遺伝子それぞれの
変異の有無により細胞を分類して RSL3 感受性の差異を検討し
た。しかし、これらの細胞群間において感受性の差異は検出さ
れず、両遺伝子変異は共に RSL3 感受性に大きく影響しないと
考えられた。次に、RSL3 感受性に応じて中皮腫細胞株を 2 群
に分類して遺伝子発現差異解析を行った。発現量の大きく異な
る遺伝子を抽出して RSL3 感受性への関与を調べたところ、高
感受性群で発現量が高い LPCAT1 の発現量を低下させること
で感受性が低下することがわかった。これらの結果から、フェ
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ロトーシス誘導感受性において LPCAT1 の発現量が関与して
いる可能性が示唆された。

【今後の方向】

LPCAT ファミリー遺伝子はリン脂質のリモデリングに関与
する遺伝子で、これらのうちいくつかはすでにフェロトーシス
への関与が報告されている。しかし、中皮腫における LPCAT
の役割についてはほとんど報告がなく、中皮腫細胞における
LPCAT1 発現量の差異についても不明な点が多い。今後、
LPCAT1 発現調節機構や中皮腫細胞内での機能を解析すると
ともに中皮腫の細胞膜を構成する脂質の組成解析を進め、新規
治療法の確立に向けた LPCAT1 の役割とフェロトーシス易誘
導性の関連について明らかにする予定である。

1）北里大学大学院薬学研究科
2）金城学院大学薬学部

システム解析学分野

＜研究課題＞　１

（主題）　�統計的モデリングおよび深層学習を活用したがんゲ
ノムデータ解析法の開発研究

（副題）　�機械学習による免疫受容体タンパクデザイン手法の
開発

＜研究者氏名＞

郭　中梁、松下博和、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

人間の適応免疫における、自己・非自己認識機構は T 細胞
の表面にある TCR と、抗原提示細胞が細胞表面に提示する
pHLA の結合反応により司られている。細胞傷害性 T 細胞

（CD8 陽性 T 細胞）は、がん細胞が HLA タンパク上に提示す
るがん特異的抗原ペプチドを非自己として認識し、がん細胞を
攻撃する。近年、開発が進む有力ながん免疫療法として、患者
由来の TCR に改変を加えて、がん抗原の認識能を高めがん細
胞を攻撃させる、TCR 遺伝子改変 T 細胞輸注療法（TCR-T 療
法）およびキメラ免疫受容体 T 細胞輸注療法（CAR-T 療法）
がある。これらの治療法はすでに一部のがんに対して大きな奏
功を示しているが、臨床的に意味のある効果を得るためには、
TCR 遺伝子の改変により pHLA との結合能（親和性）を高め
ることがカギとなる。

しかしながら現在の T 細胞受容体改変療法には、同療法の
「個別化」を目指す上で大きな困難がある。それは個々の結合
能を高めた改変型 T 細胞受容体の作出に膨大な労力と時間を
要することである。なぜならば TCR タンパク中で抗原認識に
重要な CDR3 領域のアミノ酸配列のみの改変を考えたとして
も 1026 通りを超える膨大な組み合わせ多様性を持ち、なおか
つ、超広大な配列探索空間のどこからどの方向へ探索していけ
ば、目的とする pHLA 複合体に対して、より高い結合能をも
つ配列を得られそうか経験と勘に頼らざるを得ない状況である

からである。故に、望みの性質をもつ TCR 配列を見出すこと
には多大な困難を伴う。

その一方で、一人の患者のがん組織から得られるがん特異的
抗原（体細胞変異由来のネオ抗原を含む）は、多種多様かつ個
別性が高い。これらの多様ながん抗原を TCR-T 療法の標的と
することができれば、治療方策の幅を大きく広げ将来の患者の
福音となる可能性が高い。そのためには上記の困難を克服する
新たな方法論の開発が必要不可欠である。

本研究の目的は、近年がん免疫治療において開発が進む T
細胞受容体（TCR）遺伝子改変 T 細胞輸注療法（TCR-T 療法）
の個別化の実現に向けて、最先端の「データ科学技術」と「免
疫一細胞シークエンス計測技術」の統合により、膨大な組み合
わせ多様性を持つ改変型 TCR と抗原ペプチド・HLA 複合体

（pHLA）間の結合において、結合強度を増強・制御した「改
変型 TCR タンパク配列を高精度かつ高効率にデザインする手
法」の開発を目指すことである。昨年度までに、新規 TCR 配
列探索アルゴリズムとしてベイズ統計に基づく統計的サンプリ
ングを利用した方式を開発した。その結果、多様な配列を高速
に探索することが達成された。一方、より良い候補配列集合を
得るためには、上記のサンプリングアルゴリズムの内部で使わ
れる、タンパク質間結合能予測モデルの精度の向上が必要とさ
れた。そこで、本年度は、上述の結合能予測モデルの開発を進
め、アミノ酸配列からの特徴量とタンパク質立体構造からの特
徴量の双方を組み合わせた新規マルチモーダル機械学習モデル
の開発に成功し、既存の手法を凌ぐ性能を発揮し、国際学会で
の発表につなげた。

【今後の方向】

開発した方式の数値的および実験的検証を進め、改良を進め
る。

＜研究課題＞　２

（主題）　�臨床シークエンスへ向けたがん変異およびシステム
変調情報の解釈・翻訳法の研究

（副題）　�Physics Informed Neural Network による RNA-seq
時系列データからの情報抽出法の開発

＜研究者氏名＞

武藤　理、郭　中梁、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

臨床がんゲノムパネル検査が 2019 年より保険適用となり、
がんゲノム医療が本格化している。我々は、近未来の、全ゲノ
ムシークエンスおよび複数オミクスデータの統合解析に基づ
く、がん臨床シークエンスの実現に向けた情報解析基盤技術の
開発を進めている。臨床シークエンスにおいては、現在は
DNA のシークエンスが主流であるが、今後 RNA 等の情報を
も個々人のサンプルから得られることが予想される。また
PDX モデルや、オルガノイドモデルからの薬剤反応性時系列
データ等の取得も視野に入る。本研究では、時系列 RNA-seq
デ ー タ か ら の 深 い 情 報 抽 出 を 目 指 し、Physics Informed 
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Neural Network （PINN）を活用した機械学習手法の開発を進
めた。ここでは、RNA-seq データから得られる二種類の配列
計測データ（リード）を利用する。一つは、遺伝子のエクソン
領域の配列のみを含むリード、一方はイントロン領域の配列を
含むリードである。前者は、成熟 mRNA の量を反映し、後者
は新生 RNA の量を反映する。時系列 RNA-seq データから得
られる各遺伝子の二種類のリードの情報から、転写、スプライ
シング、分解といった RNA のライフサイクルを司る量の推定
を試みた。ここでは RNA ライフサイクルを表現する微分方程
式モデルを利用する。既存の手法では、モデルに含まれる、転
写率、スプライシング率、分解率といったパラメータが、定数
として扱われている。しかしながら転写バーストや、振動する
現象を、十分に表現することができない問題があった。我々は、
その困難を克服するために上記のパラメータ群を時変パラメー
タとして扱い推定する方式を考案した。本方式ではニューラル
ネットワークモデルに対して PINN の枠組みで、RNA ライフ
サイクルモデルの情報を背景知識として教えこむことにより、
柔軟かつ生物学的知識に矛盾しない解釈可能性の高い結果を得
ることが期待される。実データからは、転写バッファリングや
リップルエフェクト等に関わる興味深い情報を抽出することが
できている。

【今後の方向】

個々人の臨床シークエンスデータの背後にあるがん細胞のシ
ステムに関わる情報を抽出するために、当手法を適用し、遺伝
子制御ネットワークを推定し、がん種ごとの制御機構の特徴発
見や将来的な治療法選択につなげることを目指す。

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞　１−１

（主題）　�がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　�脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん
進展

＜研究者氏名＞

森田知佳、疋田智也、宮田眞美子、和田琴恵、青木玲奈、
小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においても src 遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の恒常性
を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙な分子メ
カニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっていると示
唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。私たちは
これまでに、がんにおける異常な Src シグナルが、非受容体型
チロシンキナーゼ Fer により中継される新たなメカニズムを
見出した。また臨床検体を用いた組織染色などによって、新規

がん治療標的として Fer が有望であることが示唆された。そ
こで、Fer に結合する低分子化合物をスクリーニングしたとこ
ろ、12 万化合物から 26 種のヒット化合物を取得し、バリデー
ションの結果ヒット化合物 1 種を選択した。さらにヒット化合
物から構造展開を行い、がん増殖抑制作用が高く細胞毒性の低
いリード化合物 2 種の取得に成功した。今年度は、大腸がん患
者由来組織担がんモデルマウスにおけるリード Fer 機能阻害
剤の評価を行ない、経口投与にて薬効が認められた。

　
【今後の方向】

Fer 機能阻害剤の適応がん種を調べるとともに、作用機序メ
カニズムの解析を行う。

＜研究課題＞　１−２

（主題）　�がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　蛋白質発現制御とがん進展

＜研究者氏名＞

森田知佳、宮田眞美子、和田琴恵、安達晴喜 1）、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

mechanistic target of rapamycin （mTOR） 経路は蛋白質合
成や細胞増殖、代謝などの制御において中心的な役割を果たし
ており、様々ながんで活性化している。mTOR は複数の蛋白
質と共に mTORC1 などの巨大複合体を形成して機能する。
Rheb 蛋白質は mTORC1 のリソソームにおける活性化を司る
分子とされ、様々ながんにおいて発現が亢進しているものの、
その発現制御メカニズムは不明である。私たちはこれまでの研
究において、mTORC1 活性阻害によるがん細胞の増殖抑制作
用を示す化合物を解析する中で、その化合物が Rheb の分解誘
導を引き起こし、蛋白質量を顕著に抑制することを見出してき
た。今年度は、Rheb 蛋白質の新たな発現制御メカニズムの解
明を進めたところ、本化合物によって Rheb のユビキチン化が
誘導され、それによってプロテアソーム系を介した分解が誘導
されることが明らかとなった。

【今後の方向】

Rheb 発現抑制剤の作用機序を詳細に解析し、Rheb 蛋白質
の発現制御メカニズムを明らかにする。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

＜研究課題＞　２−１

（主題）　�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　EV の形成制御とがん進展
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＜研究者氏名＞

疋田智也、安達晴喜 1）、和田琴恵、宮田眞美子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

エクソソームなど細胞外小胞（EV）は、内部にタンパク質
や RNA 分子を含む膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不
要物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれ
ることで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられてい
る。がん細胞においては、EV 形成・放出が亢進していること
が知られており、ニッチ形成を介して転移やその臓器指向性に
も関与するなど多様な機能が明らかとなりつつある。しかし、
がん細胞における EV の形成や分泌の亢進メカニズムについて
はほとんど明らかとなっていない。私たちはこれまでに、様々
ながんで活性化している Src シグナルのエクソソーム産生への
関与について解析すると共に、Src の下流で増殖シグナルに関
わる MAPK の活性化がエクソソーム分泌促進することを明ら
かにした。詳細な解析の結果、MAPK の活性化によって細胞
内のリソソームの活性化が抑制され、エクソソーム形成の元と
なる多胞性エンドソームの分解が促進することにより、エクソ
ソームの分泌が亢進することを明らかとした。今年度は、Src
の活性化によって EV への内包が変化する miRNA に着目し、
RNA 結合蛋白質を同定することで詳細な EV 内包メカニズム
を解析した。その結果、Src によって RNA 結合蛋白質がリン
酸化されることで miRNA とのアフィニティが強くなり、特異
的な miRNA の EV への内包が亢進することを明らかとした。

【今後の方向】

がん特異的な RNA 結合蛋白質を介した EV 内包メカニズム
を詳細に解析する。また RNA 結合蛋白質により内包 miRNA
が変化した際の EV のがん形質に対する作用を解析し、がん微
小環境の構築における機能を明らかにする。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

＜研究課題＞　２−２

（主題）　�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　EV 分泌阻害剤の探索と作用機序解明

＜研究者氏名＞

青木玲奈、宮田眞美子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

これまで EV マーカーをルシフェラーゼ標識することによっ
て生じた発光 EV を検出する方法を開発し、それを発展させ
EV 分泌阻害剤の探索系を構築した。そこで新規 EV 分泌阻害
剤の同定を目指し、およそ 400 種の既存シグナル阻害剤のスク
リーニングを行った。その結果、ある EV マーカーを選択的に
抑制する EV 分泌阻害剤を見出した。詳細な作用機序解析の結
果、本化合物は EV の形成過程でなく分泌過程を抑制すること
により EV 分泌を阻害することが明らかとなった。

【今後の方向】

引き続き他の新規 EV 分泌阻害剤の探索を行うと共に、作用
機序解析を行うことでがん特異的な EV 分泌亢進メカニズムを
明らかにする。

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１

（主題）　がん免疫編集のメカニズムの解明
（副題）　腫瘍免疫微小環境の評価

＜研究者氏名＞

岡本貴成 1）、野平翔太 1）、水田　亮 2）、岡村文子、孫　宇佳 3）、
篠原周一 3）、村岡大輔、山口　類、黒田浩章、大野真佐輔、
松下博和

【目的・概要・進捗状況】

一人一人の腫瘍免疫微小環境（TIME）をより良く理解する
ことが、その患者の予後や治療効果を予測するバイオマーカー
の開発につながると考えられる。しかし、TIME を構成する
様々な因子の相互作用を包括的に評価する方法はほとんど開発
されていなかった。我々は、肺癌 113 例の RNA-seq と全エク
ソームシーケンスのデータを用いて、TIME を構成する因子に
基づく新しいスコアリングシステム （TIME score）を開発し
た（Shinohara et al, J Immunother Cancer 2022）。

膠芽腫、転移性脳腫瘍における三次リンパ様構造（TLS）の
存在を明らかにするために、抗 CD3, CD4, CD8, CD20 抗体等
を用いて免疫染色を実施した。転移性脳腫瘍（肺癌からの）に
おいて、TLS の存在が予後良好因子となる可能性が示された

（Nohira et al, Anticancer Res 2024）。また、膠芽腫 42 検体の
RNA-seq を実施し、膠芽腫の TIME を評価した（Okamoto et 
al, submitted）。膠芽腫で TLS を認めた症例において、Visium
解析（空間的遺伝子発現解析）を実施し、TLS の形成機序に
ついて検討を行っている。

【今後の方向】

バルクの RNA 発現による TIME の評価法をさらに発展さ
せるために、腫瘍の免疫組織学的解析、T 細胞のシングルセル
解析、Visium 解析等の詳細な検討を行っている。

1）任意研修生
2）リサーチレジデント
3）連携大学院生

＜研究課題＞　２

（主題）　�新生抗原（ネオアンチゲン）の同定と免疫応答の解
析

＜研究者氏名＞

小室裕康 1）、杉田裕介 2）、石原宏政 1）、岡本貴成 1）、村岡大輔、
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篠原周一１）、岡村文子、松井琢哉 1）、山下慶子 3）、山口　類、
田口　歩、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療において、がんが
保有する変異抗原 （ネオアンチゲン）エピトープを認識する細
胞傷害性 T リンパ球（CTL）が、腫瘍細胞の排除に重要な役
割を果たしていることが明らかになっている。がん細胞におけ
る変異は個々の患者において様々であり、ネオアンチゲンの探
索 も 個 別 に 行 う 必 要 が あ る。 我 々 は、Single Cell RNA 
sequencing（scRNA-seq）および TCR sequencing（scTCR-seq）
を活用して、Tex（exhausted T cell）クラスターの CD8+ 細
胞と、日本電気株式会社（NEC）の人工知能（AI（グラフベー
ス関係性学習））を活用して予測した抗原ペプチドとの反応性
を検討した。合計 5 個の腫瘍抗原と、その抗原に特異的な 9 種
類の T 細胞を同定した。CD8+T 細胞 scRNA/TCR-seq による
Tex-TCR の検出は、肺癌患者の腫瘍抗原を同定する有用なア
プローチと考えられた（Komuro et al, J Immunother Cancer 
2023）。また、同様のアプローチを用いて、肺癌悪性胸水貯留
症例の 3 例中 1 例で、ネオアンチゲンとそれを認識する TCR
の同定が可能であった（Sugita et al, OncoImmunology 2024）。
さらに、CD8+T 細胞 scRNA/TCR-seq による Tex-TCR の検
出を、HPV 陽性中咽頭癌で試み、その TCR が HPV-16 由来の
抗原を認識することを明らかにした。

【今後の方向】

肺癌でのアプローチを、脳腫瘍及び頭頸部癌にも応用して、
抗原及び抗原特異的 T 細胞を同定する。

1）任意研修生
2）リサーチレジデント
3）AI Drug Development Division, NEC Corporation

＜研究課題＞　３

（主題）　ネオアンチゲンを標的としたがん免疫療法の開発
（副題）　TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療の開発

＜研究者氏名＞

村岡大輔、Yizheng Wang1）、岡村文子、小野口和英 2）、
山下慶子 2）、山口　類、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

上述のように、我々は、Single Cell RNA sequencing（scRNA-
seq）および TCR sequencing（scTCR-seq）を活用して、肺癌
から腫瘍特異的 CD8+ 細胞集団を特定し、その集団内の T 細
胞が認識する腫瘍抗原の同定を試みてきた。しかし、実際の腫
瘍では、腫瘍特異的 T 細胞が腫瘍周辺に留まり腫瘍領域に到
達することができず、腫瘍細胞の排除ができないことが知られ
ており、T 細胞の腫瘍領域への浸潤を規定する機構の解明が喫
緊の課題とされている。

我々は、空間的遺伝子発現解析情報に一細胞遺伝子発現解析

情報を紐づける独自の技術を確立し、腫瘍局所における腫瘍特
異的 T 細胞の局在とこれらの T 細胞における詳細な遺伝子情
報を明らかすることに成功した。現在、この画期的な技術を用
いて、腫瘍領域へと浸潤できる抗原特異的 T 細胞と浸潤でき
ない抗原特異的 T 細胞の特徴を詳細に比較解析し、腫瘍特異
的 T 細胞の腫瘍内浸潤を規定する因子を探索している。

また、TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療の開発の加速
するために、抗原と TCR の結合予測を AI のみで行うシステ
ム開発を NEC と共同で進めている。

【今後の方向】

この TCR- 抗原ペア同定アルゴリズムと空間遺伝子発現解析
を統合したシステムを、将来の固形がんに対する TCR 遺伝子
導入 T（TCR-T）細胞治療の開発に応用する。

1）リサーチレジデント
2）AI Drug Development Division, NEC Corporation

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１

（主題）　�がんの診断・治療個別化に有用な血液バイオマー
カーの探索

（副題）　�大腸癌の早期診断を目指した血液バイオマーカーの
探索同定

＜研究者氏名＞

田口　歩、磯村久徳 1）、小林　信

【目的・概要・進捗状況】

我が国において、大腸癌の罹患者数は増加傾向で、約 15 万
人と全がんの中で最多であり、また死亡者数も 5 万人超と肺癌
についで 2 番目に多い。大腸癌の 5 年相対生存率は、局所限局
症例では 95％以上と非常に良い一方で、局所限局症例の占め
る割合は全体の約 40％に過ぎず、その診断の遅れが問題となっ
ている。大腸癌を早期発見するためのスクリーニングとして、
免疫法便潜血検査が行われている。便潜血検査は、受診者の負
担が低く、また大腸癌による死亡率を減少させることが証明さ
れているが、疑陽性率が高く、その陽性的中率はわずか 5％前
後であること、また早期大腸癌に対する感度も約 50％と低い
ことから、より精度が高い早期診断法の開発が急務である。

血液バイオマーカーは、簡便かつ低侵襲、低コストで高ス
ループットな診断法であり、癌の早期診断やスクリーニングに
おいて有望である。本研究では、臨床上有用な診断精度を持つ、
高リスク大腸腺腫・早期大腸癌の血液診断バイオマーカーの探
索を目指して、高リスク大腸腺腫・早期大腸癌患者から採取さ
れた血漿検体を用いて、血中タンパク質と自己抗体の網羅的か
つ高深度なプロファイリングを行う。

現在までに、4 つの血漿検体セットを用いて高深度血漿タン
パク質解析を行った。3 つの施設（愛知県がんセンター、藤田
医科大消化管内科、滋賀医科大学消化器内科）から提供された
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血漿検体について、それぞれ施設、性別（男、女）、組織型（腺
腫、腺癌）、発生部位（右側、左側）、遺伝子変異（KRAS、
BRAF）などの臨床情報に基づいてサンプルをプールし、安定
同位体標識を用いて標識したのち、サンプルを大規模に分画し
て、高深度かつ定量的な質量分析を nano-LC/MS/MS を用い
て行った。各プロテオーム解析において、それぞれ 800～1,100
個の微量タンパク質が同定できた。そのうち、有望と考えられ
たバイオマーカー候補については、現在アッセイの確立と 150
例（正常対照、低リスク大腸ポリープ、高リスク大腸ポリープ、
早期大腸癌、進行大腸癌それぞれ 30 例ずつ）の血漿検体を用
いた初期検証を進めている。さらに既存の大腸がんバイオマー
カ ー（CEA、CA19-9、p53 抗 体、CYFRA21-1、LGALS3、
TIMP-1）についても併せて検証を行っている。また、抗原―
自己抗体高感度プロテオーム解析による自己抗体プロファイリ
ングに基づいて、有望なバイオマーカー候補と考えられた自己
抗体についても同様に初期検証を進めている。初期検証で有望
と考えられたバイオマーカーを組み合わせてバイオマーカーパ
ネルの構築を行ったところ、正常と大腸腫瘍性病変（低リスク
大腸腺腫＋高リスク大腸腺腫＋早期大腸癌＋進行大腸癌）、正
常と大腸ポリープ （低リスク大腸腺腫＋高リスク大腸腺腫）、
正常と大腸癌（早期大腸癌＋進行大腸癌）の比較において、バ
イオマーカーの組み合わせは AUC がそれぞれ 0.828、0.921、
0.860 であり、CEA 単独の AUC である 0.584、0.530、0.637 を
有意に上回った（P < 0.001、P < 0.001、P = 0.003）。

【今後の方向】

初期検証において有望と考えられたバイオマーカーについて
は、便潜血陽性症例 223 例（そのうち高リスク大腸ポリープか
ら進行大腸癌 67 例を含む）、大腸癌と診断される前に収集され
た血液検体 130 例（＋正常対照 130 例）を用いてさらに検証す
る。

1）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2

（主題）　�網羅的分子プロファイリングによるがんの分子病態
の解明と新規治療標的分子の探索　

（副題）　�大腸癌転移モデルのマルチオミクス解析による大腸
癌転移機構の解明と制御法の開発

＜研究者氏名＞

田口　歩、磯村久徳 1）、小林　信、梶野泰祐

【目的・概要・進捗状況】

遠隔転移を有する Stage Ⅳ大腸癌の 5 年生存率は約 20％と
予後不良であり、大腸癌の生存率向上のためには、再発・転移
巣の制御が極めて重要である。転移性大腸癌の分子生物学的な
知見は集積しつつあるものの、有効な治療法の開発には至って
おらず、革新的なアプローチによって転移性大腸癌の克服に取
り組む必要がある。

我々は、大腸癌転移モデルとして、マウス大腸癌細胞株

CT26 の in vivo selection を行い、肝転移（CT26-L6）、リンパ
節転移（CT26-LN6）、腹膜転移（CT26-P6）をそれぞれ高頻度
に起こす亜株と、転移を起こしにくい亜株（CT26-N5）をそれ
ぞれ樹立した。低転移性亜株に比べ、各高転移性亜株では高い
遊走・浸潤能を獲得していた。各亜株において、RNA シーケ
ンス解析と多層プロテオーム解析を行い、それぞれの分子プロ
ファイルを比較したところ、特に転移関連分子 AVIL が、腹
膜転移亜株で高発現していることを見出した。腹膜転移亜株に
おいて、siRNA を用いた AVIL のノックダウンにより、細胞
の遊走浸潤能が著明に低下した。in vivo においても AVIL の
ノックダウンは、腹膜転移形成を抑制した。また、ヒト大腸癌
細胞株においても AVIL のノックダウンによって、同様に遊
走・浸潤能が有意に低下することが観察され、AVIL が大腸癌
腹膜転移において重要な役割を果していることが示唆された。
また、GSEA 解析から AVIL が JAK-STAT シグナル経路によっ
て制御されていることが明らかになった。IP-MS によって
AVIL の結合タンパク質を探索したところ、受容体型チロシン
フォスファターゼ PTPRB が同定された。PTPRB のノックダ
ウンによってヒト大腸癌細胞株の遊走・浸潤能が有意に低下し
たことから、AVIL が PTPRB の機能制御に関わっていること
が示唆された。

現在高肝転移亜株、高リンパ節転移亜株においても同様に解
析を進めており、本研究を通じて大腸癌転移に関わる分子機構
を俯瞰的に解明し、大腸癌転移巣を制御するための新規分子標
的治療法の開発を目指す。また、並行して大腸癌原発巣と肝転
移巣の臨床検体から作成した患者腫瘍組織移植（PDX）モデ
ルについても、多層オミクス解析を行っており、さらなる新規
転移関連分子の同定を目指している。

1）リサーチレジデント

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１　

各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、粕谷仁美、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんによる死亡者数は年間 5 万人程度で、男性のがん死
亡の第 3 位、女性では第 1 位の原因である。大腸がんの術後再
発メカニズムの解明および新規治療開発のため、切除可能大腸
がんの手術検体よりオルガノイドの作成を行うとともに、腫瘍
検体の全エクソームシーケンス解析とそれに基づいて患者個別
に設定された対象遺伝子の ctDNA 解析、腫瘍検体の RNA シー
ケンス解析のデータを統合解析し、新たな標的分子の同定と治
療開発につなげる。本研究は、多施設共同臨床試験であり、当
院のデータと試験全体のデータの統合解析を行っている。
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【今後の方向】

ctDNA 解析結果と臨床病理学的背景の関わり、ctDNA 解析
結果により判定される術後補助療法に対する感受性と発現プロ
ファイルの相関などの解析により標的分子の選定を進める。

＜研究課題＞　２　

承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の解明・克
服

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、簗瀬正伍、木村　令 1）、平出賢太郎 2）、
山本隆正、

【目的・概要・進捗状況】

固形腫瘍において、KRAS 遺伝子は高頻度に変異を認めるが、
有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務である。
KRAS 変異にはいくつかのホットスポットが存在し、そのう
ち 12 番目のアミノ酸であるグリシンがシステインに変異する
KRAS G12C 変異は、肺がんの 4-5％、大腸がんの 2-3％に存在
することが知られている。近年、KRAS G12C 変異タンパクを
特異的に阻害する薬剤が開発され、2021 年末に薬事承認され
た。我々は、KRAS G12C 変異を有するがん細胞株の解析から、
KRAS タンパクの発現が KRAS G12C 阻害薬の感受性に関与
することを見出した。また、KRAS タンパクの発現は、腫瘍
の上皮間葉移行状態に関連しており、腫瘍細胞が間葉系の性質
を獲得することにより KRAS G12C 阻害薬に耐性となること
や、上皮間葉移行が起きるメカニズムについて取り組み、候補
分 子 を 同 定 し た（Clinical Cancer Res, 2020. Nature Cancer 
2023）

【今後の方向】

KRAS の他の部位に対する特異的阻害薬も開発が進んでい
ることから、KRAS G12C 阻害薬は、今後の KRAS 変異腫瘍
に対する治療のモデルケースとなることが考えられる。現在、
上皮間葉移行状態以外の KRAS G12C 阻害薬の初期・獲得耐性
機序や、上皮間葉移行状態が誘導されるメカニズムについても
検討を進めており、これらの原因が明らかにされることによ
り、KRAS 阻害薬の効果が期待される患者の同定や、効果が
期待できない患者に対する併用療法などの新たな治療選択の提
示につなげたい。

1）研修生
2）リサーチレジデント
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総長

001	 丹羽康正：医療ビッグデータを用いた臨床疫学研究．第
109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［特別講演
司会］

002	 丹羽康正：大腸早期がんに対する JNET 診断と治療の
Update － West vs. East －，大腸内視鏡前処置における
サルプレップの役割　～当院での使用経験を中心に～．
第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，2023，（名
古屋），［特別発言］

003	 丹羽康正：胃 X 線造影検査における画像および読影の精
度向上にむけて．第 52 回日本消化器がん検診学会東海北
陸地方会，2023，（名古屋），［特別講演司会］

004	 丹羽康正：対策型胃内視鏡胃検診－発見癌とリスク対応
－．岡崎市医師会学術講演会，2023，（岡崎），［講演］

005	 丹羽康正：十二指腸腫瘍の内視鏡診断と治療．第 38 回日
本消化器内視鏡学会東海セミナー，2024，（Web），［司会］

第２章　研究発表関係

1．学会等における研究発表テーマ調べ（総長）
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病院長

001	 Izutsu K, Kumode T, Yuda J, MD, Nagai H, 
Mishima Y, Suehiro Y, Yamamoto K, Fujisaki T, 
Ishitsuka K, Ishizawa K, Ikezoe T, Nishikori M, 
Akahane D, Fujita J, Jafarinasabian P, Noguchi H, 
Buchbjerg J K, Favaro E, Fukuhara N：Epcoritamab 
in Japanese Patients With Relapsed/Refractory Diffuse 
Large B-Cell Lymphoma: EPCORE NHL-3 Longer-Term 
Data. 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2024, （名古屋）, 

［口頭 , 英語］ 
002	 小椋美知則，熱田由子，岡元るみ子，鈴木智貴，大間知謙，

鈴木孝世，木下朝博，山本一仁：未治療進行期 MALT
リンパ腫および節性辺縁帯 B 細胞性リンパ腫（NMZL）
に対する rituximab と cladribine 併用（R-2-CdA）療法の
臨床第 II 相試験（造血器腫瘍研究会試験）．第 63 回日本
リンパ網内系学会学術集会，2023，（さいたま市），［ポス
ター］

003	 山本一仁，藤　重夫，齋藤翔太，村田達教，水岡　崇，
大野慎也，犬走直樹，大嶋智葉，坂巻弘之：日本におけ
る 未 治 療 DLBCL に 対 す る ポ ラ ツ ズ マ ブ ベ ド チ ン
+R-CHP 併用療法の費用対効果．第 85 回日本血液学会学
術集会，2023，（東京），［口頭］

004	 片桐誠一朗，赤羽大悟，池　成基，吉本五一，山内高弘，
山本一仁，小林敬宏，臼杵憲祐，中邑幸伸，石塚賢治，
池田大輔，福島健太郎，福原　傑，伊豆津宏二，南　陽介，
後藤明彦：HM-SCREEN 01,02 試 験 に お け る
RUNX1::RUNX1T1 を伴う AML のサブ解析．第 85 回日
本血液学会学術集会，2023，（東京），［口頭］

005	 上田智朗，福島健太郎，池　成基，吉本五一，新井宏典，
池田大輔，臼杵憲祐，高橋直人，細野奈穂子，山内高弘，
近藤　健，山本一仁，黒田純也，南　陽介：アザシチジ
ン / ベネトクラクス療法におけるリアルワールド NGS プ
ロファイル　HM-SCREEN-Japan 02 study．第 85 回日本
血液学会学術集会，2023，（東京），［口頭］

006	 井山　諭，池　成基，池添隆之，福島健太郎，宇津欣和，
諫田淳也，吉本五一，池田大輔，森下喬允，小林敬宏，
山内高弘，臼杵憲祐，近藤　健，中邑幸伸，小島研介，
吉田近思，後藤明彦，山本一仁，黒田純也，石塚賢治，
堺田惠美子，堀口拓人，小船雅義，南　陽介：急性骨髄
性 白 血 病 に お け る TET2 遺 伝 子 変 異　HM-SCREEN-
Japan 02．第 85 回日本血液学会学術集会，2023，（東京），

［口頭］

消化器内科部

001	 Hara K：EUS-CDS & HGS. 7th AEG KITASATO 
INTERVENTIONAL EUS WORKSHOP, 2023, （神奈川）, 

［講演］
002	 Hara K：Interventional EUS Hands-on. 7th AEG 

KITASATO INTERVENTIONAL EUS WORKSHOP, 
2023, （神奈川）, ［ワークショップ］

003	 Hara K：How to perform EUS-BD successfully?. Early 
diagnosis and early treatment （EDET） expert 
committee, 2023, （北京）, ［ワークショップ］

004	 Hara K：Case Presentation & Discussion. Early 
diagnosis and early treatment （EDET） expert 
committee, 2023, （北京）, ［ワークショップ］

005	 Hara K：Difficult ERCP: What are the solutions?. IDEN 
2023, 2023, （ソウル）, ［講演］

006	 Hara K：EUS-HDS. ASIAN EUS CONGRESS 2023, （香
港）, ［講演］

007	 Hara K：HANDS-ON WORKSHOP. ASIAN EUS 
CONGRESS 2023, 2023, （香港）, ［ワークショップ］

008	 Hara K：EUS-PDD CASE2. ASIAN EUS CONGRESS 
2023, 2023, （香港）, ［講演］

009	 Hara K：FUTURE EUS. ASIAN EUS CONGRESS 
2023, 2023, （香港）, ［司会］

010	 Hara K：Technical tips of EUS-guided biliary drainage. 
2023 Southern Forum on GI Disease & Endoscopy, 2023, 

（中国）, ［講演］
011	 Hara K：症例解説 . EUS WEB セミナー, 2023, （中国）, 

［講演］
012	 Hara K：EUS guided approach for benign anastomostic 

stricture. SGI 2023, 2023, （ソウル）, ［講演］
013	 Hara K：VIDEO LIVE DEMO（PB）. SGI 2023, 2023, （ソ

ウル）, ［講演］
014	 Hara K：EUS を効率的に学習するために . 症例解析訓

練営ー海外ドクター直行便，2023，（中国），［講演］
015	 Hara K：Technical Tips of EUS-HGS and CDS. 

Interventional Workshop in Bach Mai Hospital, 2023, （ハ
ノイ）, ［講演］

016	 Hara  K：In t e rv en t i o n a l  EUS  L IVE  DEMO . 
Interventional Workshop in Bach Mai Hospital, 2023, （ハ
ノイ）, ［ワークショップ］

017	 Hara K：Interventionl EUS. 2023 安徽省消化器病及び消
化器内視鏡学術年会，2023，（中国），［特別講演］

018	 Hara K：Interventional EUS. 第 2 回浦東消化器週間 , 
2023, （中国）, ［特別講演］

019	 Hara K：Precision Biliary Drainage. APDW 2023, 2023, 
（バンコク）, ［シンポジウム］

020	 Hara K：Hands-on workshop. APDW 2023, 2023, （バン
コク）, ［ワークショップ］

021	 Hara K：New Accessories for EUS-guided Transmural 
Drainage. KPBA International Mini Symposium 2024, 
2024, （Web）, ［特別講演］

022	 Hara K：EUS-BD in AICHI CANCER CENTER. AEG 

2．学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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Hands-on Workshop in Nagoya, 2024, （名古屋）, ［講演］
023	 Hara K：LIVE Demo: Interventional EUS. AEG Hands-

on Workshop in Nagoya, 2024, （名古屋）, ［講演］
024	 Hara K：Interventional EUS Hands-on Workshop. AEG 

Hands-on Workshop in Nagoya, 2024, （名古屋）, ［ワーク
ショップ］

025	 Hara K：Interventional EUS in JAPAN. スリラート病
院ワークショップ , 2024, （バンコク）, ［講演］

026	 Hara K：Interventional EUS, LIVE DEMO. スリラート
病院ワークショップ , 2024, （バンコク）, ［講演］

027	 Hara K：Anatomy & Diagnosis in Endo-Hepatology 
with EUS. APASL 2024, 2024, （京都）, ［講演］

028	 Hara K：Current Status of EUS-BD. APASL 2024, 2024, 
（京都）, ［講演］

029	 Hara K：Tips and Tricks in Endo-Hepatology with 
EUS. APASL 2024, 2024, （京都）, ［司会］

030	 Shibui T, Nakamura Y, Ueno M, Furukawa M, 
Kawamoto Y, Itoh S, Umemoto K, Sudo K, Satoh T, 
Mizuno N, Asagi A, Okano N, Shimizu S, Bekaii-
Saab TS, Strickler JH, Fujisawa T, Bando H, 
Yoshino T, Morizane C, Ikeda M：Prognostic effects 
of co-occurring TP53 and KRAS aberrations in patients 
with advanced biliary tract cancer. 2024 ASCO GI 
Cancers Symposium, 2024, （サンフランシスコ）, ［ポスター］

031	 Inoue K, Nakamura Y, Caughey B, Zheng-Lin B, 
Ueno M, Furukawa M, Kawamoto Y, Itoh S, 
Umemoto K, Sudo K, Satoh T, Mizuno N, Kajiwara 
T, Fujisawa T, Bando H, Yoshino T, Strickler JH, 
B eka i i - S aab  TS ,  Mor i z an e  C ,  I k eda  M：
Comprehensive clinico-molecular profile and efficacy of 
anti-HER2 therapy for HER2-amplified biliary tract 
cancer. 2024 ASCO GI Cancers Symposium, 2024, （サン
フランシスコ）, ［ポスター］

032	 Shibuki T, Mizuno N, Kobayashi N, Hirano H, 
Tsuchikawa T, Matsumoto S, Okuyama H, Sasaki E, 
Shinjo K, Yamaguchi R, Kawata T, Hosoda W：
Molecular characterization of rectal neuroendocrine 
tumors （NETs） with unfavorable prognosis by 
multiomics analysis: A multicenter retrospective cohort 
study （GARNET）. ESMO 2023, 2023, （スペイン）, ［口演］

033	 Satake T, Morizane C, Machida N, Honma Y, 
Okusaka T, Boku N, Kato K, Ogawa G, Sano Y, 
Imaoka H, Kobayashi S, Terashima T, Ikeda M, 
Okano N, Yamaguchi K, Sato T, Mizuno N, 
Kitagawa Y, Terashima M, Ueno M：Role of tumor 
markers before or during chemotherapy for poorly 
differentiated neuroendocrine carcinomas of the 
digestive system: An exploratory analysis of JCOG1213. 
ESMO 2023, 2023, （スペイン）, ［ポスター］

034	 Ohba A, Ozaka M, Ogawa G, Okusaka T, Kobayashi 
S, Yamashita T, Ikeda M, Yasuda I, Sugimori K, 
Sasahira N, Ikezawa K, Miki I, Okano N, Mizuno N, 

Furukawa M, Shirakawa H, Sano Y, Katayama H, 
Furuse J, Ueno M：Nab-paclitaxel plus gemcitabine 
versus modified FOLFIRINOX or S-IROX in metastatic 
o r  r e cur ren t  pancrea t i c  c ancer  （JCOG1611 , 
GENERATE）: A multicentred, randomized, open-label, 
three-arm, phase II/III trial. ESMO 2023, 2023, （スペイ
ン）, ［口演］

035	 Nakamura Y, Mizuno N, Sunakawa Y, Hamilton 
EP, Hayashi H, Kim ST, Lee K-W, Monk BJ, 
Nguyen D, Okines AFC, O'Malley DM, Pohlmann 
PR, Reck M, Yu EY, Groisberg R, Ramos J, Tan Q, 
Stinchcombe T, Bekaii-Saab TS：Tucatinib and 
trastuzumab for previously treated HER2-positive 
metastatic biliary tract cancer （SGNTUC-019）: A phase 
2 basket study. ASCO 2023, 2023, （シカゴ）, ［口演］

036	 Haba S, Hara K, Okuno N：Opening window 
fistulotomy; a novel method of biliary cannulation to 
prevent post ERCP panreatitis. IDEN 2023, （韓国）, ［ポ
スター］

037	 Haba S, Hara K, Okuno N：Utility of EUS-CDS for 
refractory benign distal biliary stricture. SGI 2023, （ 韓
国）, ［ポスター］

038	 Kuwahara T, Hara K：人工知能および分子イメージン
グを使用した内視鏡検査　半教師あり学習による膵嚢胞
検 出 を 目 指 し た 人 工 知 能 の 開 発（Endoscopy with 
ar t i f i c i a l  in te l l igence  and molecu lar  imag ing 
Development of artificial intelligence for pancreatic cyst 
detection using semisupervised learning）. 第 105 回日本
消化器内視鏡学会総会 , 2023, （東京）, ［ワークショップ］

039	 Kuwahara T, Ashida R, Takashi K, Yamao K, 
Hara K, Kitano M：Development and validation of 
artificial intelligence-based rapid on-site cytologic 
evaluation during endoscopic ultrasound guided fine 
needle aspiration for pancreatic mass. DDW 2023, 2023, 

（シカゴ）, ［ポスター］
040	 Okuno N, Hara K：The best texhnique of EUS-CDS-to 

create the neo-papilla-. Asian EUS Congress 2023, 2023, 
（香港）, ［ポスター］

041	 Okuno N, Haba S, Hara K：Primary EUS-guided 
hepatcogastrostomy for preoperat ive cases in 
pancreatoduodenectomy. SGI 2023, 2023, （韓国）, ［ポス
ター］

042	 Okuno N：Educational method of EUS-intervention in 
Aichi Cancer Center. Bach Mai EUS-BD Workshop, 
2023, （タイ）, ［講演］

043	 Okuno N：Educational method of EUS-intervention in 
Aichi Cancer Center. AEG Interventional Workshop in 
NAGOYA, 2024, （名古屋）, ［講演］

044	 Okuno N, Haba S, Hara K：EUS-CDS の 至 適 技 術
（「Best techniques for EUS-guided biliary drainage（EUS-
BD）」 The best technique of EUS-CDS）. 第 59 回日本胆
道学会 , 2023, （札幌）, ［ワークショップ］
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045	 Okuno N, Haba S, Hara K：EUS-CDSのトラブルシュー
テ ィ ン グ（Troubleshooting in EUS-CDS）. JDDW 2023, 
2023, （神戸）, ［インターナショナルセッション］

046	 原　和生，奥野のぞみ，桑原崇通，羽場　真：術後再建
腸管に対する急性胆管炎の対処　術後再建腸管を伴う胆
管炎に対する Interventional EUS の有用性．第 60 回日
本腹部救急医学会総会，2024，（福岡），［パネルディスカッ
ション］

047	 阿部雄一，磯村久徳，周　爽，梶野泰祐，山口　類，細
田和貴，原　和生，田口　歩：プロテオゲノミクスによ
る新規イムノグロブリン結合膵癌抗原の探索同定（A 
proteogenomic approach for identification of novel IgG-
bound antigens in pancreatic cancer）．第 82 回日本癌学
会学術総会，2023，（横浜），［インターナショナルセッション］

048	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，田口　歩，細田和貴，
原　和生，清水泰博：膵疾患における臨床と病理の連携
構築とそのベネフィット　当院の肝胆膵領域における臨
床と病理の連携．第 54 回日本膵臓学会大会，2023，（福
岡），［パネルディスカッション］

049	 栗田裕介，小林規俊，原　和生：膵神経内分泌腫瘍に対
する集学的治療　PNEN におけるエベロリムス再導入療
法の有効性．第54回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），［シ
ンポジウム］

050	 原　和生：EUS-FNA の現状と展望．第 64 回日本臨床細
胞学会総会春期大会，2023，（名古屋），［教育講演］

051	 栗田裕介，小林規俊，原　和生：膵神経内分泌腫瘍診療
の進歩　小膵 NET の超音波内視鏡の診断能について．
第 109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［ワーク
ショップ］

052	 原　和生：膵　内視鏡 1．第 109 回日本消化器病学会総
会，2023，（長崎），［座長］

053	 原　和生：AXIOS Hands-on ワークショップ．AXIOS 
Hands-on ワークショップ，2023，（名古屋），［ワーク
ショップ］

054	 原　和生：胆道癌の早期発見とサーベイランス．胆道癌
ラウンドテーブルミーティング，2023，（東京），［パネル
ディスカッション］

055	 原　和生：十二指腸乳頭部腫瘍の内視鏡診断と治療．第
105 回日本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），［司会］

056	 原　和生：Interventional EUS を成功に導くガイドワイ
ヤの使い分け．第 105 回日本消化器内視鏡学会総会，
2023，（東京），［特別講演］

057	 原　和生：EUS-HGS．仙台内視鏡ライブセミナー2023，
2023，（仙台），［ワークショップ］

058	 原　和生：次世代の interventional EUS．仙台内視鏡ラ
イブセミナー2023，2023，（仙台），［講演］

059	 原　和生：教育講演５『膵嚢胞性腫瘍における診断と治
療の up to date』．日本消化器病学会東海支部　第 49 回
教育講演会，2023，（名古屋），［司会］

060	 原　和生：オンラインで学ぶ，なるほど EUS-BD 講座
-2023．第 3 回 EUS-BD セミナー，2023，（Web），［特別
講演・司会］

061	 原　和生：膵癌におけるがん悪液質治療への新たなアプ
ローチ．消化器がん WEB セミナー，2023，（名古屋），［司
会］

062	 原　和生：膵癌（ゲノム）．第 54 回日本膵臓学会大会，
2023，（福岡），［座長］

063	 原　和生：がん患者の疼痛コントロールと便秘のマネー
ジメント．がんサポーティブケアを考える会，2023，（名
古屋），［講演］

064	 原　和生：Precisoin Biliary Drainage のススメ．第 16 回
鹿児島胆膵研究会，2023，（鹿児島），［特別講演］

065	 原　和生：デジタルポスター81 胆道良性．第 59 回日本
胆道学会学術集会，2023，（札幌），［司会］

066	 原　和生：愛知県がんセンターにおける PRRT の使用経
験．NET Web Seminar in Aichi，2023，（名古屋），［座長］

067	 原　和生：胆膵内視鏡セミナー．新潟胆膵内視鏡セミ
ナー，2023，（新潟），［ワークショップ］

068	 原　和生：【消化器疾患に対する放射線画像 AI の最前
線】．消化器疾患 WEB セミナー，2023，（名古屋），［座長］

069	 原　和生：ハンズオンセミナー．第 66 回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会，2023，（名古屋），［司会］

070	 原　 和 生：Biliary-Pancreatic cancer．WEB Lecture on 
Biliary-Pancreatic cancer in TOKAI，2023，（ 名 古 屋），

［座長］
071	 原　和生：Case Discussion．Endoscopic Oncology Seminar 

2024，2024，（名古屋），［司会］
072	 原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医に求められる

胆 道 癌 診 療 の ト ピ ッ ク ス．TAIHO Web Lecture on 
Biliary Tract Cancer，2024，（名古屋），［講演］

073	 原　和生：PNET の診断．膵・消化管神経内分泌腫瘍
MeetTheExpert，2024，（名古屋），［ワークショップ］

074	 原　和生：実践，胆膵 EUS 診断．TV-TAK，2024，（東京），
［講演］

075	 原　和生：消化器疾患における個別化医療・ゲノム医療．
名古屋消化器病セミナー，2024，（名古屋），［特別講演］

076	 原　和生：がんゲノム時代の胆膵内視鏡医に求められる
診療のトピックス．Bil iary Tract Cancer Expert 
Symposium，2024，（横浜），［特別講演］

077	 肱岡　範，森實千種，奥坂拓志，水野伸匡，上野　誠：
膵がん，膵 NEN の臨床試験　膵 NET に関する臨床試験　
JCOG1901．第 54 回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），［パ
ネルディスカッション］

078	 工藤　篤，水野伸匡：パネルディスカッション 2　膵神
経内分泌腫瘍のバイオマーカーの展望．第 54 回日本膵臓
学会大会，2023，（福岡），［司会］

079	 奥坂拓志，中村雅史，吉田雅博，北野雅之，伊藤芳紀，
水野伸匡，花田敬士，尾阪将人，森實千種，竹山宜典：
患者・市民参画の推進と『膵癌診療ガイドライン 2022 年
版』改訂．第61回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），

［シンポジウム］
080	 羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断の最前線　

膵癌早期診断を目指した新規治療方針　腫瘤を伴わない
膵体尾部主膵管狭窄患者に対する腹腔鏡下膵体尾部切除
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術．第 109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［パ
ネルディスカッション］

081	 羽場　真，原　和生，奥野のぞみ：難治性良性遠位胆管
狭窄に対する内視鏡的胆管十二指腸吻合術の有用性．第
105 回日本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），［口演］

082	 羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断のための
診断・治療戦略　膵嚢胞外来と膵体尾部 MPD 狭窄に対
する Lap-DP．第 54 回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），

［ミニシンポジウム］
083	 羽場　真，原　和生，奥野のぞみ：「術後胆管炎の診断と

治療の現状」　良性胆管空腸吻合部狭窄に対する狭窄の程
度に応じた内視鏡治療戦略．第 59 回日本胆道学会学術集
会，2023，（札幌），［ワークショップ］

084	 羽場　真，原　和生，奥野のぞみ：ERCP 後膵炎をゼロ
に す る た め の 新 規 胆 管 挿 管 法　Opening window 
fistulotomy．JDDW 2023，2023，（神戸），［デジタルポ
スターセッション］

085	 平井恵子，桑原崇通，川嶋啓揮：消化器診療における AI
の現状と展望　超音波内視鏡における上部消化管上皮下
腫瘍の検出・鑑別 AI の有用性．第 109 回日本消化器病
学会総会，2023，（長崎），［シンポジウム］

086	 桑原崇通，原　和生：消化器疾患とビッグデータ　超音
波内視鏡ビッグデータを用いた膵嚢胞検出 AI の開発．
第 109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［シンポ
ジウム］

087	 桑原崇通，原　和生：AI 時代における超音波医学の展望
と課題　消化器領域における超音波 AI の現状と課題．
第 95 回日本超音波医学会学術集会，2023，（大宮），［シ
ンポジウム］

088	 桑原崇通，水野伸匡，原　和生：膵神経内分泌腫瘍のバ
イオマーカーの展望　膵神経内分泌腫瘍診断における人
工知能を用いたイメージバイオマーカー開発．第 54 回日
本膵臓学会大会，2023，（福岡），［パネルディスカッショ
ン］

089	 桑原崇通，原　和生：AI 診断による消化器診療の新展開　
膵腫瘍鑑別 AI の開発．JDDW 2023，2023，（神戸），［ワー
クショップ］

090	 桑原崇通：EUS-FNA．第 96 回日本超音波医学会学術集
会，2023，（大宮），［座長］

091	 桑原崇通：愛知県がんセンターにおける PRRT の使用経
験．NET Web Seminar in Aichi，2023，（Web），［一般
講演］

092	 桑原崇通：愛知県がんセンターにおける PRRT の現状と
課題・今後の展望．核医学治療と神経内分泌腫瘍セミ
ナー，2023，（金沢），［招待講演］

093	 桑原崇通：Interventional EUS の現状と課題　－直視型
コンベックススコープの有用性－．第 66 回日本消化器内
視鏡学会東海支部例会　スポンサードセミナー，2023，

（名古屋），［招待講演］
094	 桑原崇通：愛知県がんセンターにおける PRRT の現状と

課題・今度の展望．第 5 回放射性同位元素内用療法セミ
ナー，2024，（名古屋），［教育講演］

095	 濱口智美，光永修一，上野　誠，池田公史，三木生也，
桑原崇通，高山敬子，花田敬士，吉田　仁，高橋賢治，
仲田興平，岩間英明，滝澤聡子：血清マイクロ RNA シ
グネチャーを用いた膵・胆道がん検出能の検討（Serum 
miRNA signature for detecting pancreatobiliary 
cancer）．第 82 回日本癌学会学術総会，2023，（横浜），［一
般口演］

096	 井上匡央，桑原崇通：消化器癌における免疫チェックポ
イント阻害薬のい・ろ・は．第 66 回日本消化器内視鏡学
会東海支部例会，2023，（名古屋），［講演］

097	 大西祥代，桑原崇通，田近正洋：希少疾患の内視鏡診断
（全体）　Li Fraumeni 症候群と内視鏡診療．第 105 回日
本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），［ワークショッ
プ］

098	 大西祥代，桑原崇通：「サルコペニア」の人工知能による
最新の診断法の提唱．第 109 回日本消化器病学会総会，
2023，（長崎），［口演］

099	 奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：新型ドリルダイレー
ターを用いたEUS-HGS．第109回日本消化器病学会総会，
2023，（長崎），［口演］

100	 奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：胆膵内視鏡の新技術
（胆膵）　安全かつ容易な EUS-HGS をめざして　新型ド
リルダイレーターを用いた EUS-HGS．第 105 回日本消化
器内視鏡学会総会，2023，（東京），［パネルディスカッショ
ン］

101	 奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：胆膵内視鏡診療にお
けるトラブルシューティング　EUS-CDS のトラブルシュー
ティング．第 105 回日本消化器内視鏡学会総会，2023，（東
京），［ワークショップ］

102	 奥野のぞみ，水野伸匡，羽場　真，桑原崇通，夏目誠治，
奥野正隆，清水泰博，細田和貴，原　和生：腺房細胞分
化と神経内分泌分化を認めた MiNEN の超高齢者切除例．
第 54 回日本膵臓学会，2023，（福岡），［ポスター］

103	 奥野のぞみ，清水泰博，細田和貴，水野伸匡，桑原崇通，
夏目誠治，奥野正隆，浅野智成，原　和生：術前診断に
苦慮した多房性嚢胞性病変の 1 例．第 23 回日本消化器病
研究会，2023，（東京），［口演］

104	 奥野のぞみ，原　和生，清水泰博：Interventional EUS
を用いた診療戦略 - 最適な低侵襲医療を目指して　膵頭
部領域疾患術前例に対する primary EUS-HGS の可能性．
第 65 回日本消化器病学会大会，2023，（神戸），［パネル
ディスカッション］

105	 奥野のぞみ：デジタルポスターセッション 75（消化器内
視鏡学会）．JDDW 2023，2023，（神戸），［座長］

106	 奥野のぞみ：シンポジウム 2　胆膵内視鏡診療の最前線．
第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，2023，（名
古屋），［司会］

107	 福井淑崇，奥野のぞみ，原　和生：日常診療における膵
胆道ゲノム医療の現状と課題．第 65 回日本消化器病学会
大会，2023，（神戸），［ポスター］

108	 福井淑崇，羽場　真，浦田美菜子，近藤　高，山本嘉太郎，
奥野のぞみ，桑原崇通，水野伸匡，原　和生：膵体部主
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膵管狭窄を契機に EUS-FNA にて診断し得た pNET G2
の 1 例．第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，
2023，（名古屋），［一般演題］

109	 福井淑崇，奥野のぞみ，原　和生：「切除不能・再発胆道
癌に対する治療戦略 : ドレナージ・薬物療法・外科治療」　
胆道癌ゲノム医療の現状と課題．第 59 回日本胆道学会学
術集会，2023，（札幌），［シンポジウム］

110	 福井淑崇，奥野のぞみ，原　和生： 膵 intervent i ona l  
endoscopy の最前線　膵癌ゲノム医療における EUS-
FNA の役割．第 54 回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），

［パネルディスカッション］
111	 福井淑崇，奥野のぞみ，原　和生：膵疾患に対する EUS

診断の現状　膵癌ゲノム医療における EUS-FNAB の有
用性．第 105 回日本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），

［パネルディスカッション］
112	 福井淑崇，奥野のぞみ，原　和生：がんゲノム医療の現

状と課題　膵胆道癌におけるゲノム医療の現状と課題．
第 109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［シンポ
ジウム］

113	 近藤　高，奥野のぞみ，水野伸匡，羽場　真，桑原崇通，
福井淑崇，山本嘉太郎，浦田美菜子，原　和生：自己免
疫性膵炎 1 型に合併した IgG4 関連胆嚢炎の一例．第 66
回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，2023，（名古屋），

［一般演題］
114	 山本嘉太郎，伊藤信仁，田近正洋：当院における放射線

治療後の食道扁平上皮癌に対する Low radial force stent
留置術の治療成績．第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支
部例会，2023，（名古屋），［シンポジウム］

115	 浦田美菜子，奥野のぞみ，原　和生：胆膵内視鏡診療の
最前線　急性胆嚢炎に対する 19G Acquire を用いた
EUS-GBD の検討．第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支
部例会，2023，（名古屋），［シンポジウム］

内視鏡部

001	 田近正洋：第 11 回日本家族性大腸腺腫症研究会，2023，
（京都），［会長］

002	 田近正洋：第 66 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，
2023，（名古屋），［会長］

003	 田近正洋：進化する内視鏡的止血術．第 116 回日本消化
器内視鏡学会関東支部例会，2023，（東京），［司会］

004	 大西祥代，田近正洋，井本逸勢：消化管領域における希
少疾患に対する内視鏡診療　Li-Fraumeni 症候群におけ
る大腸腫瘍に対する内視鏡医の役割．JDDW2023，2023，

（神戸），［ワークショップ］
005	 児玉紘幸，門脇重憲，田近正洋，桧垣栄治，藤枝裕倫，

安部哲也，尾瀬　功，室　圭：cStage IIIB/IVA 食道癌
に対する治療戦略・・（conversion surgery を含む）　切
除不能局所進行食道癌に対する術前 DCF 療法における
R0 切除予測因子の検討第 77 回日本食道学会学術集会，
2023，（大阪），［シンポジウム］

006	 大西祥代，桑原崇通，田近正洋：希少疾患の内視鏡診断
（全体）　Li Fraumeni 症候群と内視鏡診療．第 105 回日
本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），［ワークショッ
プ］

007	 田中　努，田近正洋，丹羽康正：表在性食道癌内視鏡治
療後の異時性再発リスク因子の検討．第 105 回日本消化
器内視鏡学会総会，2023，（東京），［口演］

008	 田中　努，山田啓策，古平　毅，安部哲也，田近正洋：
食道癌 CRT 後 CR 例に局所再発した表在性病変に対する
サルベージ内視鏡治療の成績．第 77 回日本食道学会学術
集会，2023，（大阪），［演題］

009	 田中　努，山田啓策，丹羽康正：血液・胃 X 線・内視鏡
による胃がんのリスク評価の課題と展望　名古屋市の若
年者を対象とした血清ヘリコバクターピロリ抗体スク
リーニング．第 62 回日本消化器がん検診学会総会，
2023，（仙台），［パネルディスカッション］

010	 田中　努：今更聞けない除菌後胃がんと未感染胃がんの
特徴．日本消化器がん検診学会 東海北陸支部放射線研修
委員会　放射線撮影研修「読影補助コース」，2023，

（WEB），［講演］
011	 田中　努，田近正洋，丹羽康正：口腔・咽喉頭腫瘍性病

変に対する内視鏡診断と治療　咽頭表在癌に対する内視
鏡治療の偶発症とそのリスク因子の検討．JDDW2023，
2023，（神戸），［ワークショップ］

012	 田中　努：早期胃癌の ESD 総論と新たな治療．第 38 回
日本消化器内視鏡学会東海セミナー，2024，（WEB），［講
演］

013	 山本佳宣，青山育雄，門田智裕，阿部清一郎，田中　努，
永見康明，滝沢耕平，斎藤　豊，小川岳人，佐野裕亮，
矢野友規，引地拓人，武藤　学：消化管狭窄への挑戦　
食道癌術後難治性吻合部狭窄に対するステロイド併用
EBD およびステロイド併用 RIC のランダム化比較第 II/
III 相試験（JCOG1207）．第 20 回日本消化管学会学術集
会，2024，（沖縄），［パネルディスカッション］

014	 小森康司，田中　努，長谷川貴章，稲葉吉隆，木下敬史，
佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，安部哲也，清水泰博：
骨盤内臓器全摘術後における経回腸導管的逆流性内視鏡
による尿管ステント挿入の活用について．第 32 回骨盤外
科機能温存研究会，2023，（東京），［一般演題］

015	 山田啓策，田近正洋，丹羽康正：消化器がんのコンバー
ジョン治療戦略　当院における食道癌に対する conversion 
surgery の治療成績の検討　CRT との比較検討．第 109
回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［ワークショッ
プ］

016	 山田啓策，田近正洋，大西祥代，田中　努，丹羽康正：
胃体部～穹窿部大彎早期胃癌に対する全周切開外側への
糸つきクリップ装着による牽引下胃 ESD の有用性．第
105 回日本消化器内視鏡学会総会，2023，（東京），［口演］

017	 山田啓策，田近正洋，丹羽康正：上部消化管腫瘍性病変
に対する内視鏡治療　新たな展開 : 偶発症対策を含めて　
胃体部～穹窿部大彎病変に対する病変外への糸つきク
リップ装着による牽引下胃 ESD の有用性 JDDW2023，
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2023，（神戸），［ワークショップ］
018	 山田啓策，田中　努，田近正洋：胃体部　穹窿部大彎病

変に対する病変外への糸つきクリップ装着による牽引下
胃 ESD の有用性．第 20 回日本消化管学会総会学術集会，
2024，（沖縄）［ビデオセッション］

019	 山田啓策：大腸内視鏡前処置におけるサルプレップの役
割　当院での使用経験を中心に．第 66 回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会，2023，（名古屋），［ランチョンセミ
ナー］

020	 山本嘉太郎，伊藤信仁，田近正洋：消化管内視鏡診療の
最前線　当院における放射線治療後の食道扁平上皮癌に
対する Low radial force stent 留置術の治療成績．第 66
回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，2023，（名古屋），

［シンポジウム］
021	 高木暁広，田近正洋，田中　努，伊藤信仁，山田啓策，

水野伸匡，羽場　真，桑原崇通，奥野のぞみ，福井淑崇，
近藤　高，山本嘉太郎，浦田美菜子，原　和生，丹羽康
正：家族性大腸腺腫症術後に発生した回腸嚢多発腺腫に
対する内視鏡的徹底的徐の試み．第 66 回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会，2023，（名古屋），［一般演題］

022	 高木暁広，山田啓策，伊藤信仁，田中　努，田近正洋，
丹羽康正：『消化器がんの診断と治療 up to date』当院に
おける大腸癌に対するユニバーサルスクリーニングの現
状と課題．日本消化器病学会東海支部第 139 回例会，
2023，（岐阜），［シンポジウム］

呼吸器内科部 

001	 Kanda S, Niho S, Kurata T, Nomura S, Kawashima 
Y, Yoneshima Y, Yokoyama T, Watanabe Y, 
Tanaka H, Fujiwara Y, Zenke Y, Azuma K, 
Yamaguchi H, Toyozawa R, Hosomi Y, Murakami 
H, Hara S, Bessho A, Yamamoto N, Ohe Y：A phase 
III study comparing EGFR tyrosine kinase inhibitor 

（EGFR-TKI） monotherapy and EGFR-TKI with inserted 
cisplatin （CDDP） plus pemetrexed （PEM） as a first-line 
treatment in patients （pts） with advanced non-squamous 
n o n – s m a l l - c e l l  l u n g  c a n c e r  （ N S q N S C L C ） 
harboring  EGFR  act ivat ing mutat ion （EGFR-
NSqNSCLC）: JCOG1404/WJOG8214L, AGAIN study. 
ASCO ANNAL MEETING, 2023, （Chicago）, ［Oral］

002	 Yamaguchi T, Matsuzawa R, Morise M, Ito K, 
Hataji O, Takahashi K, Koyama J, Kuwatsuka Y, 
Goto Y, Imaizumi K, Itani H, Zenke Y, Oki M, Ishii 
M：Efficacy in the elderly NSCLC patients in 
SCORPION study: Phase II study of DTX plus RAM 
following platinum-based chemotherapy plus ICIs. ESMO 
Asia Congress, 2023, （Singapore）, ［Poster］

003	 山口哲平：Real -world data of durvalumab after 
chemoradiotherapy for locoregional recurrence of 
completely resected NSCLC （NEJ056）．第 21 回日本臨

床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［口演］
004	 山口哲平：A low number of teeth is a poor prognostic 

factor in patients with advanced non-small cell lung 
cancer．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名
古屋），［口演］

005	 藤原　豊：8 Lung Cancer/ Thoracic Cancer 6（Small 
Cell Lung Cancer・Other Thymic Malignancies）．第 21
回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［司会］

006	 山口哲平，重松文恵，渡辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，
藤原　豊：初回治療オシメルチニブ起因性薬剤性肺炎症
例に対するアファチニブの安全性と有効性．第 63 回日本
呼吸器学会学術講演会，2023，（東京），［ポスター］

007	 堀尾芳嗣：切除不能局所進行 NSCLC．第 63 回日本呼吸
器学会学術講演会，2023，（東京），［座長］

008	 松澤令子：家族で選んだワークライフバランス〜これか
らも働き続けるために〜．第 123 回呼吸器東海地方会，
2023，（名古屋），［口演］

009	 松澤令子：肺癌（4）．第 123 回呼吸器東海地方会，2023，
（名古屋），［座長］

010	 山口哲平：肺癌（1）．第 123 回呼吸器東海地方会，2023，
（名古屋），［座長］

011	 松澤令子，伊藤貴康，今泉和良，伊藤克樹，岡地祥太郎，
森瀬昌宏，若原恵子，石井　誠：ラテックスアレルギー
患者に対してバルーン非使用下に EBUS-TBNA を施行し
確定診断が得られた 2 例．第 46 回日本呼吸器内視鏡学会
学術集会，2023，（横浜），［口演］

012	 岡地祥太郎，桜井麻奈美，松井利憲，伊藤貴康，松澤令子，
森瀬昌宏，若原恵子，石井　誠，藤原道隆：Mixedreality 
ガイドを用いた気管支鏡トレーニング支援．第 46 回日本
呼吸器内視鏡学会学術集会，2023，（横浜），［口演］

013	 杉田裕介，松下博和，福嶋恭啓，松井琢哉，小室裕康，
篠原周一，橋本佳奈，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，
岸　裕幸，田中雄希，尾上広祐，小野口和英，山下慶子，
黒田浩章，堀尾芳嗣，大久保憲一：肺癌悪性胸水患者の
抗原特異的免疫応答の検討．第 27 回日本がん免疫学会総
会，2023，（津），［口演］

014	 堀尾芳嗣，重松文恵，松澤令子，山口哲平，渡辺尚宏，
清水淳市，藤原　豊：ブリグチニブ後アレクチニブとオ
シメルチニブの隔週交替投与にて治療中の右中葉肺腺癌
＋左下葉肺腺癌の 1 例．第 123 回日本肺癌学会中部支部
学術集会，2023，（沼津），［口演］

015	 清水淳市，重松文恵，松澤令子，山口哲平，渡辺尚宏，
堀尾芳嗣，藤原　豊：免疫関連肺障害にミコフェノール
酸モフェチルの投与を行った肺癌の 1 例．第 123 回日本
肺癌学会中部支部学術集会，2023，（沼津），［口演］

016	 堀尾芳嗣：創薬を目指したトランスレーショナルリサー
チの最前線．第 64 回日本肺癌学会学術集会，2023，（千
葉幕張），［座長］

017	 山口哲平，今井久雄，東　公一，木島貴志，岸　一馬，
藤田浩平，齋藤春洋，米嶋康臣，谷﨑潤子，高島雄太，
丹保裕一，渡部　聡，畑地　治，戸井之裕，福原達朗，
大杉友之，中山仁志，堀之内秀仁，大江裕一郎：LIGHT-
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NING3rd interim analysis：1L nivolumab + ipilimumab 
+/chemotherapy for NSCLC in Japan．第 64 回日本肺癌
学会学術集会，2023，（幕張），［口演］

018	 山口哲平，松澤令子，渡辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，
藤原　豊：希少ドライバー変異陽性非小細胞肺癌におけ
るプラチナ併用±免疫チェックポイント阻害薬の後方視
的検討．第64回日本肺癌学会学術集会，2023，（幕張），［口
演］

019	 伊藤健太郎，松澤令子，森瀬昌宏，畑地　治，高橋孝輔，
神山潤二，鍬塚八千代，後藤康洋，今泉和良，井谷英敏，
山口哲平，善家義貴，沖　昌英，石井　誠：非小細胞肺
癌に対する初回 Chemo＋ICI 併用療法後の DTX＋RAM
の他施設共同第Ⅱ相試験：SCORPION 試験．第 64 回日
本肺癌学会学術集会，2023，（幕張），［口演］

020	 木曽原朗，西尾誠人，菊地英毅，清水淳市，宮内栄作，
吉岡弘鎮，吉野一郎，三角俊裕，高橋　聡，関　順彦，
毛利篤人，竹中　賢，岩澤俊一郎，田中美早，弦間昭彦：
J-TAIL-2 中間報告（NSCLC コホート）：切除不能な進行
/ 再発の NSCLC 又は ED-SCLC に対する ATZ 併用療法
の観察研究．第 64 回日本肺癌学会学術集会，2023，（幕
張），［口演］

021	 三浦　理，吉岡弘鎮，片岡祐貴，田宮基裕，久保寿夫，
丹羽　崇，石川暢久，立原素子，井上政昭，田中寿志，
山口哲平，井谷英敏，佐藤悠城，津谷あす香，森　雅秀，
塩津伸介，木村智樹，石川秀樹，金田裕靖，倉田宝保：
ABCP 療法の多施設前向き観察研究における末梢神経障
害に関する PRO 研究．第 64 回日本肺癌学会学術集会，
2023，（幕張），［口演］

022	 川嶋庸介，丹澤　盛，村田泰規，藤下卓才，宮永晃彦，
田中寿志，野尻正文，佐藤悠城，秦　明登，益田　健，
上月稔幸，川村卓久，山口哲平，朝田和博，吉岡弘鎮，
宮内栄作，二宮貴一朗，三角俊裕，関　順彦：Necitumumab
の皮膚障害と有効性の関連性　多施設共同後方視的観察

（NINJA Study）からの新たな知見．第 64 回日本肺癌学
会学術集会，2023，（幕張），［口演］

023	 坂田能彦，藤本大智，柴木亮太，仲地一郎，荒井大輔，
宮内栄作，突田容子，神宮直樹，木島貴志，田宮基裕，
川名祥子，原　聡志，齋藤　合，佐藤悠城，横山俊秀，
坂田晋也，谷口善彦，秦　明登，松本啓孝，山口哲平：
間質性肺炎合併小細胞肺癌に対するデュルバルマブ / エ
トポシド / カルボプラチン療法の多施設前向き介入試験．
第 64 回日本肺癌学会学術集会，2023，（幕張），［口演］

024	 杉田祐介，松下博和，福嶋恭啓，松井琢哉，小室裕康，
篠原周一，橋本佳奈，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，
黒田浩章，堀尾芳嗣，山下慶子，大久保憲一：肺癌悪性
胸水における腫瘍特異的 CD8+T 細胞とネオアンチゲン
の同定．第64回日本肺癌学会学術集会，2023，（幕張），［ポ
スター］

025	 舩田千秋，岡本泰岳，山下　裕，山北喜久，福嶋敬子，
清水淳市，吉田　茂：院内におけるパス教育の実際－問
題点は何 ? その解決方法は！－　多施設共有化教育ツー
ルの開発．第 23 回日本クリニカルパス学会学術集会，

2023，（埼玉），［パネルディスカッション］
026	 藤原　豊：Ⅳ期非小細胞肺癌における最新の治療戦略．

第 66 回日本呼吸器内視鏡学会中部支部会，2023，（名古
屋），［座長］

027	 辻野佳世子，楠本昌彦，遠藤正浩，負門克典，馬場智尚，
齋藤好信，藤原　豊，釼持広知，坂本　慶，野田由香，
堀田麻里子，新居正博，時本敏充，酒井文和，加藤晃史，
澁谷景子：切除不能 III 期非小細胞肺癌におけるデュル
バルマブ特定使用成績調査（PACIFIC レジメン）．日本
放射線腫瘍学会第 36 回学術大会，2023，（横浜），［口演］

028	 藤原　豊：術前化学療法＋ニボルマブ療法により心機能
低下をきたした肺扁平上皮癌の１例．第 124 回日本肺癌
学会中部支部学術集会，2024，（名古屋），［口演］

029	 藤原　豊：非小細胞肺癌における新たな治療戦略〜HER
２遺伝子変異陽性におけるエンハーツの位置づけ〜　第
124 回日本肺癌学会中部支部学術集会，2024，（名古屋），

［座長］
030	 堀尾芳嗣：周術期免疫治療の進歩…誰にどの治療を選択

するか？　第 124 回日本肺癌学会中部支部学術集会，
2024，（名古屋），［座長］

031	 藤原　豊：腎機能障害を有するがん患者に対する臨床薬
理学的アプローチ．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［口演］

032	 清水淳市：病理医はすべての PD-L1 検査について対応す
べきか ?　肺癌における免疫チェックポイント阻害薬治
療と PD-L1 検査．第 113 回日本病理学会総会，2024，（名
古屋），［口演］

血液・細胞療法部

001	 Kato Y, Suzuki T, Hashimoto H, Nishitarumizu M, 
Kondo A, Nakanishi Y, Matsunaga N, Ebina T, 
Marumo Y, Asano A, Kinoshita S, Narita T, Ri M, 
Kusumoto S, Komatsu H, Iida S：Frail patinents 
defined by simplified frailty scale can be further 
stratified. 第 85 回日本血液学会学術集会 , 2023, （東京）, 

［ポスター］
002	 Ebina T, Suzuki T, Nishitarumizu N, Konodo A, 

Nakanishi Y, Kato Y, Matsunaga N, Marumo Y, 
K u s u m o t o  S ,  K o m a t u s  H ,  I i d a  S ： E a r l y 
discontinuation of carfilzomib due to adverse events in 
myeloma treatment. 第 85 回 日 本 血 液 学 会 学 術 集 会 , 
2023, （東京）, ［口演］

003	 Marumo Y, Nanri T, Ri M, Nishitarumizu N, 
Nakanishi Y, Kondo A, Kato Y, Matsunaga N, 
Ebina T, Suzuki T, Asano A, Kinoshita S, Narita T, 
Kusumoto S, Komatsu H, Iida S：Idecabtagene 
vivleucel for relapsed or refractory multiple myeloma:a 
single center experience. 第 85 回日本血液学会学術集会 , 
2023, （東京）, ［口演］

004	 Kusumoto S, Choi I, Yoshimitsu M, Shimokawa M, 
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Utsunomiya A, Suehiro Y, Tamura S, Owatari S, 
Ryang K, Hidaka M,Kato T, Jo T, Moriuchi Y, 
Ogata M, Ohtsuka E, Suzushima H, Ito S, Yoshida 
S, Ito A, Nakamura D, Tokunaga M, Sekine M, 
Sakamoto Y, Inagaki H, Ishida T, Ishitusuka K：A 
phase 2 trial of CHOP with mogamulizumab for elderly 
patients with adult T-cell leukemia/lymphoma. 第 85 回
日本血液学会学術集会 , 2023, （東京）, ［口演］

005	 Sakamoto Y, Ishida T, Masaki A, Murase T, 
Ohtsuka E, Takeshita M, Muto R, Choi I, Iwasak 
Hi, Ito A, Kusumoto S, Nakano N, Tokunaga M, 
Yonekura K, Tashiro Y, Suehiro Y, Iida S, 
Usunomiya A, Ueda R, Inagaki H：NOTCH1 and 
FBXW7 gene alteration in adult T-cell leukemia/
lymphoma. 第 85 回日本血液学会学術集会 , 2023, （東京）, 

［口演］
006	 Shimada K, Yamaguchi M, Kuwatsuka Y, Matsue K, 

Sato K, Kusumoto S, Nagai H, Takizawa J, 
Fukuhara N, Nagafuji K, Miyazaki K, Ohtsuka E, 
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Nomura M, Hara H, Kitagawa Y, Koyanagi K, 
Kajiwara T, Takegawa N, Matsubara H, Baba H, 
Morita M, Masuzawa T, Hasegawa H, Kojima T, 
Machida R, Sasaki K, Takeuchi H, Kadowaki S：A 
randomized phase III study comparing 2-weekly 
docetaxel, cisplatin and 5-FU （bDCF） with cisplatin and 
5-FU （CF） in patients with metastatic or recurrent 
esophageal cancer: JCOG1314 （MIRACLE）. ASCO GI 
2024, 2024, （San Francisco）, ［Poster Session］

048	 Hirata K, Kawakami H, Kadowaki S, Makiyama A, 
Tsuda M, Sugimoto N, Machida N, Hara H, Hirano 
H, Esaki T, Komatsu Y, Hironaka S, Chiba Y, 
Muro K：Relationship between the number of positive 
MSI markers and the efficacy of NIVO+IPI therapy in 
MSI-H gastric cancer: A subgroup analysis of NO LIMIT 
study （WJOG13320G/CA209-7W7）. ASCO GI 2024, 2024, 

（San Francisco）, ［Poster Session］
049	 Yamamoto S, Kato K, Saeki H, Kadowaki S, 

Minashi K, Kasahara Y, Nomura M, Yasuda T, 
Sato Y, Koyanagi K, Izawa N, Okada M, Satake H, 
Morita S, Goto M, Yoshii T, Yamamoto S, Izawa M, 
Uemura K, Muro K：An observational study on 
treatment patterns and outcomes among patients with 
metastatic or recurrent esophageal cancer: Real-world 
data and empirical analyses in Japan （POME）. ASCO GI 
2024, 2024, （San Francisco）, ［Poster Session］

050	 Hirano H, Yamada Y, Nagashima K, Hiraoka N, 
Sekine S, Takahashi N, Azuma M, Iwasa S, Kanato 
K, Machida N, Kinoshita T, Hata H, Kawakami H, 
Takahari D, Ojima T, Kadowaki S, Boku N, 
Kurokawa Y, Terashima M, Yoshikawa T：Impact 
of PD-L1 expression on survival in patients with 
unresectable/recurrent gastric cancer receiving first-line 

chemotherapy without immune checkpoint inhibitors. 
ASCO GI 2024, 2024, （San Francisco）, ［Poster Session］

051	 Yoshii T, Yamamoto S, Kato K, Daiko H, Hara H, 
Kojima T, Abe T, Tsubosa Y, Kawakubo H, Fujita 
T,  Kadowaki  S ,  Tsushima T,  Matsuda S , 
Nagashima K, Aoki K, Yachida S, Kitagawa Y：
FRONTiER: A feasibility trial of nivolumab with 
neoadjuvant CF or DCF, FLOT therapy for locally 
advanced esophageal carcinoma （JCOG1804E）—Primary 
safety and short-term efficacy results for cohort E. 
ASCO GI 2024, 2024, （San Francisco）, ［Poster Session］

052	 Nakanishi K, Kodera Y, Kawakami H, Makiyama A, 
Konishi H, Morita S, Narita Y, Sugimoto N, 
Minashi K, Imano M, Inamoto R, Kume H, 
Yamaguchi K, Hashimoto W, Muro K：Retrospective 
cohort study to evaluate the efficacy and safety of 
T-DXd in HER2-positive unresectable advanced or 
recurrent gastric or gastroesophageal junction cancer: 
E N - D E A V O R  s t u d y .  A S C O  G I  2 0 2 4 ,  2 0 2 4 , 

（SanFrancisco）, ［Poster Session］
053	 Kawabata R, Sakai D, Kadowaki S, Tsuduki T, 

Suzuki T, Masuzawa T, Shimozaki K, Tsuda M, 
Yamada T, Yamaguchi T, Ueda S, Kito Y, Hirose T, 
Kawase T, Nomura T, Nishikawa K, Kawakami H, 
Shimokawa T, Boku N, Satoh T：Subgroup analyses 
of the effect of ramucirumab in pretreatment with 
immune checkpoint inhibitor in RINDBeRG: A 
randomized clinical trial in third- or further-line 
treatment of gastric cancer. ASCO GI 2024, 2024, （San 
Francisco）, ［Poster Session］

054	 Janjigian YY, Al-Batran S-E, Wainberg ZA, Cutsem 
EV, Molena D, Muro K, Hyung WJ, Wyrwicz LS, Oh 
D-Y, Omori T, Moehler M, Garrido M, Oliveira S 
CS, Liberman M, Oliden VC, Bilici M, Kurland JF, 
Xynos I, Mann H, Tabernero J：Pathological complete 
response （pCR） to 5-fluorouracil, leucovorin, oxaliplatin 
and docetaxel （FLOT） with or without durvalumab （D） 
in resectable gastric and gastroesophageal junction 
cancer （GC/GEJC）: Subgroup analysis by region from 
the phase 3, randomized, double-blind MATTERHORN 
study. ASCO GI 2024, 2024, （San Francisco）, ［Oral 
Abstract Session］

055	 Arai H, Inoue E, Terashima M, Baba E, Matsuhashi 
N, Muro K, Yamaguchi T, Yuki S, Ichikawa W, 
Fujii M, Sunakawa Y：A phase II trial of CapeOX 
plus nivolumab for early relapsed HER2-negative gastric 
cancer （JACCRO GC-11: FirSTAR trial）. ASCO GI 2024, 
2024, （San Francisco）, ［Oral Abstract Session］

056	 Nagamine M, Sakamoto N, Fujisawa T, Nakamura 
Y, Yamashita R, Hashimoto T, Shibuki T, Imai M, 
Bando H, Kadowaki S, Ueno M, Boku S, Hatanaka 
Y, Hatanaka K, Taguchi K, Sakashita S,, Ishii G, 

― 89 ―



Yoshino Y, Kuwata T：Comprehensive Analysis of 
HER2 Protein Expressions, messenger-RNA Expressions, 
and DNA Amplifications in over 250,000 Advanced Solid 
Tumors: Comparison of Next-Generation Sequencing-
Based Assay with Immunohistochemistry in Two Large 
Scale Databases in US and Japan. USCAP 2024, 

（Baltimore）, ［Platform Session］
057	 緒方貴次，舛石俊樹，谷口浩也：当院における消化器が

んゲノム医療推進に向けた完全リモート治験の取り組み．
第 109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［ワーク
ショップ］

058	 本多和典：Financial Toxicity of Cancer Treatment．第
110 回日本泌尿器科学会総会．2023，（神戸），［Panel 
Discussion（演者）］

059	 室　圭：癌治療における支持療法の現状と課題．第 48 回
外科系連合学会学術集会，2023，（横浜），［パネルディス
カッション（座長）］

060	 門脇重憲：甲状腺がんにおける分子標的治療の現状と展
望．第47回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会，2023，（大
阪），［シンポジウム（演者）］

061	 門脇重憲，岡　弘毅，長島健悟，西　秀昭，熊井良彦，
飯島宏章，大上研二，清水　康，加納里志，伊東和恵，
山崎知子，高橋秀聡，折舘伸彦，横田知哉，小山泰司，
清田尚臣，佐藤靖祥，高橋俊二，加藤恭子，本間義崇：
白金製剤・ニボルマブ不応・不耐後の再発・転移頭頸部
扁平上皮癌の臨床転帰に関する後方視的多施設共同研究．
第 47 回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会，2023，（大
阪），［口演］

062	 室　圭：2023 年 6 月，がん悪液質治療の現在地「アナモ
レリン塩酸塩の最適な使用タイミングを考える」．第 8 回
日本がんサポーティブケア学会学術集会，2023，（奈良），

［イブニングセミナー（座長）］
063	 緒方貴次：2023 年 6 月，がん悪液質治療の現在地「アナ

モレリン塩酸塩の最適な使用タイミングを考える」．第 8
回日本がんサポーティブケア学会学術集会，2023，（奈
良），［イブニングセミナー（演者）］

064	 門脇重憲：CDDP unfit 食道癌に対する治療戦略．第 77
回 日本食道学会学術集会，2023，（大阪），［要望演題（司
会）］

065	 宮田博志，牧野知紀，安田卓司，北川雄光，室　圭，朴　
在賢，引地哲郎，長谷川貴大，五十嵐憲二，塩崎　均：
食道癌患者に対する S-588410 術後補助療法の第３相プラ
セボ対照無作為化試験．第 77 回 日本食道学会学術集会，
2023，（大阪），［プレナリーセッション］

066	 児玉紘幸，門脇重憲，田近正洋，桧垣栄治，藤枝裕倫，
安部哲也，尾瀬　功，室　圭：切除不能局所進行食道癌
に対する術前 DCF 療法における R0 切除予測因子の検討．
第 77 回 日本食道学会学術集会，2023，（大阪），［シンポ
ジウム］

067	 加藤　健，小島隆嗣，原　浩樹，辻　晃仁，安井久晃，
室　圭，佐藤太郎，八束尚良，韓　士栄，土井俊彦：
KEYNOTE-590 results in Japanese patients after an 

additional 1-year of follow-up．第 77 回 日本食道学会学
術集会，大阪，2023，（大阪），［パネルディスカッション］

068	 白石和寛，杉山圭司，下嵜啓太郎，岡田真央，松原裕樹，
廣瀬　優，土橋賢司，舛石俊樹，平田賢郎：切除不能食
道扁平上皮癌における FOLFOX 療法に関する多施設後
ろ向き観察研究．第 77 回 日本食道学会学術集会，大阪，
2023，（大阪），［要望演題］

069	 山本　駿，陳　勁松，小島隆嗣，西野和美，川上尚人，
小柳和夫，田中善宏，飯島克則，室　圭：固形癌及び食
道癌に対する Futibatinib/ ペムブロリズマブ併用療法の
臨床第 1b 相試験．第 77 回 日本食道学会学術集会，
2023，（大阪），［ポスター］

070	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，門脇重憲，清水泰博：
進行食道癌に対し術前 DCF 療法後に根治的食道切除を
受けた患者の術後補助療法の適応．第 77 回日本食道学会
学術集会，大阪，2023，（大阪），［口演］

071	 今井　源，田原　信，清田尚臣，髙橋俊二，西山明宏，
田村真吾，清水　康，門脇重憲，伊藤研一，杉谷　巌：
BRAF V600 遺伝子変異を有する根治切除不能な甲状腺
癌を対象としたエンコラフェニブとビニメチニブ併用療
法の国内第 II 相試験成績（ONO-7702/7703-03 試験）．第
35 回日本内分泌外科学会総会，2023，（松本），［Late-
Breaking Session］

072	 舛石俊樹：免疫チェックポイント阻害薬治療を受けてい
るがん患者の緩和ケアに携わる医療者が知っておきたい
事．第28回日本緩和医療学会学術大会，2023，（神戸），［ラ
ンチョンセミナー（座長）］

073	 室　圭：大腸がん診療におけるリキッドバイオプシーの
可能性．第 99 回大腸癌研究会学術集会，2023，（尼ケ崎），

［ランチョンセミナー（座長）］
074	 谷口浩也：移りゆく大腸癌個別化治療のこれから．第 99

回大腸癌研究会学術集会，2023，（尼ケ崎），［ランチョン
セミナー（演者）］

075	 室　圭：Evidence と Narrative の融合～BRAF 変異陽性
大腸癌の個別化治療とがん悪液質治療～．Best of ASCO 
2023 in Japan，2023，（WEB），［オンコロジーライブセ
ミナー（演者）］

076	 門脇重憲：消化器がん－ Gastrointestinal．Best of ASCO 
2023 in Japan，2023，（WEB），［口演（司会）］

077	 室　圭：高頻度マイクロサテライト不安定性を有する胆
道癌でのペムブロリズマブ使用成績調査―適正使用委員
会からの報告―．第 59 回日本胆道学会学術集会，2023，

（札幌），［シンポジウム（演者）］
078	 谷口浩也：Breakthrough approaches deciphering 

carcinogenesis or progression of CRC．第 82 回日本癌学
会学術総会，2023，（横浜），［English Oral Sessions（座
長）］

079	 谷口浩也：Decentralized clinical trials － current status 
and future perspectives －．第 82 回日本癌学会学術総会，
2023，（横浜），［Special Symposia（演者）］

080	 本多和典：進行性腎癌における薬物治療に対する治療選
好と経済毒性「がんの経済毒性」．第 88 回日本泌尿器科
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学会 東部総会，2023，（札幌），［イブニングセミナー（演
者）］

081	 安藤正志：後腹膜肉腫に対する内科治療．第 61 回日本癌
治療学会学術集会，2023，（横浜），［領域横断シンポジウ
ム（演者）］

082	 高山浩一，小島　愛，本田主税，木口舞美，遠藤俊充，
室　圭：アナモレリンの副作用および治療効果の予測因
子 : 特定使用成績調査の中間解析，第 61 回日本癌治療学
会学術集会，2023，（横浜），［“Frontier”］

083	 松本繁巳，武藤　学，福山啓太，山本秀和，室　圭，砂
川　優，安井久晃，大槻　涼，木村裕一，岡田昌史，西
浦亮二，湯川洋一郎：がん診療におけるリアルワールド
データ（RWD）収集に関する多施設共同研究．第 61 回日
本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［e ポスター］

084	 成田有季哉：抗 HER2 療法の治療変革．第 61 回日本癌
治療学会学術集会，2023，（横浜），［スポンサードシンポ
ジウム（演者）］

085	 篠崎英司，城後友望子，衣斐寛倫，舛石俊樹，加藤健志，
仁科智裕，江﨑泰斗，小松嘉人，加藤　健，佐藤暁洋，
坂東英明，J. Odegaard，藤井誠志，吉野孝之，中村能章：
ctDNA に FGFR 遺伝子異常を有する進行固形がんに対
するフチバチニブの有効性の検討．第 61 回日本癌治療学
会学術集会，2023，（横浜），［“Frontier”］

086	 胡　慶江，原田一顕，川上武志，緒方貴次，伏木邦博，
谷口浩也，室　圭，安藤幸滋，南原　翔，川本泰之，小
松嘉人，沖　英次，舛石俊樹，山﨑健太郎，結城敏志：
転移性大腸癌におけるレゴラフェニブの開始用量が治療
成績に対する影響．第 61 回日本癌治療学会学術集会，
2023，（横浜），［口演］

087	 舛石俊樹：切除不能進行・再発胃癌に対する薬物療法の
開発．第61回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［臓
器別ワークショップ（演者）］

088	 安井久晃，坂東英明，佐竹悠良，小谷大輔，濱口哲弥，
小髙雅人，谷口浩也，室　圭，小松嘉人，沖　英次，山
崎健太郎，三角俊裕，吉野孝之，加藤健志，辻　晃仁：
進 行 大 腸 癌 に 対 す る CAPOXIRI+Bev 療 法 と
FOLFOXIRI+Bev 療法のランダム化第 II 相臨床研究．
第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［アン
コールセッション］

089	 安藤幸滋，沖　英次，小谷大輔，中村能章，三島沙織，
三代雅明，浜部敦史，渡邉　純，小髙雅人，Aushev. V，
谷口浩也，山崎健太郎，竹政伊知朗，加藤健志，吉野孝
之：MRD は手術先行直腸癌患者の再発予測因子である：
GALAXY 試験のアップデート結果より．第 61 回日本癌
治療学会学術集会，2023，（横浜），［“Frontier”］

090	 濱口哲弥，小谷大輔，塩澤　学，坂東英明，佐竹悠良，
沖　英次，小松嘉人，谷口浩也，室　圭，小髙雅人，山
﨑健太郎，三角俊裕，吉野孝之，加藤健志，辻　晃仁：
UGT1A1 遺伝子型が QUATTRO-II 試験の有効性と安全
性に及ぼす影響．第 61 回日本癌治療学会学術集会，
2023，（横浜），［“Frontier”］“

091	 谷口浩也：秋澄む横浜で伝えたい大腸癌薬物療法の急所．

第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［学術
セミナー（演者）］

092	 谷田部　恭，織田克利，谷口浩也，角南久仁子，安岡正
太郎，渡部亮介：本邦における臓器横断的 CDX と CGP
検査のリアルワールドデータ．第 61 回日本癌治療学会学
術集会，2023，（横浜），［口演］

093	 谷口浩也，Büntzel J，矢野琢也，木村純子，中村将人，
Velthuis E，Hamad J，Garcia-Foncillas J：実地診療
でのセツキシマブ使用経験 : インフュージョンリアクショ
ン，皮膚毒性を中心に．第 61 回日本癌治療学会学術集会，
2023，（横浜），［口演］

094	 谷口浩也：遠隔転移巣切除後補助化学療法における
shared decision making の実践．第 61 回日本癌治療学会
学術集会，2023，（横浜），［臓器別シンポジウム（演者）］

095	 本多和典：がんの経済毒性～現状・課題・今後～．第 61
回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［学術セミナー

（演者）］
096	 橋本直佳，藤澤孝夫，加藤大悟，森實千種，岩田広治，

岡野　晋，山上　亘，山崎直也，門脇重憲，上野　誠，
尾崎洋史，飯田直子，中村能章，坂東英明，吉野孝之：
SCRUM-Japan 基盤に紐づくバイオマーカー適合治験に
おける有効性の検討．第 61 回日本癌治療学会学術集会，
2023，（横浜），［“Frontier”］

097	 對馬隆浩，松田　諭，川久保博文，山本　駿，竹内裕也，
細川　歩，門脇重憲，渡辺晃識，吉井貴子，尾形高士，
陳　勁松，小谷大輔，平田賢郎，浜本康夫，北川雄光：
切除可能食道扁平上皮癌に対する術前 FLOT 療法の第 II 
相試験―初期安全性評価の報告―．第 61 回日本癌治療学
会学術集会，2023，（横浜），［口演］

098	 酒井　真，佐伯浩司，加藤　健，門脇重憲，笠原佑記，
佐藤雄亮，三梨桂子，山本　駿，小柳和夫，伊澤直樹，
野村基雄，安田知代，伊澤真木子，上村鋼平，室　圭：
進行・再発食道がん患者の治療体系と予後に関する観察
研究（POME）．第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，

（横浜），［口演］
099	 松本繁巳，門脇重憲，町田　望，仁科智裕，砂川　優，

前北隆雄，西岡真理子，後藤知之，浜本康夫，安井久晃，
川 邉 里 紗， 岡 田 昌 史， 武 藤　 学， 室　 圭：Cyber 
Oncology® を活用した進行胃癌治療の real-world data 構
築のための実行可能性研究．第 61 回日本癌治療学会学術
集会，2023，（横浜），［口演］

100	 三梨桂子，川上尚人，仁科慎一，門脇重憲，松岡宏，大
塚倫之，藪崎裕，馬場秀夫，保坂尚志，松原淳一，仁科
智裕，君嶋悠矢，松田祐子，武藤　学，室　圭：胃癌患
者に対するニボルマブ + 化学療法の有効性と安全性に関
する観察研究（中間報告）．第 61 回日本癌治療学会学術
集会，2023，（横浜），［口演］

101	 谷口浩也：大腸癌薬物療法の変遷とセツキシマブの歴史．
第 100 回大腸癌研究会学術集会，2023，（東京），［ランチョ
ンセミナー（演者）］

102	 室　圭：消化管癌治療における免疫チェックポイント阻
害薬（ICI）の位置づけ．第 44 回日本臨床薬理学会学術総
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会，2023，（神戸），［シンポジウム（演者）］
103	 室　圭：胃がんにおける免疫チェックポイント阻害剤

（ICI）の位置づけ．第 36 回日本バイオセラピィ学会学術
集会総会，2023，（東京），［シンポジウム（演者）］

104	 本多和典：なぜいま就労両立支援が重要なのか？～第 4
期がん対策推進基本計画とアフターコロナを踏まえて～

「がんの経済毒性」．第 64 回日本肺癌学会学術集会，
2023，（千葉），［教育研修委員会企画就労両立支援セッ
ション（演者）］

105	 舛石俊樹，小森康司，室　圭：切除不能再発直腸癌にお
ける局所再発が予後や化学療法の有効性に与える影響．
日本消化器関連学会（JDDW 2023），2023，（神戸），［シ
ンポジウム］

106	 谷口浩也：MSI-H 大腸癌をもっと知ろう！学ぼう！日本
消化器関連学会（JDDW 2023），2023，（神戸），［サテラ
イトシンポジウム（演者）］

107	 谷口浩也：遠隔治験の経験から考えるがん診療における
遠隔医療．第 27 回日本遠隔医療学会学術大会，腫瘍内科
遠隔医療分科会，2023，（新潟），［口演（演者）］

108	 室　圭：がんゲノム医療の最前線．第 20 回日本消化管学
会総会学術集会，2024，（沖縄），［会長特別企画（演者）］

109	 室　圭：胃癌薬物療法の新展開～revisiting anti-HER2 
therapy～．第 20 回日本消化管学会総会学術集会，2024，

（沖縄），［モーニングセミナー（演者）］
110	 安藤正志：A phase II trial of tazemetostat for patients 

with unresectable or metastatic epithelioid sarcoma 
（TAZETTA trial）．第 7 回日本サルコーマ治療研究学会
学術集会，2024，（名古屋），［ポスター（演者）］

111	 谷口浩也：がん領域の遠隔医療．第 21 回日本臨床腫瘍学
会学術集会，2024，（名古屋），［シンポジウム（司会）］

112	 本多和典：Financial Toxicity of Cancer．第 21 回日本臨
床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［ESMO/JSMO
合同シンポジウム（演者）］

113	 成田有季哉：Part A-2：Science（MGC）．第 21 回日本臨
床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［PAGA forum

（ディスカッサント）］
114	 谷口浩也：ドライバー変異陽性大腸癌との対峙～課題の

理解と克服～．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［イブニングセミナー（演者）］

115	 成田有季哉：消化器 1（胃がん・HER2，MSI，GEJC）．
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），

［Mini Oral Session（司会）］
116	 石塚保亘，成田有季哉，榊田智喜，若林宗弘，児玉紘幸，

本多和典，舛石俊樹，谷口浩也，門脇重憲，安藤正志，
田 近 正 洋， 室　 圭：Impact on time-of-day nivolumab 
monotherapy infusion in patients with metastatic gastric 
cancer．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名
古屋），［Mini Oral Session］

117	 児玉紘幸，門脇重憲，石塚保亘，榊田智喜，若林宗弘，
本多和典，舛石俊樹，成田有季哉，谷口浩也，安藤正志，
田中　努，山田啓策，田近正洋，檜垣栄治，藤枝裕倫，
安部哲也，尾瀬　功，室　圭：A predictive model for 

R0 resection in unresectable locally advanced esophageal 
cancer treated with induction DCF．第 21 回日本臨床腫
瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Oral Session］

118	 舛石俊樹：Precision medicine for colorectal cancer．第
21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［シ
ンポジウム（司会）］

119	 室　圭：食道がん薬物療法～長期生存を目指すための最
適な治療戦略～．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［モーニングセミナー（演者）］

120	 安藤正志：希少がん・原発不明がん．第 21 回日本臨床腫
瘍学会学術集会，Oral Session，名古屋，2024，［　　　（司
会）］

121	 安藤正志：多職種連携プログラム 2（がん薬物療法）．第
21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Mini 
Oral Session（司会）］

122	 本多和典：希少がんの希少フラクションとしての治療開
発．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），

［シンポジウム（司会）］
123	 谷口浩也：希少がん・希少フラクションの治療開発にお

ける decentralized clinical trial の活用．第 21 回日本臨床
腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［シンポジウム（演
者）］

124	 門脇重憲：Are current follow up strategies for head and 
neck cancer still fit for purpose? 第 21 回日本臨床腫瘍学
会学術集会，2024，（名古屋），［Meet the Experts（ファ
シリテーター）］

125	 門脇重憲：消化器 10（食道がん・切除不能，CRT）．第
21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Mini 
Oral Session 57（司会）］

126	 榊田智喜，舛石俊樹，石塚保亘，若林宗弘，児玉紘幸，
成田有季哉，本多和典，谷口浩也，門脇重憲，安藤正志，
小森康司，室　圭：Effect of locoregional recurrence and 
optimal timing of palliative radiotherapy for unresectable 
recurrent rectal cancer．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術
集会，2024，（名古屋），［Poster Session］

127	 室　圭：新規薬剤開発における新しいドラッグロス．第
21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［会
長企画シンポジウム（司会）］

128	 室　圭：胃癌に対する周術期化学療法：アジアの視点．
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［シ
ンポジウム（演者）］

129	 室　圭：Evolving benefits of immune checkpoint 
inhibitors in advanced gastric cancer．第 21 回日本臨床
腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［メディカルセミナー 

（司会）］
130	 舛石俊樹，川上武志，濱野鉄太郎，千田彰彦，三谷誠一郎，

安井久晃，石黒　敦，安藤孝将，澤田憲太郎，原田一顕，
高橋直樹，朴　将源，柏田知美，江崎泰斗，八木澤允貴，
杉山圭司，山本紘司，結城敏志，山﨑健太郎，沖　英次：
A prospective observational study investigating　the 
impact of treatment sequence on overall survival of 
mCRC．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名
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古屋），［Mini Oral Session］
131	 石塚保亘，佐竹悠良，山崎健太郎，諏訪雄亮，對馬隆浩，

朴　将源，高島淳生，山口敏史，朝山雅子，横田　満，
沼田幸司，太田高志，安井久晃，木藤陽介，瀧井康公，
北林　遼，佐野裕亮，福田治彦，濱口哲弥，金光幸秀：
Randomized phase III study of bi-weekly FTD/TPI plus 
BEV vs. FTD/TPI monotherapy for chemorefractory 
mCRC: JCOG2014．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

132	 若林宗弘，谷口浩也，結城敏志，武田弘幸，三谷誠一郎，
奥村祐太，赤澤直也，山口和久，牧山明資，工藤敏啓，
工 藤 千 穂， 盛　 啓 太， 室　 圭：A phase 2 study of 
intrapatient dose escalation of bi-weekly FTD/TPI plus 
BEV for colorectal cancer（E-BiTS study）．第 21 回日
本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Mini Oral 
Session］

133	 安藤正志：希少がん 6（サルコーマ 2）．第 21 回日本臨床
腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Mini Oral Session 

（司会）］
134	 谷口浩也，松永拓真，田村祐子，川上武志，佐竹悠良，

砂川　優：がん患者および医療従事者を対象とした腫瘍
内科領域における遠隔医療に関する意識調査－医療従事
者からの回答結果報告－．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術
集会，2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

135	 舛石俊樹：大腸がん薬物療法－最新情報から見えてくる
ベストプラクティス－．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集
会，2024，（名古屋），［メディカルセミナー（演者）］

136	 室　圭：大腸癌薬物療法における抗 EGFR 抗体の変遷と
位置づけ / 大腸癌薬物療法－最新知見から，1st line 治療
の選択を考える－．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［メディカルセミナー（司会）］

137	 藤澤孝夫，中村能章，山下理宇，桑田　健，坂本直也，
石井源一郎，門脇重憲，上野　誠，朴　将源，束岡広樹，
坂本泰理，橋本直佳，澁木太郎，今井光穂，坂東英明，
Radovich M，Nabhan C，Sledge G，Spetzler D，吉
野孝之：Landscape of Clonal Hematopoiesis by PBMC-
I n f o rmed  L i qu i d  B i o p sy  i n  Advanced  S o l i d 
Tumors:SCRUM-Japan MONSTAR-SCREEN-2．第 21 回
日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会，2024，（ 名 古 屋），

［Presidential Session］
138	 浜部敦史，竹政伊知朗，安藤幸滋，中村能章，三島沙織，

由上博喜，平田敬治，三代雅明，松橋延壽，植村　守，
井出義人，高野祥直，Adham J，小谷大輔，谷口浩也，
沖　 英 次， 加 藤 健 志， 吉 野 孝 之：Analysis of ctDNA 
Changes in Locally Advanced Rectal Cancer that 
Underwent Neoadjuvant Treatment － GALAXY Trial．
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），

［Presidential Session］
139	 中村能章，Walden  D J，山中一徳，Kruege r  A，

Batalini F，室　圭，Bekaii-Saab TS，吉野孝之：
Chemotherapeutic Sensitivity of Colorectal Cancer 

（CRC） With Low RNA WT Homologous Recombination 

（HRec） Gene Expression．第 21 回日本臨床腫瘍学会学
術集会，2024，（名古屋），［Presidential Session］

140	 加藤恭子，小森　梓，廣中秀一，杉本直俊，西田謙太郎，
松山　仁，野長瀨祥兼，坂口智紘，近藤侑鈴，中積宏之，
長瀬通隆，伊澤直樹，原田一顕，岩槻政晃，三梨桂子，
木藤陽介，川上賢太郎，陶山浩一，吉村健一，室　圭：
A prospective observational study of MSI screening in 
chemotherapy-naive advanced gastric cancer：
WJOG13320GPS．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Oral Session］ 

141	 杉本直俊，川上尚人，門脇重憲，牧山明資，津田政広，
平田賢郎，町田　望，原　浩樹，平野秀和，江崎泰斗，
小 松 嘉 人， 廣 中 秀 一， 千 葉 康 敬， 室　 圭：Potential 
value of NLR for Nivo + Ipi in MSI-H Gastric Cancer：
Sub-analysis of the NO LIMIT study （WJOG13320G/
CA209-7W7）． 第 21 回 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会，
2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

142	 町田　望，門脇重憲，仁科智裕，砂川　優，前北隆雄，
松本繁巳，西岡真理子，後藤知之，浜本康夫，安井久晃，
古田光寛，梶原猛史，新井裕之，北野雅之，長島文夫，
川邉里紗，岡田昌史，武藤　学，室　圭：Establishing 
real-world data on actual advanced gastric cancer 
therapy using CyberOncology®：A feasibility study．第
21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，（名古屋），［Mini 
Oral Session］

143	 飯田直子，今井光穂，藤井誠志，岡本　渉，加藤　健，
江崎泰斗，小松嘉人，結城敏志，舛石俊樹，仁科智裕，
衣斐寛倫，佐藤暁洋，山下理宇，吉野孝之，中村能章：
Multi-omics unveils pertuzumab and trastuzumab 
resistance determinants in ERBB2-amplified metastatic 
colorectal cancer．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

144	 廣中秀一，對馬隆浩，坪佐恭宏，加藤　健，門脇重憲，
野村基雄，原　浩樹，北川雄光，小柳和夫，梶原猛史，
武川直樹，松原久裕，馬場秀夫，森田　勝，益澤　徹，
長谷川裕子，小島隆嗣，町田龍之介，佐々木啓太，竹内
裕 也：A randomized phase III study comparing 
2-weekly DCF with CF in patients with metastatic 
esophageal cancer：JCOG1314．第 21 回日本臨床腫瘍学
会学術集会，2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

145	 山口真澄，小原真紀子，上岡亜子，佐野雄三，青木智子，
佐藤　好，能澤一樹，足立雄太，新津宏明，安藤正志，
衣斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイ
リング検査を含めた治験・臨床試験への多職種連携効果
と今後の課題．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Poster Session］

146	 門脇重憲，吉野孝之，山崎健太郎，成田有季哉，三島沙織，
川上武志，中島裕理，田中智之，多田圭介，Nathalie 
Fagniez，室　圭：Phase 1 study of tusamitamab 
ravtansine every 2 weeks with loading dose in Japanese 
patients with advanced solid tumors．第 21 回日本臨床
腫 瘍 学 会 学 術 集 会，2024，（ 名 古 屋），［Mini Oral 
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Session］
147	 三島沙織，室　圭，山崎健太郎，門脇重憲，久保木恭利，

浜内　諭，青木　優，大島しのぶ，多田圭介，Nathalie 
Fagniez， 吉 野 孝 之： Safety and pharmacokinetics of 
tusamitamab ravtansine dosing Q3W in Japanese 
patients with advanced solid tumors．第 21 回日本臨床
腫 瘍 学 会 学 術 集 会，2024，（ 名 古 屋），［Mini Oral 
Session］

148	 高橋俊二，田原　信，清田尚臣，今井　源，西山明宏，
田村真吾，清水　康，門脇重憲，伊藤研一，豊島優裕，
平島詳典，上野真治，若澤広樹，杉谷　巌：Post-hoc 
analysis of TRAEs observed in a phase 2 study of 
encorafenib + binimetinib in metastatic BRAF V600-
mutated TC．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2024，

（名古屋），［Oral Session］
149	 橋本直弥，中田晃暢，成田有季哉，本多和典，舛石俊樹，

谷口浩也，門脇重憲，安藤正志，遠藤由香，小谷はるる，
片岡愛弓，服部正也，吉村章代，澤木正孝，能澤一樹，
尾瀬　功，岩田広治，室　圭：Safety of a short-term 
infusion of fosnetupitant in patients with gastrointestinal 
and breast cancer．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Oral Session］

150	 坂東英明，熊谷尚吾，小谷大輔，三島沙織，羽部　匠，
對馬隆浩，原　浩樹，門脇重憲，加藤　健，陳　勁松，
山口研成，影山俊一郎，北條秀博，中村匡希，橘　英伸，
若林将史，福井　誠，布施　望，西川博嘉，小島隆嗣：
The biomarker analysis of atezolizumab following 
definitive chemoradiotherapy for unresectable locally 
advanced ESCC．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［Mini Oral Session］

151	 室　圭：胃癌・大腸癌治療のゲノム医療最前線．第 39 回
日本臨床栄養代謝学会学術集会，2024，（横浜），［教育講
演 （演者）］

152	 村田史子，中田晃暢，成田有季哉，石塚保亘，榊田智喜，
児玉紘幸，若林宗弘，本多和典，舛石俊樹，谷口浩也，
門脇重憲，安藤正志，澤木正孝，岩田広治，室　圭，尾
瀬　功：胃癌患者におけるホスネツピタント短時間投与
の安全性．第96回日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ワー
クショップ］

153	 有上貴明，石神浩徳，大森　健，小寺泰弘，藪崎　裕，
深川剛生，今野元博，門脇重憲，秀村晃生，北山丈二：
胃癌腹膜転移に対する全身・腹腔内投与併用化学療法．
第 96 回日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ワークショッ
プ］

154	 古田光寛，川上尚人，門脇重憲，牧山明資，津田政広，
平田賢郎，杉本直俊，原　浩樹，平野秀和，江崎泰斗，
小松嘉人，廣中秀一，千葉康敬，室　圭：切除不能進行
再発 MSI-H 胃癌に対する nivolumab+ipilimumab 療法：
NO LIMIT 試 験 （WJOG13320G/CA209-7W7）． 第 96 回
日本胃癌学会総会，2024，（京都），［シンポジウム］

155	 室　圭：胃癌薬物療法の現状と課題．第 96 回日本胃癌学
会総会，2024，（京都），［シンポジウム （座長）］

156	 伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，成田有季哉，舛石俊樹，
谷口浩也，門脇重憲，室　圭，清水泰博：実臨床におけ
るドセタキセル＋ S-1 補助化学療法の治療継続に関与す
る因子．第 96 回日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ワー
クショップ］

157	 谷口浩也：学都で想うがんゲノム医療の近未来．第 96 回
日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ランチョンセミナー

（演者）］
158	 牧山明資，小寺泰弘，川上尚人，中西香企，小西博貴，

森田智視，成田有季哉，杉本直俊，三梨桂子，今野元博，
稲本　林，久米紘幹，山口敬太，橋本　航，室　圭：
HER2 陽性切除不能進行・再発胃癌に対する T-DXd の有
効性・安全性を評価する後ろ向きコホート研究．第 96 回
日本胃癌学会総会，2024，（京都），［一般口演］

159	 室　圭：Oncologist と語る～今とこれからの胃癌薬物療
法～．第96回日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ランチョ
ンセミナー（座長）］

160	 室　圭：バイオマーカーに基づいた胃癌薬物療法の実践．
第 96 回日本胃癌学会総会，2024，（京都），［ランチョン
セミナー（演者）］

161	 室　圭：徹底討論！アナモレリン塩酸塩の適正使用．日
本臨床腫瘍薬学会学術大会，2024，（神戸），［ランチョン
セミナー（座長）］

162	 谷口浩也：実例から考える DCT における被験者の安全
性確保とデータの信頼性確保．日本臨床試験学会第 15 回
学術集会総会，2024，（大阪），［シンポジウム （演者）］

163	 門脇重憲：再発・転移頭頸部癌薬物療法管理の Tips―治
療開始前から，治療後のフォローまで―．第 36 回日本喉
頭科学会総会・学術講演会，2024，（京都），［学術セミナー 

（演者）］
164	 室　圭：進行胃癌における個別化医療の最前線 Recent 

Progress in Precision Medicine for Advanced Gastric 
Cancer．第 113 回日本病理学会総会，2024，（名古屋），［ラ
ンチョンセミナー （演者）］

臨床検査部　

001	 平松可帆，松田千秋，柴田典子，小林翔太，細田和貴：
がんゲノムプロファイリング検査のための核酸品質評価
に DIN と Peak/Base 比の併用が有用である．第 70 回日
本臨床検査医学会学術集会，2023，（長崎市），［ポスター］

002	 大島康裕：誤認され得る横紋筋肉腫の一例．第 176 回東
海連合会例会，2023，（Web），［講演］

003	 小林雅子，近藤吉起，所　嘉朗，田中由美恵，大島康裕，
廣瀬詩織，柴田典子，細田和貴：NET と NEC の細胞・
組織学的鑑別 ：症例提示 1．第 64 回日本臨床細胞学会

（春季大会） ，2023，（ハイブリッド），［口演］
004	 近藤吉起，小林雅子，所　嘉朗，田中由美恵，大島康裕，

廣瀬詩織，柴田典子，細田和貴：ROSE 運用の本音　 分
子検査を見越した検体採取を目指して．第 64 回日本臨床
細胞学会（春季大会） ，2023，（ハイブリッド），［口演］
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臨床検査部・遺伝子病理診断部 

001	 Hosoda W：Molecular characterization of rectal 
neuroendocrine tumors with unfavorable prognosis by 
multiomics analysis: A multicenter retrospective cohort 
study （GARNET）. ESMO, 2023, （Madrid, Spain）, 

［Minioral presentation］
002	 小林雅子：シンポジウム　膵・消化管神経内分泌腫瘍の

FNA 診断．第 64 回日本臨床細胞学会総会（春季大会）．
日本臨床細胞学会東海連合会，2023，（名古屋），［口演］

003	 近藤吉起：ワークショップ　今，再考する ROSE の意義．
第 64 回日本臨床細胞学会総会（春季大会），2023，（名古
屋），［口演］

004	 平松可帆：がんゲノムプロファイリング検査のための核
酸品質評価に DIN と Peak/Base 比の併用が有用である．
第 71 回日本臨床検査医学会，2023，（長崎），［ポスター］

005	 細田和貴：NEN の病理学的多様性と病理診断．膵・消化
管神経内分泌腫瘍 Update2023，2023，（Web），［座長］ 

006	 細田和貴：消化器癌における臨床的・病理的な疑問～大
腸癌を中心に～．臨床病理コンセンサス研究会，2023，

（Web），［座長，世話人］  
007	 細田和貴：EUS-FNA/B 検体で行う膵・胆道腫瘍のがん

遺伝子パネル検査．第 15 回近畿超音波内視鏡研究会，
2023，（大阪），［口演］ 

008	 小林雅子，細田和貴：愛知県細胞診検診従事者講習会　
乳腺細胞診．第 3 期愛知県がん対策推進計画事業，2023，

（Web on demand），［口演］ 
009	 藤田泰子：病理解説．胃の「1 症例」徹底解説ウェビナー．

2023，（Web），［講演］ 
010	 真砂勝泰：非小細胞肺癌における術前化学療法と分子病

理．肺癌周術期治療を考える会，2023，（Web），［講演］ 
011	 細田和貴：EUS-FNA 検体を用いて行う膵・胆道腫瘍の

がん遺伝子パネル検査．近畿超音波内視鏡研究会， 2023，
（大阪），［講師］

012	 藤田泰子：第 27 回～第 32 回勉強会．Salon de Taverna，
2023，（Web），［世話人，コメンテーター］

013	 藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい
て（病理解説）．第 7 回 京都拡大内視鏡研究会，2023，（京
都，ハイブリッド），［コメンテーター］

014	 真砂勝泰：非小細胞肺癌における周術期治療と分子病理．
MSD Translational research seminar for NSCLC，2023，

（Web），［講演］
015	 細田和貴：オンコマイン Dx Target Test を用いた院内

腫瘍遺伝子検査の取り組みと見えてきた課題．信州大学
臨床検査セミナー，2023，（松本），［講演］

016	 細田和貴：早期膵癌 CIS の一例．早期膵癌研究会，2023，
（東京），［コメンテーター］

017	 藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい
て　その 3 （胃）（病理解説）．第 5 回神戸拡大内視鏡研究
会，2023，（神戸，ハイブリッド），［コメンテーター，症
例解説］

018	 藤田泰子：消化管病理のいろは．消化管エコー研究会 

2023，2023，（東京），［講師］
019	 藤田泰子：第 33 回～第 37 回勉強会．Salon de Taverna，

2023，（Web），［世話人，コメンテーター，症例解説］

頭頸部外科部

001	 Hanai N, Shinozaki T, Makino T, Nishikawa D, 
Shinomiya H, Okamoto I, Suzuki T：On behalf of the 
Japanese Society of Head and Neck Surgery （JSHNS）: 
An experience of Alluminox treatment for head and 
neck cancer in clinical practice in Japan. AHNS 11th 
International Conference on Head and Neck Cancer, 
2023, （カナダ）, ［口演］

002	 Hanai N：Multi-Institutional Prospective Study on 
Prophylactic Neck Dissection for Patients with Early 
Oral Cancer. 9th World Congress of the International 
Academy of Oral Oncology（IAOO 2023）, 2023, （韓国）, 

［口演］
003	 Hanai N：Neck Management in Oral Cavity Cancer. 

9th World Congress of the International Academy of 
Oral Oncology（IAOO 2023）, 2023, （韓国）, ［司会］

004	 Nishikawa D：Mirror Surgery Technique in Transoral 
Robot i c  Surgery .  9 th  Wor ld  Congress  o f  the 
International Academy of Oral Oncology（IAOO 2023）, 
2023, （韓国）, ［口演］

005	 Nishikawa D：Photoimmunotherapy for Recurrent 
Head and Neck Cancers - Japanese experience. 23rd 
National Conference of Foundation for Head and Neck 
Oncology（FHNO 2023）, 2023, （インド）, ［シンポジウム］

006	 Nishikawa D：AWARD VIDEOS. 23rd National 
Conference of Foundation for Head and Neck Oncology

（FHNO 2023）, 2023, （インド）, ［審査員］
007	 Nishikawa D：Photoimmunotherapy for Lower 

Gingival Cancer. 23rd National Conference of Foundation 
for Head and Neck Oncology（FHNO 2023）, 2023, （イン
ド）,［口演］

008	 Terada H：We will Engage in a Comprehensive 
Dialogue Concerning Intriguing and Educationally 
Valuable Case Studies. There will be Deliberation 
regarding the Discrepancies and Commonalities within 
the Diagnostic Procedures of the Two Respective 
Countr ies .  19th Korea-Japan Jo int Meet ing of 
Otorhinolaryngology - Head and Neck Surgery （KJJM 
2024）, 2024, （韓国）, ［シンポジウム］

009	 西川大輔：頭頸部アルミノックス治療による疼痛に対し
て，局所麻酔を使用した疼痛管理経験．頭頸部アルミノッ
クス治療WEB講演会 副作用マネジメント～疼痛管理～，
2023，（WEB），［講演］

010	 花井信広：新しいがん治療．令和 5 年度愛知県がんセン
ター公開講座，2023，（オンデマンド配信），［座長］

011	 寺田星乃：頭頸部アルミノックス治療 －世界に先駆けて
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始まった光免疫療法－．令和 5 年度愛知県がんセンター
公開講座，2023，（オンデマンド配信），［口演］

012	 寺田星乃：頭頸部．第 50 回日本乳腺甲状腺超音波医学会
学術集会，2023，（東京），［座長］	

013	 花井信広：頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）－
2 年間の歩みと今後の期待－．第 124 回日本耳鼻咽喉科
頭頸部外科学会 総会 ･ 学術講演会，2023，（福岡），［学
術講演］

014	 鈴木秀典，都築秀典，西川大輔，別府慎太郎，花井信広：
中咽頭扁平上皮癌における総治療日数と臨床予後因子と
の関係．第 124 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総会 ･
学術講演会，2023，（福岡），［口演］

015	 寺田星乃：第 124 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総会
･ 学術講演会．ハンズオンレクチャー，2023，（福岡），［レ
クチャー講師］

016	 大越　明，四宮弘隆，林　隆一，齊藤祐毅，別府慎太郎，
志賀清人，浅田行紀，上村裕和，上田　勉，松浦一登，
本間明宏：局所進行上顎洞癌に対する超選択的動注と放
射線同時併用療法（JCOG1212 試験）　有効性検証相

（T4aN0M0）の結果．第 124 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科
学会 総会 ･ 学術講演会，2023，（福岡），［口演］

017	 寺田星乃：頭頸部診療における治療効果と副作用出現の
超音波診断．日本超音波医学会第 96 回学術集会，2023，

（埼玉），［シンポジウム座長］
018	 寺田星乃：免疫チェックポイント阻害薬による甲状腺機

能異常．日本超音波医学会第 96 回学術集会，2023，（埼
玉），［シンポジウム］

019	 花井信広：頭頸部がん治療の最前線．日本顎顔面補綴学
会 第 40 回総会・学術大会，2023，（名古屋），［特別講演］

020	 萩原純孝，花井信広：咬合喪失を反映した下顎欠損の新
たな分類法「ABR 分類」＝分類方法とその根拠＝．日本
顎顔面補綴学会 第 40 回総会・学術大会，2023，（名古屋），

［口演］
021	 花井信広：特別講演 II（専門医療器講習）頭頸部腫瘍治

療の最近の動向と当院での取り組み．第 67 回愛知県耳鼻
咽喉科医会研修会，2023，（名古屋），［座長］

022	 花井信広：プロジェクションマッピングを用いた新たな
時代の頭頸部超音波診断トレーニング―超音波ライブデ
モ―（頭頸部超音波研究会企画）．第 47 回日本頭頸部癌
学会総会・学術講演会，2023，（大阪），［司会］

023	 花井信広：再発・転移頭頸部がん薬物療法の Clinical 
practice．第 47 回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会，
2023，（大阪），［ランチョンセミナー］

024	 寺田星乃：プロジェクションマッピングを用いた新たな
時代の頭頸部超音波診断トレーニング―超音波ライブデ
モ―（頭頸部超音波研究会企画）．第 47 回日本頭頸部癌
学会総会・学術講演会，2023，（大阪），［ライブデモ助手］

025	 寺田星乃：愛知県がんセンターにおける働き方改革．第
47 回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会，2023，（大阪），

［ミニシンポジウム］
026	 西川大輔：症例 1．第 47 回日本頭頸部癌学会総会・学術

講演会，2023，（大阪），［座長］．

027	 鈴木秀典，横井麻衣，岩城　翔，小林義明，西川大輔，
別府慎太郎，寺田星乃，澤部　倫，岸川敏博：ホウ素中
性子捕捉療法後の局所再発に対し救済手術を実施した口
腔癌の 1 例．第47回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会，
2023，（大阪），［口演］

028	 松浦一登，大越　明，四宮弘隆，林　隆一，齊藤祐毅，
別府慎太郎，志賀清人，浅田行紀，上村裕和，上田　勉，
本間明宏：局所進行上顎洞癌に対する超選択的動注と放
射 線 同 時 併 用 療 法（JCOG1212）： 有 効 性 検 証 相

（T4aN0M0）の結果．第 47 回日本頭頸部癌学会総会・学
術講演会，2023，（大阪），［口演］

029	 岩井美世子，中山衣代，高津　淳，佐藤一樹，花井信広：
シャント発声患者におけるボイスプロステーシス管理の
適応と声に関する満足との関連．第 47 回日本頭頸部癌学
会総会・学術講演会，2023，（大阪），［口演］

030	 益田宗幸，松尾美央子，菅澤　正，山崎惠介，中島寅彦，
小野剛治，上田　勉，加納里志，塚原清彰，渡邉昭仁，
上村裕和，門田伸也，岩江信法，丸尾貴志，浅田行紀，
花井信広，佐野大佑，藤　賢史：頭頸部癌患者血漿 
exosome mRNA 網羅的解析によるニボルマブの治療効
果予測因子の同定：BIO-NEXT．第 47 回日本頭頸部癌学
会総会・学術講演会，2023，（大阪），［口演］

031	 上田佳緒璃，村瀬貴幸，川北大介，長尾俊孝，草深公秀，
中黒匡人，浦野　誠，山元英崇，田口健一，加納里志，
多田雄一郎，塚原清彰，大上研二，鬼塚哲郎，藤本保志，
櫻井一生，花井信広，長尾　徹，河田　了，羽藤直人，
丹生健一，稲垣　宏：唾液腺腺様嚢胞癌における MYB/
MYBL1 遺伝子関連異常の検索．第 47 回日本頭頸部癌学
会総会・学術講演会，2023，（大阪），［口演］	

032	 下田　光，手島直則，村瀬貴幸，長尾俊孝，草深公秀，
中黒匡人，浦野　誠，田口健一，山元英崇，加納里志，
多田雄一郎，塚原清彰，大上研二，鬼塚哲郎，藤本保志，
川北大介，櫻井一生，花井信広，長尾　徹，河田　了，
羽藤直人，丹生健一，稲垣　宏：唾液腺腺様嚢胞癌 cN0/
pN0 症例における予後スコアの作成．第 47 回日本頭頸部
癌学会総会・学術講演会，2023，（大阪），［口演］

033	 花井信広：ライブサージャリー～国産マイクロ波デバイ
スを用いた頸部郭清術～．第 85 回耳鼻咽喉科臨床学会総
会・学術講演会，2023，（東京），［座長］

034	 花井信広：再発・転移頭頸部癌の実臨床における ICI の
治療選択とその実践，第 85 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・
学術講演会，2023，（東京），［ランチョンセミナー］

035	 塚本康二，別府慎太郎，各務雅基，鈴木秀典，花井信広：
COVID-19 感染後に自然消退した頸部食道癌の 1 例．第
85 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会，2023，（東
京），［ポスター］

036	 吉澤宏一，鈴木秀典，西川大輔，別府慎太郎，寺田星乃，
岸川敏博，各務雅基，塚本庸二，花井信広：頭蓋底手術
における再手術を中心とした合併症の検討．第 35 回日本
頭蓋底外科学会，2023，（東京），［口演］

037	 花井信広：頭頸部外科月間．あいち市民公開講座．2023，
（名古屋），［司会］
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038	 西川大輔：機器の取り扱いについて．口腔がんアルミノッ
クス治療 ハンズオン講習会，2023，（東京），［講演］

039	 花井信広：甲状腺がんの手術手技を考える．頭頸部手術
手技セミナーin 東北 2023，（盛岡・Web），［講演］

040	 花井信広：再発進行口腔がんに対する他科連携と頭頸部
アルミノックス治療の実際．頭頸部・歯科口腔外科アル
ミノックス治療講演会，2023，（Web），［講演］

041	 花井信広：中・下咽頭 2．第 36 回日本口腔・咽頭科学会
総会ならびに学術講演会，2023，（高知），［座長］

042	 花井信広：悪性腫瘍・自己免疫疾患．第 62 回日本鼻科学
会総会・学術講演会，2023，（三重），［座長］

043	 花井信広：再発転移頭頸部癌に対する ICI の使いどころ，
やめどころ．第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，（横
浜），［シンポジウム座長］

044	 清水　康，高橋俊二，折舘伸彦，田中　薫，藤本保志，
松本光史，横田知哉，山崎知子，高橋雅信，上田　勉，
花井信広，山口博紀，原　浩樹，吉崎智一，安松隆治，
中山雅博，志賀清人，藤井　隆，三ツ木健二，高橋健一，
野 畑 二 次 郎，Gumuscu Burak，Lerman Nati， 田 原　
信：再発または転移頭頸部扁平上皮癌に対する一次治療
としてのペムブロリズマブ　KEYNOTE-048 試験の日本
人サブグループを対象とした 5 年間の最新情報．第 61 回
日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［口演］

045	 寺田星乃：奥深い頭頸部超音波の世界，ちょっとのぞい
てみませんか？．第 77 回東海エコーカンファレンス，
2023，（名古屋），［特別講演］

046	 松塚　崇，塚原清彰，吉本世一，近松一朗，塩谷彰浩，
篠崎　剛，榎木祐一郎，大峡慎一，川北大介，花井信広，
中多祐介，福田裕次郎，西川大祐，木村隆浩，平川　仁，
長谷川泰久：微小な口腔癌センチネルリンパ節転移は頸　
部郭清を省略できるか．第 25 回 SNNS 研究会学術集会，
2023，（東京），［シンポジウム］

047	 花井信広：頭頸部難症例に対する外科的アプローチ．愛
知県頭頸部癌 WEB 講演会，2023，（Web），［講演］

048	 花井信広：病む人の気持ちを考えるセッション２「気管
食道科領域がん患者の HR-QOL の向上を求めたチーム医
療」．第 74 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演
会，2023，（福岡），［セッション座長］

049	 長縄弥生，花井信広：歯科衛生士として行う支援活動に
ついて．第 74 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講
演会，2023，（福岡），［セッション］

050	 岩井美世子，中山衣代，松浦由紀子，花井信広：高齢が
ん患者の治療における支援システムの整備．第 74 回日本
気管食道科学会総会ならびに学術講演会，2023，（福岡），

［パネルディスカッション］
051	 鈴木秀典，灰本章一，稲葉吉隆，立花弘之，高成啓介，

安藤正志，吉澤宏一，花井信広：術後創部感染後の再発
性嗅神経芽細胞腫にペプチド受容体核医学内用療法を施
工した1例．第63回日本核医学会学術総会，2023，（大阪），

［口演］
052	 花井信広：難治性頭頸部癌の治療戦略－外科治療から薬

物療法まで含めた集学的治療－．オプジーボ WEB セミ

ナー，2023，（Web），［講演］
053	 花井信広：リンパ節診断（治療効果判定）に必要な知識・

検査手技（超音波による効果判定の普及にむけて）．第
51 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会，2023，（東
京），［座長］

054	 寺田星乃：頸部リンパ節転移の治療効果判定にどのモダ
リティを用いるか？．第 51 回日本乳腺甲状腺超音波医学
会学術集会，2023，（東京），［口演］

055	 花井信広：第 3 回頭頸部がんサポート研究会，2023，（福
岡），［閉会挨拶］

056	 花井信広：エネルギーデバイスの使用法．第 33 回日本頭
頸部外科学会総会ならびに学術講演会，2024，（松山），［教
育セミナー］

057	 鈴木秀典，西川大輔，別府慎太郎，寺田星乃，澤部　倫，
花井信広：鼻副鼻腔癌における 18F- フルオロデオキシグ
ルコースの取り込みと上皮成長因子受容体の変異状態と
の関連．第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講
演会，2024，（松山），［口演］

058	 寺田星乃：頭頸部癌診療における超音波診断．第 33 回日
本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会，2024，（松
山），［ハンズオンセミナー］

059	 岸川敏博，寺田星乃，別府慎太郎，西川大輔，鈴木秀典，
花井信広：進行舌癌における対側頸部リンパ節転移予測
因子の検討．第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学
術講演会，2024，（松山），［口演］

060	 各務雅基，萩原純孝，別府慎太郎，寺田星乃，岸川敏博，
西川大輔，鈴木秀典，吉澤宏一，塚本康二，高成啓介，
花井信広：TruMatch Reconstruction システムを用いた
頭頸部癌に対する下顎再建の工夫．第 33 回日本頭頸部外
科学会総会ならびに学術講演会，2024，（松山），［口演］

061	 角木拓朗，寺田星乃，鈴木秀典，西川大輔，萩原純孝，
別府慎太郎，岸川敏博，吉澤宏一，各務雅基，塚本康二，
島袋拓也，花井信広：当院におけるぺムブロリズマブ使
用症例の検討．第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに
学術講演会，2024，（松山），［口演］

062	 川浦　僚，小泉麻里子，角木拓朗，飯沼亮太，奥田　弘，
寺澤耕佑，森　健一，柴田博史，大橋敏充，小川武則：
入院中の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）罹患
が頭頸部癌治療へ及ぼした影響．第 33 回日本頭頸部外科
学会総会ならびに学術講演会，2024，（松山），［口演］

063	 西川大輔，別府慎太郎，鈴木秀典，寺田星乃，岸川敏博，
花井信広：中咽頭癌に対する Rotating and Switching 
technique の有効性と安全性．第 16 回日本ロボット外科
学会学術集会，2024，（米子），［口演］

064	 花井信広：「腫瘍内科医に知って欲しい外科治療の進歩」
頭頸部がん領域．第 21 回 日本臨床腫瘍学会，2024，（名
古屋），［シンポジウム］

065	 花井信広：ICI 後の救済化学療法の重要性と How to．
Erbitux HN Web Seminar，2024，（Web），［座長］

066	 塚本康二，西川大輔，角木拓朗，島袋拓也，各務雅基，
吉澤宏一，岸川敏博，寺田星乃，別府慎太郎，鈴木秀典，
花井信広：初回治療 16 年後の同部位に発生した横紋筋肉
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腫の一例．第 40 回東海頭頸部腫瘍研究会，2024，（名古
屋），［口演］

067	 西川大輔：機能温存を目的とした再発上歯肉癌への頭頸
部アルミノックス治療経験．Web 講演会「頭頸部アルミ
ノックス治療の歩き方」，（WEB），［講演］

068	 別府慎太郎，門脇重憲，高成啓介，立花栄二，岡田　健，
棚橋邦明，花井信広：救済頭蓋底手術後局所再発に対し
薬物療法が著効し頭蓋底に巨大な空洞を認めた 1 例．第
39 回 東海頭蓋底外科研究会，2024，（名古屋），［口演］

形成外科部

001	 Takanari K, Nakamura R, Nakakawaji M, Oyama A, 
Maruyama Y, Okumura S, Hagiwara S, Hanai N：
Maxillary Reconstruction with Two Free Flaps for 
Defects Involving the Bilateral Maxillae. International 
session 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 , 2023, 

（Nagasaki）, ［oral presentation］
002	 Nakamura R, Takanari K, Nakakawaji M, Oyama A, 

Maruyama Y, Okumura S：Microvascular anastomotic 
aneurysm after free jejunal transfer: case report. The 
15th Japan-Korea Congress of Plastic and Reconstructive 
Surgery, 2023, （Kitakyushu）, ［oral presentation］

003	 Takanari K, Nakamura R, Nakakawaji M, Oyama A, 
Maruyama Y, Okumura S, Hagiwara S, Hanai N,：
Mandible Reconstruction - Our Strategy and Recent 
Topics –. The 15th Japan-Korea Congress of Plastic and 
Reconstructive Surgery, 2023, （Kitakyushu）, ［Panel 
discussion］

004	 Nakamura R, Takanari K, Nakakawaji M, Oyama A, 
Maruyama Y, Okumura S, Hanai N, Hyodo I：
Rec ip i en t  ve i n  s e l e c t i on  f o r  head  and  neck 
reconstruction in patient with internal jugular vein 
resection. 7th World Congress of the International 
Federation of Head and Neck Societies 2023, 2023, 

（Rome）, ［poster］
005	 Nakamura R, Takanari K, Nakakawaji M, Oyama A, 

Maruyama Y, Okumura S, Hanai N, Hyodo I：
Rec ip i en t  ve i n  s e l e c t i on  f o r  head  and  neck 
reconstruction in patient with internal jugular vein 
resection. 12th Congress of the World Society for 
Reconstructive Microsurgery 2023, 2023, （Singapore）, 

［poster］
006	 Takanari K, Uchibobri T, Nakamura Y, Nakamura 

R, Nakakawaji M, Oyama A, Maruyama Y, 
Okumura S, Kamei Y：Secondary contralateral DIEP/
MS2 VRAM flap transfer for reconstructing facial 
deformity after VRAM flap reconstruction. 12th 
Congress of the World Society for Reconstructive 
Microsurgery  2023 ,  2023 ,  （S ingapore）,  ［ora l 
presentation］

007	 Nakamura R, Takanari K, Nakakawaji M, Nabetani 
S, Uchikoshi H, Maruyama Y, Okumura S, Hyodo I：
Comparison of Postoperative Function of Mandibular 
Reconstruction: a Propensity Score-Overlap Weighted 
Analysis. PRS KOREA 2023, 2023, （Seoul）, ［oral 
presentation］

008	 Takanari K, Nakamura R, Nakakawaji M, Oyama A, 
Maruyama Y, Okumura S, Hagiwara S, Hanai N：
Bilateral Maxillary Reconstruction with Two Free Flaps. 
PRS KOREA 2023, 2023, （Seoul）, ［oral presentation］	

009	 中村亮太，髙成啓介，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子，望月扶美子，西村聖子，小沢あゆみ，須貝潤
子：スマートフォンを用いたリンパ浮腫評価に関する検
討，第15回がんのリンパ浮腫研究会，（名古屋），2023，［一
般演題］

010	 中村亮太，髙成啓介，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子，別府慎太郎，花井信広：遊離空腸移植術後 2
週間目に血管吻合部仮性動脈瘤が発見された症例．第 39
回東海頭頸部腫瘍研究会，2023，（名古屋），［一般演題］

011	 高成啓介，中村亮太，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子，萩原純孝，花井信広：両側上顎を含む欠損に
対する 2 つの遊離皮弁を用いた上顎再建，第 39 回東海頭
頸部腫瘍研究会，2023，（名古屋），［一般演題］

012	 高成啓介，中村亮太，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子：悪性腫瘍切除後無眼球眼窩に対する治療戦略．
第 34 回日本眼瞼義眼床学会，2023，（新潟），［シンポジ
ウム］

013	 中村亮太，髙成啓介，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子：当院における頭頸部癌切除後の再建における
喉頭挙上術に関する検討．第 46 回日本嚥下医学会総会，
2023，（名古屋）， ［一般演題］

014	 大山　葵，高成啓介，中村亮太，中川路美雲，丸山陽子，
奥村誠子：高齢患者の耳下腺全摘・顔面神経合併切除に
対する即時神経再建・静的再建の併用．第 78 回東海形成
外科学会，2023，（三島），［一般演題］

015	 高成啓介，中村亮太，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子，花井信広，立花栄二：欠損部位・組織別の頭
蓋底再建法，第 38 回東海頭蓋底外科研究会，2023，（名
古屋），［教育講演］

016	 中村亮太，髙成啓介，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子：当院における頭頸部癌切除後の再建における
喉頭挙上術に関する検討．第 66 回日本形成外科学会総
会・学術集会，2023 ，（長崎），［一般演題］

017	 丸山陽子，奧村誠子，中村亮太，大山　葵，中川路美雲，
高成啓介：乳房温存乳房切除におけるポリエチレンジェ
ルシートを用いた乳房シーネでの術後乳頭上方変位予防
対策．第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会，2023 ，

（長崎），［一般演題］
018	 中川路美雲，高成啓介，中村亮太，大山　葵，丸山陽子，

奥村誠子：口腔がん切除再建術後の感染を減少させるた
めの当院の工夫，第 66 回日本形成外科学会総会・学術集
会，2023，（長崎），［一般演題］
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019	 大山　葵，奥村誠子，丸山陽子，中川路美雲，中村亮太，
高成啓介：乳房１次再建後の局所再発 33 例の検討．第
66 回日本形成外科学会総会・学術集会，2023，（長崎），［一
般演題］

020	 奥村誠子：一次乳房再建後の術後慢性疼痛の検討．第 66
回日本形成外科学会総会・学術集会，2023，（長崎），［一
般演題］

021	 丸山陽子，奧村誠子，中村亮太，中川路美雲，鍋谷峻也，
打越大登，高成啓介：乳房温存乳房切除におけるポリエ
チレンジェルシートを用いた乳房シーネでの術後乳頭上
方変位予防対策．第 31 回乳癌学会学術集会，2023，（横
浜），［ポスター］

022	 中村亮太，髙成啓介，中川路美雲，大山　葵，丸山陽子，
奥村誠子，別府慎太郎，花井信広：遊離空腸移植術後 17
日目に微小血管吻合部に仮性動脈瘤が発見された症例．
第 47 回日本頭頸部癌学会，2023，（大阪），［一般演題］

023	 高成啓介，中村亮太，中川路美雲，打越大登，鍋谷峻矢，
丸山陽子，奥村誠子，花井信広，立花栄二：前頭蓋底広
範囲切除後の組織欠損に対する治療戦略．第 35 回日本頭
蓋底外科学会，2023，（東京），［シンポジウム］

024	 打越大登，中村亮太，中川路美雲，鍋谷峻矢，丸山陽子，
奥村誠子，高成啓介：内頸静脈部分欠損の修復に用いた
大伏在静脈の分枝を移植床血管とした遊離前外側大腿皮
弁の経験．第 57 回中部形成外科学会学術集会，2023 ，（浜
松），［一般演題］

025	 鍋谷峻矢，打越大登，中村亮太，中川路美雲，丸山陽子，
奥村誠子，高成啓介：喉頭全摘後の皮弁による再建．第
57 回中部形成外科学会学術集会，2023，（浜松），［一般
演題］

026	 中川路美雲，丸山陽子，奥村誠子，大山　葵，高成啓介，
中村亮太：閉鎖式陰圧ドレーンにおける陰圧差の３群比
較検討．第 15 回日本創傷外科学会総会・学術集会，
2023，（東京），［一般演題］

027	 高成啓介，中村亮太，中川路美雲，打越大登，鍋谷峻矢，
丸山陽子，奥村誠子，萩原純孝，花井信広：下顎再建に
おけるわれわれの治療戦略．第 100 回北陸形成外科学会，
2023，（金沢），［特別講演］

028	 丸山陽子，奧村誠子，茂木公佑，中川路美雲，鍋谷峻也，
打越大登，高成啓介：乳頭温存乳房切除術におけるポリ
エチレンジェルシートを用いた乳房シーネでの術後乳頭
上方偏位の経時的評価． 第 11 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会，2023，（茨城），［一般演題］

029	 丸山陽子，奧村誠子，茂木公佑，中川路美雲，鍋谷峻也，
打越大登，高成啓介：乳癌手術と１次再建時に乳房低形
成を呈さない先天性胸筋欠損症が発覚した１例．第 11 回
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，2023，

（茨城），［一般演題］
030	 打越大登，丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，中川路美雲，

鍋谷峻矢，高成啓介：遊離腹部皮弁による乳房再建後に
非結核性皮膚抗酸菌感染症を発症した一例．第 11 回日本
乳房オンコプラスティックサージャリー学会，2023，（茨
城），［一般演題］

031	 鍋谷峻矢，丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，中川路美雲，
打越大登，高成啓介：脂肪注入後による豊胸手術後の乳
癌にて一次一期インプラント再建を施行した 2 例．第 11
回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，
2023，（茨城），［一般演題］

032	 中川路美雲，丸山陽子，奥村誠子，大山　葵，中村亮太，
高成啓介：1 次 1 期インプラント再建後の modified star 
flap による乳頭再建の形状に関する経時的変化．第 11 回
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，2023，

（茨城），［一般演題］
033	 奥村誠子：インプラントの選択基準―当院における 1 次

1 期再建．第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会，2023，（茨城），［パネルディスカッション］

034	 奥村誠子：HBOC 保険収載後の変化と再建・手術合併症 
―人工物再建の問題点 形成外科の立場からー．第 11 回
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，2023，

（茨城），［パネルディスカッション］
035	 奥村誠子：やっぱりアナトミカルが好き．第 11 回日本乳

房オンコプラスティックサージャリー学会，2023，（茨
城），［パネルディスカッション］

036	 茂木公佑，打越大登，中川路美雲，鍋谷峻矢，中村亮太，
丸山陽子，奥村誠子，高成啓介：頬粘膜癌切除後の再建
術式の検討．第79回東海形成外科学会，2023，（三島），［一
般演題］

037	 中川路美雲，髙成啓介，打越大登，鍋谷峻矢，茂木公佑，
丸山陽子，奥村誠子：下顎区域切除再建術後の顎関節脱
臼のリスク因子に関する検討．第 41 回日本頭蓋顎顔面外
科学会総会学術集会，2023，（淡路），［一般演題］

038	 髙成啓介，中川路美雲，打越大登，鍋谷峻矢，茂木公佑，
丸山陽子，奥村誠子，萩原純孝，花井信広：TRUMATCH 
Reconstruction system を用いた下顎再建シミュレーショ
ンにおける骨配置の検討（ACC アルゴリズムについて）．
第 41 回日本頭蓋顎顔面外科学会総会学術集会，2023，（淡
路），［一般演題］

039	 打越大登，中村亮太，中川路美雲，鍋谷峻矢，丸山陽子，
奥村誠子，高成啓介：内頸静脈部分欠損の修復に用いた
大伏在静脈の分枝を移植床血管とした遊離前外側大腿皮
弁の経験．第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会，2023，（名古屋），［一般演題］

040	 茂木公佑，打越大登，中川路美雲，鍋谷峻矢，中村亮太，
丸山陽子，奥村誠子，高成啓介：頬粘膜癌切除後の再建
術式の検討．第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術
集会，2023，（名古屋），［一般演題］

041	 鍋谷峻矢，打越大登，中村亮太，中川路美雲，丸山陽子，
奥村誠子，高成啓介：骨盤内蔵全摘術後の有茎前外側大
腿皮弁による再建．第 50 回日本マイクロサージャリー学
会学術集会，2023，（名古屋），［一般演題］

042	 中村亮太，髙成啓介，打越大登，鍋谷峻矢，中川路美雲，
丸山陽子，奥村誠子，兵藤伊久夫：逆確立重みづけ法を
用いた下顎再建における再建皮弁による術後機能の検討．
第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集会，2023，

（名古屋），［一般演題］
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043	 奥村誠子：乳房再建でのエネルギーデバイスを用いた穿
通 枝 皮 弁 の 血 管 周 囲 操 作 ―LigaSureTM Exact と
HARMONIC FOCUS．第50回日本マイクロサージャリー
学会学術集会，2023，（名古屋），［一般演題］

呼吸器外科部

001	 坂倉範昭：愛知県がんセンター呼吸器外科部における手
術アプローチの数々―低侵襲手術から拡大手術まで．御
茶ノ水胸部外科手術手技セミナー，2023，（東京），［特別
講演］

002	 坂倉範昭，瀬戸克年，鈴木あゆみ，篠原周一，高橋祐介，
黒田浩章：開胸法のベーシックとアドバンス―視野と侵
襲のバランスと工夫．第 40 回日本呼吸器外科学会，
2023，（新潟），［シンポジウム］

003	 坂倉範昭：肺癌に対する区域切除術標準化のためにすべ
きこと．第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会，2023，

（仙台），［ランチョンセミナー］
004	 坂倉範昭：愛知県がんセンター呼吸器外科部における縦

隔腫瘍手術アプローチの数々．第 43 回胸腺研究会，
2023，（京都），［特別講演セミナー］

005	 瀬戸克年，真砂勝泰，高橋祐介，坂倉範昭：間質性肺炎
合併肺癌の周術期管理．第 45 回日本呼吸療法医学会学術
集会，2023，（愛知），［シンポジウム］

006	 瀬戸克年，岩清水寿徳，則竹　統，松井琢哉，坂倉範昭：
超低肺機能患者 肺底部結節に対する部分切除の経験．
2023 Tokai Thoracic Academy，2023，（web），［一般演
題］

007	 瀬戸克年，岩清水寿徳，則竹　統，松井琢哉，坂倉範昭：
脈管侵襲を介する中枢進展を示した末梢型小型肺腺癌の
一切除例．第 124 回日本肺癌学会中部支部学術集会，
2024，（愛知），［一般演題］

008	 松井琢哉，松下博和，山口　類，篠原周一，杉田裕介，
鈴木あゆみ，高橋祐介，坂倉範昭，黒田浩章，高野崇継，
中村龍二，小田梨紗，立松　勉，横田圭右，奥田勝裕：
ヒト白血球型抗原（Human Leukocyte Antigen）遺伝子
解析を用いた非小細胞肺癌の術後再発予測．第 123 回日
本外科学会定期学術集会，2023，（東京），［一般講演］

009	 松井琢哉，高橋祐介，篠原周一，鈴木あゆみ，瀬戸克年，
坂倉範昭，高野崇継，中村龍二，小田梨紗，立松　勉，
横田圭右，奥田勝裕，黒田浩章：臨床病期 IA 期非小細
胞肺癌への肺区域切除術 腫瘍局在による治療成績への影
響．第 46 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，2023，（東
京），［一般講演］

010	 松井琢哉，高橋祐介，瀬戸克年，坂倉範昭，高野崇継，
中村龍二，小田梨紗，立松　勉，横田圭右，奥田勝裕，
黒田浩章：非小細胞肺癌の局在が肺区域切除術へ及ぼす
影響 傾向スコアマッチング解析による評価．第 40 回日
本呼吸器外科学会学術集会，2023，（新潟），［一般講演］

011	 松井琢哉，高橋祐介，篠原周一，鈴木あゆみ，瀬戸克年，
坂倉範昭，高野崇継，千馬謙亮，中村龍二，小田梨紗，

立松　勉，横田圭右，奥田勝裕，黒田浩章：肺実質深部
に位置する臨床病期 IA 期非小細胞肺癌に対する肺区域
切除術の治療成績．第 76 回日本胸部外科学会定期学術集
会，2023，（仙台），［ポスター］

012	 松井琢哉，瀬戸克年，坂倉範昭，中村龍二，小田梨紗，
立松　勉，横田圭右，奥田勝裕，黒田浩章：肺実質深部
に位置し CTR が 0.5 を超える臨床病期 IA 期非小細胞肺
癌への区域切除術．第 36 回日本内視鏡外科学会総会，
2023，（横浜），［一般講演］

013	 松井琢哉，岩清水寿徳，則竹　統，瀬戸克年，坂倉範昭，
福嶋恭啓，小笠原仁子，岡村文子，村岡大輔，松下博和，
山口　類，高野崇継，中村龍二，小田梨紗，立松　勉，
横田圭右，奥田勝裕：HLA 遺伝子解析とネオ抗原予測に
よる非小細胞肺癌の再発リスク評価．第 124 回日本肺癌
学会中部支部学術集会，2024，（愛知），［一般講演］

014	 岩清水寿徳，瀬戸克年，松井琢哉，則竹　統，坂倉範昭：
術前に肺肉腫との鑑別に苦慮した右肺下葉原発炎症性筋
線維芽細胞腫瘍の 1 切除例．第 124 回日本肺癌学会中部
支部学術集会，2024，（愛知）， ［口演］

乳腺科部

001	 Terata K, Sagara Y, Shien T, Sakai T, Takayama S, 
Kitagawa D, Iwatani T,Tsukioki T, Ogit Ma, 
Sanuki N, Yoshida M, Tsuda H, Yamamoto S, Iwata 
H：Tailored axillary surgery （TAS） in patients with 
clinically node-positive breast cancer in the upfront 
surgery setting: A prospective, single-arm, multicenter 
trial. 2023 ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, 

［poster］
002	 Campone M, Ma C X, Laurentiis M, Iwata H, 

Hurvitz S A, Wander S A, Danso M A, Lu D R, 
Smith J P, Liu Y, Tran L, Anderson S, Hamilton E 
P：VERITAC-2: A global, randomized phase 3 study of 
ARV-471, a proteolysis targeting chimera （PROTAC） 
estrogen receptor （ER） degrader, vs fulvestrant in 
ER+/human epidermal growth factor receptor 2 

（HER2）- advanced breast cancer. 2023 ASCO Annual 
Meeting, 2023, （Chicago）, ［poster］

003	 Iwata H, Niikura N, Sueki H, Aruga T, Mukohara T, 
Kobayashi K, Yasojima H, Nakayama T, Toyama T, 
Ishida T, Yamashita T, Takahashi M, Fujii T, El-
Hashimy M, Miller M K, Kurihara R：EPIK-B6: A 
phase 2, open-label, 2-part, multicenter study of alpelisib 
in  combinat ion with fu lvestrant  for  men and 
postmenopausal women with PIK3CA mutation HR–
positive, HER2-negative, advanced breast cancer, which 
progressed on/after aromatase inhibitor treatment in 
Japan. 2023 ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, 

［poster］
004	 Krop I E, Wildiers H, Hurvitz S A, Cortes J, Im S, 
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Iwata H, Andre F, Saura C, Modi S, Kim S, Egorov 
A, Mathias E, Cathcart J, Cagnazzo A, Cheng Y, 
Park Y H：An age-specif ic pooled analysis of 
trastuzumab deruxtecan （T‑DXd） in patients （pts） with 
HER2-positive （HER2+） metastatic breast cancer 

（mBC） from DESTINY-Breast01, -02, and -03. 2023 
ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［oral］

005	 Shien T, Hara F, Aogi K, Yanagita Y, Tsuneizumi 
M, Yamamoto N, Matsumoto H, Suto A, Watanabe 
K, Harao M, Kanbayashi C, Ito M, Kadoya T, Anan 
K, Maeda S, Sasaki K, Ogawa G, Fukuda H, Iwata 
H：A randomized controlled trial comparing primary 
tumor resection plus systemic therapy with systemic 
therapy alone in metastatic breast cancer （PRIM-BC）: 
Japan Clinical Oncology Group study JCOG1017. 2023 
ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［poster 
discussion］

006	 Takahashi Y, Sasada S, Kondo N, Hashimoto H, 
Terata K, Sagara Y, Naito Y, Kida K, Ueno T, 
Anan K, Suto A, Kanbayashi C, Takahashi M, 
Nakamura R, Ishiba T, Tsuneizumi M, Nishimura 
S, Hara F, Shien T, Iwata H：Prognostic impact of 
adjuvant endocrine therapy for estrogen receptor-
positive and HER2-negative T1a/bN0M0 breast cancer. 
2023 ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［poster］

007	 Yamamoto Y, Iwata H, Takahashi M, Yoshinami T, 
Ueno T, Toyama T, Yamanaka T, Takano T, 
Kashiwaba M, Tsugawa K, Hasegawa Y, Tamura K, 
Tada H, Hara F, Taira N, Saji S, Morita S, Toi M, 
Ohno S, Masuda N：Pertuzumab retreatment in 
patients with HER2-positive locally advanced/metastatic 
breast cancer: Overall survival results of a phase III 
randomized trial （JBCRG-M05: PRECIOUS）. 2023 ASCO 
Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［poster discussion］

008	 Rugo H S, Oliveira M, Howell S J, Dalenc F, Cortes 
J, Gomez H L, Hu X, Iwata H, Jhaveri K L, Loibl S, 
Murillo S M, Okera M, Park Y H, Sohn J, Zhukova 
L, Logan J, Twomey K, Khatun M, D'Cruz C M, 
Turner N C：Capivasertib （C） and fulvestrant （F） for 
patients （pts） with aromatase inhibitor （AI）-resistant 
HR+/HER2– advanced breast  cancer  （ABC）: 
Characterization and management of common adverse 
events （AEs） from the phase 3 CAPItello-291 trial. 2023 
ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［oral］

009	 Iwata H, Naito Y, Hattori M, Yoshimura A, 
Yonemori K, Aizawa M, Mori Y, Yoshimitsu J, 
U m e y a m a  Y ,  M u k o h a r a  T ： S a f e t y  a n d 
pharmacokinetics （PK） of vepdegestrant in Japanese 
patients with estrogen receptor （ER）+/human 
epidermal growth factor receptor 2 （HER2）- advanced 
breast cancer: Results from a Japanese phase I study. 
ESMO Asia Congress 2023, 2023, （Singapore）, ［poster］

010	 Iwata H, Hamilton E.P., Ma C.X., M. Laurentiis D, 
Hurvitz S.A., Wander S.A., Danso M.A., Lu D.R., 
Perkins J, Liu Y, Tran L, Anderson S, Chappey C, 
Yang D.Z., Campone M：Global phase III studies 
evaluating vepdegestrant in estrogen receptor （ER）+/
human epidermal growth factor receptor 2 （HER2）- 
advanced breast cancer: VERITAC-2 and VERITAC-3. 
ESMO Asia Congress 2023, 2023, （Singapore）, ［poster］

011	 Modi S, Jacot W, Iwata H, Park Y.H., Losada M.J. V, 
Li W, Tsurutani J, Zaman K, Ueno N.T., Prat A, 
Papazisis K, Rugo H.S., Harbeck N, Im S, 
Laurentiis M.D, Orbegoso C.M.A., Yung L, Cheng F, 
Cheng Y, Cameron D.A.：Trastuzumab deruxtecan 

（T-DXd） versus treatment of physician’s choice （TPC） 
in patients （pts） with HER2-low unresectable and/or 
metastatic breast cancer （mBC）: Updated survival 
results of the randomized, phase III DESTINY-Breast04 
study. ESMO Asia Congress 2023, 2023, （Singapore）, 

［oral］
012	 Iwata H：New algorithm for HER2 positive mBC 

obtained complete clinical response （cCR）. ESMO Asia 
Congress 2023, 2023, （Singapore）, ［oral educational］

013	 Hamilton E, Ma C.X., Laurentiis M.D, Iwata H, 
Hurvitz S.A., Wander S.A., Danso M.A., Lu D.R., 
Perkins J, Liu Y, Tran L, Anderson S, Campone 
M：VERITAC-2: a global, randomized phase 3 study of 
ARV-471 ,  a  PROteo lys i s  TArget ing  Ch imera 

（PROTAC） estrogen receptor （ER） degrader, vs 
fulvestrant in ER+/human epidermal growth factor 
receptor 2 （HER2）- advanced breast cancer. ESMO 
Asia Congress 2023, 2023, （Singapore）, ［poster］

014	 Kotani H, Kureyama N, Kusudo M, Komaki R, 
Nakakami A, Endo Y, Kataoka A, Yoshimura A, 
Hattori  M,  Sawaki  M,  Iwata H：Survey o f 
Questionnaires on the Efficacy and Cost of Scalp Cooling 
Devices in Breast Cancer Patients. San Antonio Breast 
Cancer Symposium, 2023, （San Antonio）, ［poster］

015	 Hattori M, Lee V.S., Naito Y, Yamanaka T, 
Yasojima H, Nakamura R, Fujisawa T, Imai M, 
Nakamura Y, Bando H, Kawaguchi T, Yoshino T, 
Iwata H：Circulating tumor DNA mutation landscape 
in HR+/HER2 patients with mBC treated with cyclin-
depended kinase 4/6 inhibitors in the SCRUM-Japan 
MONSTAR-SCREEN study. San Antonio Breast Cancer 
Symposium, 2023, （San Antonio）, ［poster］

016	 Kureyama N, Kusudo M, Nakakami A, Komaki R, 
Endo Y, Nozawa K, Kataoka A, Kotani H, 
Yoshimura A, Hattori M, Sawaki M, Iwata H：The 
comparison of HER2-low and HER2 0 in ductal 
carcinoma in situ （DCIS） for breast cancer. San Antonio 
Breast Cancer Symposium, 2023, （San Antonio）, 

［poster］
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017	 澤木正孝：Curren t  t r ea tment s，perspec t i ve s，
management of cardiovascular disease，needs for 
cardio-oncology team support and future guideline in 
women with Breast Cancer．第 88 回日本循環器学会学
術集会，2024，（神戸），［口演］

018	 吉村章代，岩田広治，Hurvitz SA，Hegg R，Chung 
W-P，Im S-A，Jacot W，Ganju V，Wing J，Chiu Y，
Xu B，Hamilton E，Madhusudan S，Altintas S，
Henning J-W，Curigliano G，Manuel J，Garcia P，
Egorov A，Liu Y，Cathcart J，Ashfaque S，Cortés 
J：HER2 陽性転移再発乳癌患者を対象とした DESTINY-
Breast03 試験：第 2 回 OS 中間解析．第 31 回日本乳癌学
会学術総会，2023，（横浜），［口演］

019	 澤木正孝，柴田雅央：心機能疾患の合併のある HER2 陽
性乳がん患者に対してトラスツズマブおよびペルツズマ
ブの投与は推奨されるか．第 88 回日本循環器学会学術集
会，2024，（神戸），［口演］

020	 澤木正孝，岩田広治，能澤一樹，服部正也，吉村章代，
小谷はるる，片岡愛弓，遠藤由香，尾崎友理，磯谷彩夏，
小牧里恵，中神　光：大規模診療データベースを用いた
進行再発乳がんにおける薬剤のリアルワールドデータ研
究と展望．第 31 回日本乳癌学会学術総会，2023，（横浜），

［口演］
021	 服部正也，遠藤由香，小谷はるる，佐々木英一，澤木正孝，

吉村章代，片岡愛弓，能澤一樹，中神　光，小牧里恵，
細田和貴，岩田広治：術前化学療法を行う臨床的リンパ
節転移陽性の HER2 陽性およびトリプルネガティブ乳癌
における腋窩リンパ節転移消失の予測とその予後．第
123 回日本外科学会定期学術集会，2023，（東京），［口演］

022	 服部正也：術前化学療法が奏効した広範な石灰化を有す
る HER2 type 乳癌に対して乳房手術の De-escalation は
可能か？　―「可能」の立場から―．第 123 回日本外科
学会定期学術集会，2023，（東京），［口演］

023	 服部正也：HER2 陰性乳癌の周術期薬物療法．第 61 回日
本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［口演］

024	 片岡愛弓，小牧里恵，中神　光，磯谷彩夏，遠藤由香，
尾崎友理，能澤一樹，小谷はるる，吉村章代，服部正也，
澤木正孝，市川眞琴，高磯伸枝，井本逸勢，岩田広治：
HBOC 診断に対する BRACAanalysis 提案後の検査実施
状況に関する検討．第 31 回日本乳癌学会学術総会，
2023，（横浜），［ポスター］

025	 小牧里恵，澤木正孝，服部正也，吉村章代，小谷はるる，
片岡愛弓，能澤一樹，遠藤由香，磯谷彩夏，中神　光，
岩田広治：術前化学療法施行後の乳房温存手術に対して
切除範囲決定方法の検討．第31回日本乳癌学会学術総会，
2023，（横浜），［ポスター］

026	 遠藤由香，小谷はるる，田村宜子，田中希世，工藤千穂，
中神　光，小牧里恵，磯谷彩夏，尾崎友理，能澤一樹，
片岡愛弓，吉村章代，服部正也，澤木正孝，細田和貴，
川端英孝，岩田広治：ガイディングマーカーシステムを
使用した標的腋窩リンパ節切除の安全性と有用性を検討
する臨床試験．第 31 回日本乳癌学会学術総会，2023，（横

浜），［口演］
027	 遠藤由香，小谷はるる，服部正也，楠戸真帆，呉山菜梨，

小牧里恵，中神　光，能澤一樹，片岡愛弓，吉村章代，
服部正也，澤木正孝，岩田広治：Targeted  ax i l l a ry 
dissection 施行時に標的腋窩リンパ節の同定に苦慮した 1
例．第 20 回日本乳癌学会中部地方会，2023，（甲府），［録
音音声入りスライド］

028	 中神　光，澤木正孝，小牧里恵，磯谷彩夏，遠藤由香，
能澤一樹，尾崎友理，片岡愛弓，小谷はるる，吉村章代，
服部正也，岩田広治：ホルモン受容体陽性 HER2 陰性乳
癌の術後局蘇再発に対する根治的手術症例の検討．第 20
回日本乳癌学会中部地方会，2023，（甲府），［ポスター］

029	 中神　光，片岡愛弓，澤木正孝，楠戸真帆，呉山菜梨，
小牧里恵，遠藤由香，能澤一樹，小谷はるる，吉村章代，
服部正也，岩田広治： 再 発 乳 癌 治 療 中 に embryonal 
sarcoma を合併した Li-Fraumeni 要項軍の一例．第 20 回
日本乳癌学会中部地方会，2023，（甲府），［ビデオ］

030	 呉山菜梨，寺田満雄，楠戸真帆，能澤一樹，鰐渕友美，
浅野倫子，久田知可，加藤明子，森万希子，堀澤七恵，
遠山竜也：Twitter API を用いた SNS 上のがん情報の
ファクトチェック．第 31 回日本乳癌学会学術総会，
2023，（横浜），［口演］

消化器外科部

001	 Shinozuka T, Kanda M, Ito S, Mochizuki Y, 
Teramoto H, Ishigure K, Murai T, Asada T, 
Ishiyama A, Matsushita H, Tanaka C, Kobayashi D, 
Fujiwara M, Murotani K, Kodera Y：D2 lymph node 
dissection confers little benefit on the overall survival of 
older patients with resectable gastric cancer: a 
propensity score-matching analysis of a multi -
institutional dataset. IGCC2023, 2023, （横浜）, ［オーラル］

002	 Ishigami H, Omori T, Kodera Y, Yabusaki H, 
Fukagawa T, Imano M, Ito S, Tomita T, Yamaguchi 
H, Kitayama J：Combined intraperitoneal and systemic 
chemotherapy for gastric cancer with peritoneal 
metastasis. IGCC2023, 2023, （横浜）, ［オーラル］

003	 Natsume S, Shimizu Y, Asano T, Okuno M：
Comparison of remnant pancreatic function after 
pancreatoduodenectomy between invagination and duct-
to-mucosa pancreaticojejunostomy. 第 35 回日本肝胆膵外
科学会学術集会 , 2023, （東京）, ［ミニシンポジウム］

004	 Okuno M, Shimizu Y, Natsume S, Asano T, Nagino 
M：Outcomes of hepatopancreatoduodenectomy 
pursuing speed with quality. 第 35 回日本肝胆膵外科学会
学術集会 , 2023, （東京）, ［Next Generation Program］

005	 Asano T, Natsume S, Okuno M, Shimizu Y：Does 
neoadjuvant chemotherapy improve early recurrence of 
resectable pancreatic cancer?. 第 35 回日本肝胆膵外科学
会学術集会 , 2023, （東京）, ［ポスター］
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006	 小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤⼀成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，沖　哲，有竹　典，多
和⽥　翔，赤座　賢，清水泰博：直腸癌術後局所再発の
頻回手術の短期成績と人工肛門状態につての検討．第
109 回日本消化器病学会総会，2023，（長崎），［ミニオー
ラル］ 

007	 羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断を目指し
た新規治療方針―腫瘤を伴わない膵体尾部主膵管狭窄患
者に対する腹腔鏡下膵体尾部切除術―．第 109 回日本消
化器病学会総会，2023，（長崎），［パネルディスカッショ
ン］

008	 小森康司，山田一隆，味岡洋一，杉原健一：肛門管扁平
上皮癌における側方郭清の意義．第 123 回日本外科学会
定期学術集会，2023，（東京），［デジタルポスター］

009	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：局所進行食
道癌に対するロボット支援下食道切除術の手術手技の工
夫．第 123 回日本外科学会定期学術集会，2023，（東京），

［ワークショップ］
010	 夏目誠治，清水泰博，奥野正隆，浅野智成，小森康司，

伊藤誠二，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，
檜垣栄治，藤枝裕倫，佐藤雄介，大内　晶：自施設での
研究に応用可能な NCD 対応データベースの構築．第 123
回日本外科学会定期学術集会，2023，（東京），［サージカ
ルフォーラム］

011	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，伊藤誠二，小森康司，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，檜垣栄治，
藤枝裕倫，佐藤雄介，大内　晶，多和田　翔，有竹　典，
清水泰博：切除可能膵癌に対する術前化学療法の現状と
短期治療成績．第 123 回日本外科学会定期学術集会，
2023，（東京），［デジタルポスター］

012	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，梛野正人，清水泰博：
低侵襲食道切除術における硬膜外麻酔の周術期疼痛コン
トロールと短期成績への有用性．第 123 回日本外科学会
定期学術集会，2023，（東京），［サージカルフォーラム］

013	 大内　晶，金光幸秀，佐立　崚，濵口哲弥，塚本俊輔，
島田安博，猪股雅史，瀧井康公，小森康司，塩見明生，
塩澤　学，大植雅之，渡邉　純，伊藤雅昭，川島吉之，
小畠誉也，早田浩明，斉田芳久，橋本直佳，佐野裕亮：
Stage II/III 大腸癌の sidedness が予後に与える影響：
JCOG0205，JCOG0404，JCOG0910，JCOG1006 の 統 合
解析研究（JCOG2003A）．第 123 回日本外科学会定期学
術集会，2023，（東京），［ワークショップ］

014	 赤座　賢，檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，大内　晶，
佐藤雄介，奥野正隆，浅野智成，夏目誠治，木下敬史，
伊藤友一，三澤一成，小森康司，伊藤誠二，清水泰博：
80 歳以上の高齢者に対する胸腔鏡下食道亜全摘術で留意
すべき合併症，及び得られる予後の解析．第 123 回日本

外科学会定期学術集会，2023，（東京），［サージカルフォー
ラム］

015	 長尾拓哉，横山幸浩，安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，
伊藤誠二，小森康司，清水泰博：術前便中有機酸濃度と
食道切除術後合併症の検討．第 123 回日本外科学会定期
学術集会，2023，（東京），［サージカルフォーラム］

016	 清水泰博：司会．第 77 回手術手技研究会，2023，（愛知），
［サージカルフォーラム］

017	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，清水泰博：食道癌手術の Cutting edge ロボッ
ト支援下食道切除術による微細解剖を意識した縦隔リン
パ節郭清術．第77回手術手技研究会，2023，（愛知），［サー
ジカルフォーラム］

018	 三澤一成：司会．第 77 回手術手技研究会，2023，（愛知），
［サージカルフォーラム］

019	 伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，沖　哲，奥野正隆，浅
野智成，檜垣栄治，夏目誠治，木下敬史，安部哲也，小
森康司，清水泰博：腹腔鏡下・ロボット支援下胃全摘術
における Circular stapler を用いた食道空腸吻合再建の手
技と短期成績．第 77 回手術手技研究会，2023，（愛知），

［サージカルフォーラム］
020	 木下敬史：司会．第 77 回手術手技研究会，2023，（愛知），

［サージカルフォーラム］
021	 木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，

安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，清水泰博：右側結腸癌に対する腹腔鏡下
CME+D3 郭清．第 77 回手術手技研究会，2023，（愛知），

［サージカルフォーラム］
022	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，伊藤誠二，小森康司，

三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，清水泰博：胸腔鏡下食道亜全摘術における腹
腔鏡補助下胃管作成の工夫と有用性．第 77 回手術手技研
究会，2023，（愛知），［サージカルフォーラム］

023	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，清水泰博：胸部食道癌
根治術において左反回神経麻痺を来さない 106recL 郭清
心得 : 反回神経気管枝処理の重要性．第 66 回関西胸部外
科学会学術集会，2023，（大阪），［ビデオセッション］

024	 成田　潔，檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，清水泰博：
切除可能進行食道癌に対し NAC 施行後，根治的放射線
療法へ移行した症例の予後解析．第 66 回関西胸部外科学
会学術集会，2023，（大阪），［一般演題］

025	 小森康司，田中　努，長谷川貴章，稲葉吉隆，木下敬史，
佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，安部哲也，清水泰博：
骨盤内蔵器全摘術後における経回腸導管的逆行性内視鏡
による尿管ステント挿入の活用について．第 32 回骨盤外
科機能温存研究会，2023，（東京），［セッション］

026	 安部哲也：司会．第77回日本食道学会学術集会，2023，（大
阪），［一般演題］

027	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫：局所進行切除不能食道
癌に対するロボット支援下 Conversion 食道切除術の成
績．第 77 回日本食道学会学術集会，2023，（大阪），［ビ
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デオシンポジウム］
028	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，清水泰博：進行食道癌

に対し術前 DCF 療法後に根治的食道切除を受けた患者
の術後補助療法の適応．第 77 回日本食道学会学術集会，
2023，（大阪），［パネルディスカッション］

029	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，清水泰博：頸胸境界部
食道癌におけるリンパ節転移状況と郭清効果による郭清
至適範囲の検討．第 77 回日本食道学会学術集会，2023，

（大阪），［要望演題］
030	 清水泰博：司会．第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会，

2023，（東京），［Requested Oral］
031	 赤座　賢，大内　晶，小森康司，木下敬史，佐藤雄介，

花澤隆明：集学的治療時代における大腸癌大動脈周囲リ
ンパ節転移に対する外科切除の意義．第 99 回大腸癌研究
会学術集会，2023，（兵庫），［口演］

032	 清水泰博：司会．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函
館），［教育講演］

033	 伊藤誠二：座長．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函
館），［要望演題］

034	 小森康司：司会．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函
館），［ワークショップ］

035	 Komori K, Kinoshita T, Sato Y, Ouchi A, Ito S, Abe 
T, Misawa K, Ito Y, Natsume S, Shimizu Y：血管合
併切除を伴った骨盤内手術の要点とトラブルシューティ
ング．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［ビ
デオシンポジウム］

036	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，清水泰博：
遠隔転移を伴う切除不能進行食道癌に対するコンバー
ジョン手術の治療成績．第 78 回日本消化器外科学会，
2023，（函館），［パネルディスカッション］

037	 三澤一成：最善の低侵襲手術を行うための Know-How．
第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［ランチョ
ンセミナー］

038	 三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，浅野智成，檜垣栄治，
夏目誠治，木下敬史，安部哲也，小森康司，清水泰博：
腹腔鏡下噴門側胃切除術，空腸間置 / ダブルトラクト再
建の手技と短期成績．第 78 回日本消化器外科学会，
2023，（函館），［主題関連演題］

039	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，浅野智成，檜垣栄治，
夏目誠治，木下敬史，安部哲也，小森康司，清水泰博：
CY1 胃癌切除症例の治療成績．第 78 回日本消化器外科
学会，2023，（函館），［要望演題］

040	 木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，清水泰博：
下部進行直腸癌に対するロボット支援下側方リンパ節郭
清 LD3．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［一
般演題］

041	 夏目誠治，清水泰博，浅野智成，奥野正隆，伊藤誠二，
小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史：
切除不能膵癌に対する conversion surgery 化学療法超奏
功例と比較しても手術は予後を延長するか？．第 78 回日

本消化器外科学会，2023，（函館），［主題関連演題］
042	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，夏目誠治，木下敬史，

伊藤友一，三澤一成，小森康司，伊藤誠二，清水泰博：
Failure to rescue を回避するための食道癌根治術の周術
期管理チームの構築．第 78 回日本消化器外科学会，
2023，（函館），［ワークショップ］

043	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，伊藤誠二，小森康司，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，清水泰博：
切除可能膵癌に対する術前化学療法による治療成績の検
討．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［ワー
クショップ］

044	 奥野正隆，清水泰博，夏目誠治，浅野智成，伊藤誠二，
小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史：
IPMN に対する膵中央切除術の検証．第 78 回日本消化器
外科学会，2023，（函館），［一般演題 ミニオーラル］

045	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，清水泰博：
食道胃接合部腺癌における術前補助化学療法の選択．第
78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［ワークショッ
プ］

046	 佐藤雄介，小森康司，木下敬史，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，清水泰博：
合併症を回避する一時的回腸人工肛門造設・閉鎖の工夫．
第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［要望演題
ビデオ］

047	 大内　晶，小森康司，木下敬史，佐藤雄介，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，清水泰博：
切除不能転移を有する直腸癌に対する緩和手術の検討 :
切除かストマか?．第78回日本消化器外科学会，2023，（函
館），［ワークショップ］

048	 斎藤悠文，夏目誠治，浅野智成，奥野正隆，伊藤誠二，
小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：
陥入膵腸吻合法術後の残膵機能 粘膜吻合法との比較．第
78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），［一般演題］

049	 成田　潔，夏目誠治，浅野智成，奧野正隆，伊藤誠二，
小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：
大腸癌同時性肝転移に対する watchful waiting 中の肝転
移個数変化．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函館），

［一般演題］
050	 赤座　賢，木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，

伊藤誠二，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：
肥満患者に対する腹腔鏡下直腸切除術における手技の工
夫及び短期成績．第 78 回日本消化器外科学会，2023，（函
館），［一般演題］

051	 多和田　翔，清水泰博，夏目誠治，浅野智成，奥野正隆，
伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一：
膵頭部癌における膵断端迅速病理診断に基づいた追加切
除の治療成績の検討．第 78 回日本消化器外科学会，
2023，（函館），［一般演題］

052	 清水泰博：司会．第 23 回臨床消化器病研究会，2023，（東
京），［一般演題］

053	 斎藤悠文，伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，小森康司，
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安部哲也，木下敬史，夏目誠治，檜垣栄治，浅野智成，
奥野正隆，藤枝裕倫，佐藤雄介，大内　晶，赤座　賢，
成田　潔，北原拓哉，花澤隆明，小塩英典，清水泰博：
胃癌として治療されていた乳癌腹膜播種の 1 例．第 60 回
愛知臨床外科学会，2023，（愛知），［一般演題］

054	 花澤隆明，木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，
伊藤誠二，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，
檜垣栄治，浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，藤田泰子，
清水泰博：13 歳で発症した横行結腸癌の 1 例．第 60 回
愛知臨床外科学会，2023，（愛知），［一般演題］

055	 清水泰博：司会．第54回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），
［一般演題 ポスター］

056	 夏目誠治，清水泰博，浅野智成，奥野正隆：術後残膵機
能 陥入膵腸吻合法と粘膜吻合法の比較．第 54 回日本膵
臓学会大会，2023，（福岡），［一般演題 口演］

057	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，田口　歩，細田和貴，
原　和生，清水泰博：当院の肝胆膵領域における臨床と
病理の連携．第54回日本膵臓学会大会，2023，（福岡），［パ
ネルディスカッション］

058	 大野真奈，申　忱，RothHolger R，小田昌宏，林　雄
一郎，三澤一成，森　健策：血管強調画像を用いた腹部
CT 像からの多臓器領域抽出．第 42 回日本医用画像工学
会大会（JAMIT 2023），2023，（大阪），［一般演題］

059	 中山晃平，大野真奈，申　忱，小田昌宏，林　雄一郎，
三澤一成，Ben Glocker，Daniel Rueckert，森　健策：
腹部 CT 画像からの複数臓器抽出における CutMix の有
用性の検討．第 42 回日本医用画像工学会大会（JAMIT 
2023），2023，（大阪），［一般演題］

060	 林　雄一郎，三澤一成，森　健策：ラベル平滑化を用い
た腹腔鏡映像からの手術箇所の認識に関する検討．第 42
回日本医用画像工学会大会（JAMIT 2023），2023，（大
阪），［一般演題］

061	 ZHAOXINKAI，林　雄一郎，小田昌宏，北坂孝幸，三
澤一成，森　健策：Multi-step Fine-tuning for Tracking 
Invisible Vein during Laparoscopic Surgery．第 42 回日
本医用画像工学会大会（JAMIT 2023），2023，（大阪），［一
般演題］

062	 三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，奥野正隆，浅野智成，
檜垣栄治，夏目誠治，木下敬史，安部哲也，小森康司，
清水泰博：胃 SMT に対する単孔式胃内手術．第 15 回単
孔式内視鏡手術研究会，2023，（福岡），［主題関連］

063	 奥野正隆，清水泰博，夏目誠治，浅野智成：膵中央切除
術の治療成績：脾温存膵体尾部切除との比較．第 50 回日
本膵切研究会，2023，（東京），［要望演題］

064	 清水泰博：座長．第59回日本胆道学会学術集会，2023，（札
幌），［デジタルポスター］

065	 夏目誠治，清水泰博，浅野智成，奥野正隆：膵頭十二指
腸切除後の胆管炎と胆管空腸吻合部狭窄予防に対して，
胆管径に応じた吻合法の選択は有効か？．第 59 回日本胆
道学会学術集会，2023，（札幌），［デジタルポスター］

066	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，清水泰博：集学的治療
を施行した肝門部領域胆管原発神経内分泌腫瘍の 1 例．

第 59 回日本胆道学会学術集会，2023，（札幌），［デジタ
ルポスター］

067	 奥野正隆，清水泰博，夏目誠治，浅野智成：責任胆管へ
の透視下穿刺・エタノール注入により治癒し得た難治性
胆汁漏の 1 例．第 59 回日本胆道学会学術集会，2023，（札
幌），［デジタルポスター］

068	 清水泰博：座長．第 77 回日本消化器画像診断研究会，
2023，（東京），［口演］

069	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，清水泰博：Biological 
BR 膵 癌 の 治 療 成 績． 第 17 回 膵 癌 術 前 治 療 研 究 会，
2023，（富山），［一般演題（ポスター）］

070	 安部哲也：座長．第 27 回日本外科病理学会学術集会，
2023，（三重），［一般演題］

071	 成田　潔，奥野正隆，夏目誠治，浅野智成，禰宜田真史，
原　和生，奥野のぞみ，細田和貴，清水泰博：副乳頭に
発生した腺房細胞癌の 1 例．第 27 回日本外科病理学会
学術集会，2023，（三重），［一般演題］

072	 小塩英典，檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，伊藤誠二，
小森康司，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，
浅野智成，奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：
術後 DCF 療法後に行った胸部食道扁平上皮癌の組織学
的効果判定からみた予後解析．第 27 回日本外科病理学会
学術集会，2023，（三重），［シンポジウム］

073	 小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，赤座　賢，清水泰博：
直腸癌術後頻回局所再発に対する手術療法の長期成績に
ついて．第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），

［一般口演］
074	 森　治樹，磯村久徳，周　爽，梶野泰祐，木下敬史，夏

目誠治，佐藤雄介，大内　晶，三宅　亨，細田和貴，小
森康司，清水泰博，谷　眞至，田口　歩：大腸がん転移
におけるアクチン結合タンパク質 Advillin の同定と機能
解析．第61回日本癌治療学会学術集会，2023，（横浜），［一
般口演］

075	 安部哲也：胸部食道癌術後の残食道癌，局所再発，遠隔
再発に対する手術．第 76 回日本胸部外科学会定期学術集
会，2023，（仙台），［Postgraduate Course］

076	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，清水泰博：根治的化学
放射線療法後のサルベージ食道切除術における縦隔リン
パ節郭清の安全性．第 76 回日本胸部外科学会定期学術集
会，2023，（仙台），［ディベート］

077	 安部哲也：局所進行食道癌に対する胸腔鏡手術，第 85 回
手術手技懇話会，2023，（大阪），［一般演題］

078	 伊藤誠二：司会．JDDW，2023，（神戸），［デジタルポス
ターセッション］

079	 小森康司：司会．JDDW，2023，（神戸），［デジタルポス
ターセッション］

080	 小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，沖　哲，有竹　典，多
和田　翔，赤座　賢，斎藤悠文，成田　潔，清水泰博：
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直腸癌術後における頻回局所再発に対する頻回手術の検
討．JDDW，2023，（神戸），［デジタルポスターセッショ
ン］

081	 大内　晶，小森康司，清水泰博：直腸癌外科治療の
gender difference．JDDW，2023，（神戸），［口演］

082	 奥野のぞみ，原　和生，清水泰博：膵頭部領域疾患術前
例に対する primary EUS-HGS の可能性．第 61 回日本
消化器がん検診学会大会（JDDW2023），2023，（神戸），

［パネルディスカッション］
083	 伊藤誠二：司会．第 53 回胃外科・術後障害研究会，

2023，（東京），［一般演題］
084	 小森康司：座長．第 78 回日本大腸肛門病学会学術集会，

2023，（熊本），［要望演題］
085	 小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，赤座　賢，

伊藤誠二，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，
檜垣栄治，浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，斎藤悠文，
成田　潔，清水泰博：頻回の直腸癌術後局所再発に対す
る手術療法の予後について．第 78 回日本大腸肛門病学会
学術集会，2023，（熊本），［一般演題 口演］

086	 木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，清水泰博：下部進行直
腸癌に対するロボット支援下側方リンパ節郭清．第 78 回
日本大腸肛門病学会学術集会，2023，（熊本），［要望演題］

087	 佐藤雄介，小森康司，木下敬史，大内　晶，赤座　賢，
花澤隆明：高齢者に対する結腸右半切除の短期長期成績．
第 78 回日本大腸肛門病学会学術集会，2023，（熊本），［要
望演題］

088	 大内　晶，岩堀祐介，鈴木康介，舟橋健司，福井真二，
小森康司，木下敬史，佐藤雄介，清水泰博：超解像と 3
次元形状化による直腸癌リンパ節転移診断能向上の試み．
第 78 回日本大腸肛門病学会学術集会，2023，（熊本），

［ワークショップ］
089	 赤座　賢，大内　晶，小森康司，木下敬史，佐藤雄介，

花澤隆明：集学的治療時代における大腸癌大動脈周囲リ
ンパ節転移に対する外科切除の意義．第 78 回日本大腸肛
門病学会学術集会，2023，（熊本），［一般演題 口演］

090	 小森康司，小林宏寿，固武健二郎，味岡洋一，杉原健一：
大腸癌治癒切除術施行症例における術中腹腔洗浄細胞診
の有用性に関する多施設共同前向き研究－施設間におけ
る細胞診陽性率の検討．第 85 回日本臨床外科学会総会，
2023，（岡山），［特別演題］

091	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：食道癌根治
切除術後，限局した局所再発，遠隔再発病変に対する手
術療法の意義．第 85 回日本臨床外科学会総会，2023，（岡
山），［パネルディスカッション］

092	 木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，清水泰博：下部進行直
腸癌に対するロボット支援下側方リンパ節郭清 LD3．第

85 回日本臨床外科学会総会，2023，（岡山），［ビデオパ
ネルディスカッション］

093	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，大内　晶，佐藤雄介，
奥野正隆，浅野智成，夏目誠治，木下敬史，伊藤友一，
三澤一成，小森康司，伊藤誠二，清水泰博：術前治療後
に 食 道 切 除 を 受 け た 食 道 癌 患 者 に 対 し 術 後 補 助
Nivolumab 療法は有効か．第 85 回日本臨床外科学会総
会，2023，（岡山），［ワークショップ］

094	 大内　晶，高見澤康之，佐藤雄介，森谷弘乃介，木下敬史，
塚本俊輔，小森康司，清水泰博，金光幸秀：T2 下部直腸
癌における側方リンパ節転移の実際：Is TME alone 
sufficient?．第 85 回日本臨床外科学会総会，2023，（岡山），

［シンポジウム］
095	 北原拓哉，檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，伊藤誠二，

小森康司，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，
浅野智成，奥野正隆，佐藤雄介，清水泰博：食道癌根治
術後早期に発症する肺炎に対する抗菌薬は何を選択すべ
きか．第85回日本臨床外科学会総会，2023，（岡山），［ワー
クショップ］

096	 三澤一成：座長．第 32 回日本コンピューター外科学会大
会，2023，（鹿児島），［一般演題］

097	 安部哲也：司会．第 36 回日本内視鏡外科学会総会，
2023，（横浜），［ミニオーラル］

098	 安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，木下敬史，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：進行切除不
能食道癌に対する Conversion Surgery における胸腔鏡
下食道切除術の短期成績及び長期成績．第 36 回日本内視
鏡外科学会総会，2023，（横浜），［一般演題（口演）］

099	 三澤一成：司会．第 36 回日本内視鏡外科学会総会，
2023，（横浜），［一般演題（口演）］

100	 木下敬史，小森康司，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，清水泰博：右側結腸癌
に対する腹腔鏡下右半結腸切除術 D3 郭清．第 36 回日本
内視鏡外科学会総会，2023，（横浜），［パネルディスカッ
ション］

101	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：胸腔鏡下食
道切除において 106recL 郭清時に左反回神経気管枝を意
識することの重要性．第 36 回日本内視鏡外科学会総会，
2023，（横浜），［ワークショップ］

102	 藤枝裕倫，安部哲也，檜垣栄治，伊藤誠二，小森康司，
三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，浅野智成，
奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：ロボット支
援下食道切除術のセッティングにおける当院での工夫．
第 36 回日本内視鏡外科学会総会，2023，（横浜），［ミニ
オーラル］

103	 佐藤雄介，小森康司，木下敬史，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，清水泰博：直腸癌に対

― 106 ―



するロボット支援下側方リンパ節郭清の短期成績．第 36
回日本内視鏡外科学会総会，2023，（横浜），［一般演題（口
演）］

104	 檜垣栄治，安部哲也，藤枝裕倫，伊東直哉，清水泰博：
根治的食道癌切除後の気道内細菌叢が長期予後に与える
影響．第36回日本外科感染症学会総会，2023，（福岡），［パ
ネルディスカッション］

105	 禰宜田真史，木下敬史，赤座　賢，大内　晶，佐藤雄介，
小森康司，清水泰博：術前診断が困難であった後腹膜成
熟奇形種の 1 切除例．第 7 回日本サルコーマ治療研究会
学術集会，2023，（名古屋），［ポスター］

106	 花澤隆明，安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，
小森康司，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，
浅野智成，奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：
慢性特発性偽性腸閉塞症患者の食道癌に対する胸腔鏡下
食道切除の 1 例．第 61 回愛知臨床外科学会，2023，（名
古屋），［口演］

107	 佐藤雄介，小森康司，木下敬史，大内　晶，清水泰博：
進行右側結腸癌に対するリンパ節郭清範囲．第 100 回大
腸癌研究会学術集会，2023，（東京），［示説］

108	 大内　晶，塚本俊輔，森谷弘乃介，小森康司，塩澤　学，
安井昌義，大植雅之，野上　仁，瀧井康公，金光幸秀：
右側結腸癌のリンパ節転移パターンの検討：多施設共同
前向き観察研究．第 100 回大腸癌研究会学術集会，2023，

（東京），［口演］
109	 小森康司：司会．第 60 回日本腹部救急医学会総会，

2023，（福岡），［一般演題］
110	 小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，

安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，赤座　賢，斎藤悠文，
成田　潔，清水泰博：当院で経験した人工肛門脱出の修
復術．第60回日本腹部救急医学会総会，2023，（福岡），［主
題関連］

111	 花澤隆明，安部哲也，檜垣栄治，藤枝裕倫，伊藤誠二，
小森康司，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目誠治，
浅野智成，奥野正隆，佐藤雄介，大内　晶，清水泰博：
食道癌胸腔鏡下食道切除術後の縦隔リンパ節再発に対し
胸腔鏡を用いて再切除した 6 例．第 27 回愛知内視鏡外科
研究会，2023，（名古屋），［口演］

112	 清水泰博：座長．第56回制癌剤適応研究会，2023，（岐阜），
［一般口演］

113	 浅野智成，夏目誠治，奥野正隆，伊藤誠二，小森康司，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，檜垣栄治，
藤枝裕倫，清水泰博：Biological BR 膵癌切除例に対する
術前化学療法の意義．第 56 回制癌剤適応研究会，2023，

（岐阜），［シンポジウム］
114	 伊藤誠二：座長．第96回日本胃癌学会総会，2023，（京都），

［一般口演］
115	 伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：実臨床にお

けるドセタキセル＋ S-1 補助化学療法の治療継続に関与
する因子．第96回日本胃癌学会総会，2023，（京都），［ワー
クショップ］

116	 三澤一成，斎藤悠文，伊藤友一，伊藤誠二，木下敬史，
清水泰博：腹腔鏡下 / ロボット支援噴門側胃切除術，空
腸間置 / ダブルトラクト再建の手法と成績．第 96 回日本
胃癌学会総会，2023，（京都），［一般ビデオ］

117	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，清水泰博：ロボット支
援胃全摘・噴門側胃切除術における Circular Stapter を
用いた食道空腸吻合再建．第 96 回日本胃癌学会総会，
2023，（京都），［一般口演］

118	 禰宜田真史，三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，清水泰博：
ロボット支援胃切除術におけるポリプロピレン糸を用い
た肝圧排法 Subphrenic Pulley（SP）法．第 96 回日本胃癌
学会総会，2023，（京都），［一般口演］

整形外科部

001	 Tsukushi S：Short-term clinical outcomes of kyocera 
modular limb salvage system designed cementless stems 
for the endoprosthetic reconstruction of lower 
extremities: A Japanese musculoskeletal oncology group 
milt i - inst i tut ional study.  The14th Asia Paci f ic 
Musculoskeletal Tumor Society Meeting（APMSTS） in 
Taipei, 2023, （Taipei）, ［口演］

002	 田仲和宏，町田龍之介，川井　章，中山ロバート，筑紫　
聡，淺沼邦洋，松本嘉寛，平賀博明，平岡弘二，綿貫宗則，
米本　司，阿部哲士，片桐浩久，福田治彦，尾崎敏文，
岩本幸英：世界へ発信する医師主導ランダム化比較試験　
軟部肉腫．第 96 回 日本整形外科学会学術総会，2023，（横
浜），［口演］

003	 筑紫　聡：腫瘍用人工関節再建の治療戦略　知識と経験
の共有．KYOCERA KMLS セミナー，2023，（津），［講演］

004	 濵田俊介，藤原那沙，吉田雅博，筑紫　聡：進行骨・軟
部肉腫におけるドキソルビシン投与量と臨床的経過．第
56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2023，（東
京），［口演］

005	 濵田俊介，村瀬史典，中島浩敦，高津哲郎，細田和貴，
筑紫　聡： 診断に難渋し急速に多発骨転移を来した足底
部発生腫瘍．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会 2023，（東京），［口演］

006	 生田国大，西田佳弘，筑紫　聡，小澤英史，中島浩敦，
山田健志，今釜史郎：骨腫瘍切除後欠損に充填した
â-TCP 配向連通多孔体の臨床成績　多施設前向き研究．
第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2023，

（東京），［口演］
007	 吉田雅博，筑紫　聡，濱田俊介，藤原那沙：がんロコモ

のこれから　がんロコモに伴う転倒・転落に対する多職
種のケア．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会，2023，（東京），［口演］

008	 筑紫　聡，田仲和宏，国定俊之，町田龍之介，竹中　聡，
川井　章，片桐浩久，比留間　徹，松本嘉寛，土屋弘行，
中山ロバート，畠野宏史，江森誠人，吉田新一郎，大幸
英至，坂本昭夫，今西淳悟，喜多亮介，尾崎敏文，岩本
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幸英：術前化学療法を併用した四肢高悪性度肉腫に対す
る局所再発の臨床病理学的 背景　―JCOG0304 副次的解
析―．第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，
2023，（東京），［口演］

009	 藤戸健雄，生田国大，筑紫　聡，小澤英史，酒井智久，
小池　宏，浦川　浩，西田佳弘，今釜史郎：膝関節周囲
の骨巨細胞腫に対する掻爬術後の関節症性変化の検討．
第 56 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2023，

（東京），［口演］
010	 筑紫　聡：サルコーマ Web カンファレンス in 東海，

2023，（名古屋），［講師］
011	 筑紫　聡：第 61 回日本癌治療学会学術集会，2023，（横

浜），［座長］　
012	 筑紫　聡：悪性軟部腫瘍に対するトラベクテジンの位置

づけと治療成績．Taiho Web Lecture on STS，2023，（名
古屋），［講演］

013	 筑紫　聡：第 13 回名古屋運動器腫瘍セミナー，2023，（名
古屋），［座長］

014	 筑紫　聡：第 45 回骨軟部腫瘍治療法検討会，2023，（名
古屋），［座長］

015	 筑紫　聡：骨軟部腫瘍手術手技実習，2023，（仙台），［講
師］

016	 筑紫　聡：第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会
ランチョンセミナー，2024，（名古屋），［座長］

017	 筑紫　聡：骨軟部腫瘍診断〜整形外科医が見逃してはい
けないポイント〜【［3］ 小児整形外科疾患､［5］ 骨・軟
部腫瘍】．第 38 回東海小児整形外科懇話会・第 20 回東海
小児整形外科研修会，2024，（名古屋），［講演］

リハビリテーション部

001	 吉田雅博：第 60 回日本リハビリテーション医学会学術集
会，2023，（福岡），［座長］

002	 吉田雅博，杉浦英志：脛骨近位腫瘍用人工関節置換術後
のリハビリテーション療法．第 60 回日本リハビリテー
ション医学会学術集会，2023，（福岡） ，［口演］

003	 吉田雅博：第 12 回日本がんリハビリテーション研究会，
2024，（沼津） ，［座長］

004	 山﨑康司，中嶋誠也，清水泰博，吉田雅博：周術期リハ
ビリを実施した 75 歳以上消化器癌患者について　術後肺
合併症リスクスコアによる調査．第 12 回日本がんリハビ
リテーション研究会，2024，（沼津），［口演］  

005	 吉田雅博：定期で介入するがんリハの効果．第 33 回三河
骨軟部腫瘍研究会，2024，（岡崎），［講演］

泌尿器科部　

001	 北野剛士，田中しおり，加藤　学，小島崇宏：愛知県が
んセンターにおけるがん遺伝子パネル検査の現状と課題．
第 73 回日本泌尿器科学会中部総会，2023，（奈良），［ポ

スター口演］
002	 小島崇宏：advanced/mRCC への最適な一次治療とその

後のシークエンスについて複合免疫療法時代における逐
次治療の現状と将来展望．日本泌尿器腫瘍学会 第 9 回学
術集会，2023，（横浜），［口演］

003	 北野剛士，田中しおり，加藤　学，小島崇宏：導入化学
療法中 COVID-19 に罹患したが寛解を得た進行性精巣腫
瘍の一例．第 293 回日本泌尿器科学会東海地方会，2023，

（名古屋），［口演 優秀演題］
004	 北野剛士，小島崇宏，田中しおり，加藤　学，曽我倫久

人：Comparison of voiding function after RARP versus 
IMRT in Japanese patients diagnosed with localized 
prostate cancer：Interim analysis of a prospective 
study．第110回日本泌尿器科学会総会，2023，（神戸），［口
演］

005	 田中しおり，小島崇宏，北野剛士，加藤　学，小倉友二：
Nove l  me t h o d  o f  p e r f o rm i n g  a  c omp l e t e l y 
retroperitoneal cutaneous ureterostomy with robot-
assisted radical cystectomy（RARC）．第 110 回日本泌
尿器科学会総会，2023，（神戸），［総会賞ビデオ］

006	 加藤　学：RARP 施行時骨盤内リンパ節郭清後に大腿神
経麻痺を生じた一例．第 37 回　日本泌尿器内視鏡・ロボ
ティクス学会総会，2023，（鳥取），［口演］

007	 加藤　学：導入化学療法中 COVID-19 に罹患したが寛解
を得た進行性精巣腫瘍の一例．第 293 回日本泌尿器科学
会東海地方会，2023，（名古屋），［口演］

008	 加藤　学：　愛知県がんセンターにおける後腹膜腫瘍診
療についての検討．三重泌尿器科医会，2023，（三重），［口
演］

009	 小島崇宏：サルコーマ診療における泌尿器科の役割．サ
ルコーマカンファレンス 2023，2023，（名古屋），［口演］

010	 加藤　学：愛知県がんセンターにおける 後腹膜腫瘍診療
についての検討．第 7 回サルコーマ治療研究会，2024，（名
古屋），［口演］

011	 小島崇宏：尿路上皮癌治療におけるパドセブの役割～実
臨床から見えてきた期待と課題～．パドセブ発売 1 周年
記念講演会 in 三重，2023，（三重），［口演］

012	 小島崇宏：尿路上皮癌治療におけるパドセブの役割～実
臨床から見えてきた期待と課題～．Urothelial Carcinoma 
Symposium 2023，2023，（千葉），［口演］

013	 小島崇宏：尿路上皮癌治療におけるパドセブの役割～実
臨床から見えてきた期待と課題～．第３回わかしゃち次
世代育成セミナー，2023，（名古屋），［口演］

014	 小島崇宏：前立腺がん治療におけるニュベクオの意義．
Prostate Cancer Seminar in Tokai，2023，（名古屋），［口
演］

015	 小島崇宏：尿路上皮がんにおける周術期治療を考える－
愛知県がんセンターにおける取り組みについて－．UC 
Adjuvant － Immunotherapy Seminar，2023，（つくば

（Web）），［口演］
016	 小島崇宏：東海 IO － IO RCC WEB LIVE Seminar，2023，

（名古屋（Web）），［座長］ 
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017	 小島崇宏：RCC1 次治療における TKI の役割について．
ファイザーRCC インターネットシンポジウム in NAGOYA，
2023，（名古屋（Web）），［口演］

018	 小島崇宏：ゲノム情報を活かした mCRPC 治療－当院で
の取り組みを中心に－．The 14Th Tokai Robotic Urology 
Symposium，2023，（名古屋），［口演］ 

019	 加藤　学：骨盤内リンパ節郭清後に大腿神経麻痺を生じ
た一例．The 14Th Tokai Robotic Urology Symposium，
2023，（名古屋），［口演］

020	 小島崇宏：NAC 未実施膀胱全摘症例の術後補助療法を考
える．GU Master Class 2023 in Osaka，2023，（大阪），［口
演］

021	 小島崇宏：泌尿器科領域での悪性軟部腫瘍治療のいま　
手術療法から薬物療法まで．サルコーマカンファレンス
in 東海－悪性軟部腫瘍の OS 延長を目指した治療の追求
－，2023，（名古屋），［口演］

022	 小島崇宏：膀胱癌の診断・治療環境に関するアドバイザ
リーボード，2023，（Web），［技術指導］

023	 小島崇宏：IO 時代における TKI の役割について考える．
岐 阜 GU Oncology シ ン ポ ジ ウ ム 2023，2023，（ 岐 阜

（WEB）），［口演］
024	 小島崇宏： 腎 癌 薬 物 療 法 最 前 線 ～RCT の Long-term 

follow-up と RWD を踏まえて～．UC・RCC Joint Web 
Live Seminar，2023，（名古屋（WEB）），［座長］

025	 小島崇宏：腎癌についての薬物療法について．腎癌
Online Seminar～病理医と泌尿器科医で考える腎癌治療
～，2023，（Web），［座長］

026	 小島崇宏：転移性尿路上皮がん治療について考える．
Urothelial Carcinoma Symposium in Nagoya，2023，（名
古屋），［口演］

027	 小島崇宏：進行性泌尿器がんにおける薬物治療の現状と
展望　腎がんと尿路上皮がんについて．薬師寺　泌尿器
癌 Hybrid Seminar，2023，（栃木），［口演］ 

028	 加藤　学：“ラジオ波焼灼療法”とのコンビネーション治
療で難渋症例を突破！転移性肺悪性腫瘍への最新戦略と
は，2023，（Web），［口演］

029	 小島崇宏：PROpel 試験と今知っておくべき mCRPC 治
療のポイント～臨床的な視点から～．Prostate Cancer 
Seminar～個別化治療の最前線～，2023，（Web），［口演］

030	 小島崇宏：オプジーボ尿路上皮癌術後補助療法 Web Live 
Seminar，2023，（Web），［座長］

031	 加藤　学：愛知県がんセンターにおける尿路上皮癌に対
する術後補助療法の検討．オプジーボ尿路上皮癌術後補
助療法 Web Live Seminar，2023，（Web），［口演］ 

032	 小島崇宏：あいち Renal Cell Cancer Web Seminar，2023，
（名古屋（Web）），［座長］

033	 小島崇宏：膀胱癌・UTUC の日本での現状と今後の動向
について，2023，（Web），［会議形式ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ］

034	 小島崇宏：尿路上皮がんの薬物治療について考える－周
術期治療を中心に－．UC 周術期セミナーin 岡山，2023，

（岡山），［口演］ 
035	 小島崇宏：前立腺がん診療の最新の話題～診断からゲノ

ム医療まで～．桑名医師会　木曜サロン講師，2023，（三
重），［口演］ 

036	 加藤　学：尿路上皮癌術後補助療法症例提示．オプジー
ボ 尿路上皮癌術後補助療法 承認 1 周年記念講演会 in 三
重，2023，（三重），［口演］ 

037	 加藤　学：尿路上皮癌に対するバベンチオの使いどころ
を考える．三重県バベンチオ講演会，2023，（三重），［口
演］ 

婦人科部

001	 小島龍司，小高紗季，安井啓晃，渡邉絵里，森　正彦，
鈴木史朗：腹式広汎子宮全摘出手術における ERAS プロ
トコールを用いた新規クリニカルパス導入前後の比較検
出．第 75 回日本産科婦人科学会　学術講演会，2023，（東
京），［口演］

002	 坪内寛文，小高紗季，小島龍司，安井啓晃，渡邉絵里，
森　正彦，鈴木史朗：BRCA2 病的バリアント保持者に
対し 40 歳以下で RRSO を実施した症例の検討．第 75 回
日本産科婦人科学会学術講演会，2023，（東京），［口演］

003	 小高紗季，篠田真実，小島龍司，安井啓晃，渡邉絵里，
森　正彦，鈴木史朗：当院における子宮体がんに対する
Lenvatinib+Pembrolizumab 併用療法施行症例の検討．
第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講習会，2023，（島根），

［ポスター］
004	 服部諭美，芳川修久，吉原雅人，玉内学志，清水裕介，

横井　暁，池田芳紀，新美　薫，鈴木史朗，梶山弘明：
子宮体癌の免疫微小環境を ProMisE 分類から再考する．
第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，2023，（島根），

［口演］
005	 渡邉絵里，横井　暁，植草良輔，芳川修久，新美　薫，

鈴木史朗，梶山弘明：【シンポジウム 2　卵巣癌維持療法
の日本人リアルワールドデータから見えてくるもの】卵
巣癌維持療法としての PARP 阻害剤使用 182 例における
Real World Data 検証．第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術
講演会，2023，（島根），［口演］

006	 篠田真実，水野　翔，小島龍司，安井啓晃，渡邉絵里，
森　正彦，鈴木史朗，中川路美雲，高成啓介：子宮頸癌
に対する根治的治療後の難治性外陰リンパ管腫の一例．
第 16 回がんのリンパ浮腫研究会，2024，（名古屋），［口演］

007	 鈴木史朗：【会長企画シンポジウム】Gynecologic surgical 
treatment to share with medical oncologists Shiro 
Suzuki（Department of Gynecologic Oncology，Aichi 
Cancer Center Hospital）腫瘍内科医と共有しておきたい
婦人科手術治療．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［口演］

008	 鈴木史朗：Meet the Experts Ⅱ．第 21 回日本臨床腫瘍
学会学術集会，2024，（名古屋），［座長］

009	 水野　翔，篠田真実，小島龍司，安井啓晃，渡邉絵里，
森　正彦，鈴木史朗：右骨盤壁浸潤を伴う進行卵巣癌に
対 し て， 術 前 化 学 療 法 後 に 多 臓 器 合 併 切 除 を 行 い
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complete surgery を達成した 1 例．第 144 回東海産婦人
科学会，2024，（名古屋），［口演］

010	 鈴木史朗：どうする？進行 / 再発子宮頸がん 2023～本格
的 ICI 時代の到来と承前啓後～．子宮頸がん再発治療薬
物療法セミナーin 東海，2023，（WEB），［講演］

011	 鈴木史朗：卵巣癌に対する治療戦略と地域連携を惟る．
第 51 回北陸参加婦人科学会総会ランチョンセミナー，
2023，（富山），［講演］

012	 鈴木史朗：婦人科がん手術の修練と指導に関する思惟．
第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会，2023，（名古屋），

［講演］
013	 渡邉絵里：当院における子宮体癌に対するペムブロリズ

マ ブ， レ ン バ チ ニ ブ 併 用 療 法．Endometrial cancer 
Symposium 2023，2023，（WEB），［講演］

014	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がん治療～ペムブロリズマ
ブ ± レ ン バ チ ニ ブ 療 法 と 当 院 に お け る 実 運 用 ～．
Endometrial Cancer Seminar in Hokuriku，2023，（金沢），

［講演］
015	 小島龍司：当院における卵巣癌治療の現状．桜山 Ovarian 

Cancer Seminar，2023，（WEB），［講演］
016	 森　正彦：レンビマ＋キイトルーダ併用療法の AE マネ

ジメントと自施設症例の解析結果から．東北信子宮体癌
研究会，2023，（長野），［講演］

017	 鈴木史朗：婦人科がん薬物療法と支持療法 2023．Web 
Lecture Gynecologic Cancer in Nagoya，2023，（WEB），

［講演］
018	 安井啓晃：卵巣がん横隔膜浸潤に対する愛知県がんセン

ターの取り組み．卵巣癌 Next Generation Conference，
2023，（WEB），［講演］

019	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がん治療の実際～ペムブロ
リズマブ±レンバチニブ療法の AE マネージメントに主
眼を置いて～．Endometrial Cancer Seminar in 愛知－エ
ビデンスを実臨床に翻訳する－，2023，（WEB），［講演］

020	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がん治療～ペムブロリズマ
ブ±レンバチニブ療法と当院での運用状況～．子宮体癌
WEB 講演会，2023，（WEB），［講演］

021	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がん治療 Up-To-Date～ペム
ブロリズマブ±レンバチニブ療法と当院での運用を中心
に～．Endometrial Cancer Seminar in 北勢，2023，（四
日市），［講演］

022	 小島龍司：いまさら聞けないエネルギーデバイスのあれ
これ．第１回手術室関連セミナー，2023，（WEB），［講演］

023	 渡邉絵里：婦人科がん支持療法としての静脈血栓塞栓症
ケア．婦人科診療 Total Care seminar，2023，（名古屋），

［講演］
024	 鈴木史朗：進行卵巣癌に対する初回治療を惟る．第 149

回近畿産科婦人科学会学術集会，2023，（大阪），［講演］
025	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がんに対する薬物療法～当

院におけるペムブロイズマブ±レンバチニブ療法の現状．
Endometrial Cancer Symposium 2023 in Saitama， 2023，

（埼玉），［講演］
026	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がんに対するレンバチニブ

＋ペムブロリズマブ療法の適正使用を省察する～適応承
認 2 周年を迎えて．子宮体癌 WEB 講演会，2023，（WEB），

［講演］
027	 森　正彦：進行・再発子宮頸癌における治療戦略―キイ

ト ル ー ダ の 使 用 経 験 を 含 め て ―．Cervical Cancer 
Treatment Strategy Conference ―子宮頸癌の予防から
治療まで―，2024，（名古屋），［講演］

028	 鈴木史朗：ICI 導入がなされた子宮体がん / 頸がん治療
の現状と悩みどころ．桜山婦人科腫瘍セミナー2024，
2024，（名古屋），［講演］

029	 森　正彦：第二回 Endometrial Cancer Seminar in 尾張，
2024，（小牧），［コメンテーター］

030	 鈴木史朗：進行 / 再発子宮体がんに対する薬物療法～ペ
ムブロイズマブ±レンバチニブ療法の現状と論点～．
Endometrial Cancer Web Seminar，2024，（横浜），［講演］

031	 森　正彦：レンビマ + キイトルーダ併用療法適応追加２
年を経て．Endometrial Cancer Web　Seminar in 三河，
2024，（WEB），［講演］

脳神経外科部

001	 灰本章一，西村由介，永島吉孝，大野真佐輔：腰仙椎移
行部転移に対する mini-open 手技による腸骨スクリュー
を用いた低侵襲脊椎固定術．第58回日本脊髄障害医学会，
2023，（さいたま），［一般口演］

002	 灰本章一，西村由介，永島吉孝，大野真佐輔：仙骨転移
に対する minimally invasive spinopelvic iliac screw 
fixation．第 14 回中部 MISt 研究会，2023，（名古屋），［一
般口演］

003	 灰本章一，西村由介，永島吉孝，大野真佐輔：腰仙椎移
行部転移に対する mini-open 手技による腸骨スクリュー
を用いた低侵襲脊椎固定術．第 82 回日本脳神経外科学会
総会，2023，（横浜），［ポスター］

004	 Haimoto S, Nishimura Y, Nagashima Y, Ohno M：
Minimally invasive spinopelvic iliac screw fixation in 
treating painful metastatic tumors affecting the 
lumbosacral junction. The 14th Annual Meeting of Asia 
Spine, 2023, （名古屋）, ［一般口演］

005	 Haimoto S, Nishimura Y, Nagashima Y, Ohno M：
Outcomes of long segment spinal stabilization for 
multifocal spinal metastasis. The 14th Annual Meeting of 
Asia Spine, 2023, （名古屋）, ［一般口演］

006	 灰本章一，筑紫　聡，吉田雅博，浜田俊介，西村由介，
永島吉孝，大野真佐輔：後側方アプローチにて脊椎胸壁
合併切除を行った肋骨原発性骨腫瘍の検討．第 10 回日本
脊椎前方側方進入手術学会，2024，（名古屋），［ポスター］

007	 灰本章一：脊椎転移に対する手術と体幹部定位放射線治
療（SBRT） に よ る 複 合 治 療． 第 53 回 脊 髄 倶 楽 部，
2023，（名古屋），［特別講演］

008	 灰本章一：脊椎転移診療における課題と集学的治療の実
践．Pain Live Symposium，2023，（名古屋），［講演］
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009	 灰本章一：脊椎転移治療のパラダイムシフト．第 20 回中
部地区がん医療連携学術講演会，2023，（名古屋），［講演］

010	 灰本章一：胸腰椎後方．名古屋脊椎脊髄ナースセミナー，
2023，（名古屋），［講演］

011	 灰本章一：転移性脊椎腫瘍／骨粗鬆症性椎体骨折の診断
と治療．第 21 回脊髄外科教育セミナー，2023，（名古屋），

［講演］
012	 大野真佐輔，灰本章一，服部行之，木部祐士，齋藤竜太：

成人髄芽腫の長期経過観察中に発生した放射線誘発性膠
芽腫の一例．第 41 回日本脳腫瘍病理学会学術集会，
2023，（東京），［ポスター］

013	 大野真佐輔，野平翔太，灰本章一，倉光俊一郎，長坂　暢，
山下公大，松下博和，藤田　貢，齋藤竜太：消化器癌の
脳転移におけるがん免疫微小環境の解析．第 23 回日本分
子脳神経外科学会，2023，（宮崎），［講演］

014	 大野真佐輔，灰本章一，倉光俊一郎，長坂　暢，山下公大，
松下博和，藤田　貢：消化器癌の転移性脳腫瘍における
三次リンパ構造の解析．第 82 回日本癌学会学術総会，
2023，（横浜），［ポスター］

015	 大野真佐輔：消化器癌の脳転移における三次リンパ構造
及び癌免疫微小環境の解析：第 27 回日本バイオ治療法学
会学術集会，2023，（博多），［講演］

016	 大野真佐輔，藤田　貢，松下博和，倉光俊一郎，長坂　暢，
山下公大，齋藤竜太：転移性脳腫瘍における癌免疫微小
環境の解析．第 41 回日本脳腫瘍学会学術集会，2023，（新
潟），［ポスター］

放射線診断・IVR 部

001	 Sato Y：Ablation therapy for lung tumors. Ablation 
Therapy and Mentorship Alliance（ATMA）, 2023, 

（Zhengzhou China）, ［Oral presentation］
002	 Sato Y：Clinical impact of TACE for HCC in systemic 

therapy era. The 16th Annual Meeting of Society of 
Gastrointestinal Intervention（SGI）, 2023, （Incheon 
Korea）, ［Oral presentation］

003	 Sato Y：Pressure  enab led  TACE.  24 th Annua l 
Conference of the Indian Society of Vascular and 
Interventional Radiology（ISVIR）, 2024, （Jaipur India）, 

［Oral presentation］
004	 村田慎一，稲葉吉隆，加藤弥菜，長澤宏樹，大手裕之，

長澤恭平，長谷川貴章，今峰倫平，女屋博昭，山浦秀和：
高腫瘍量肝細胞癌へのシスプラチン含有球状塞栓物質を
用いた TACE の臨床成績．第 109 回日本消化器病学会，
2023，（長崎），［口演］

005	 佐藤洋造，松枝　清，土屋智史，大澤まりえ，春日章良，
岡本武士，笹平直樹：当院におけるレンバチンブと TACE
の併用療法（LEN-TACE 療法）の検討．第 52 回日本
IVR 学会，2023，（高知），［口演］

006	 佐藤洋造，松枝　清：緩和 IVR こんな時にも役立つ．第
52 回日本 IVR 学会，2023，（高知），［口演］

007	 佐藤洋造：肝転移に対するエンボスフィアを用いた TAE
の有無性．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高知），［講演］

008	 稲葉吉隆：切除不能肝癌における最新の治療戦略～局所
治療と免疫療法の役割．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高
知），［座長］

009	 入里真理子：大腸癌肝転移に対するマイクロカテーテル
挿入可能な埋込型ポート（ReMAP）を用いた DEBIRI
と肝動注の併用療法．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高
知），［ポスター］

010	 長澤宏樹，村田慎一，大手裕之，長澤恭平，今峰倫平，
長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：
PTEG 造設における経甲状腺的経路の安全性についての
検討．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高知），［ポスター］

011	 佐藤洋造，松枝　清，土屋智史，大澤まりえ，春日章良，
岡本武士，笹平直樹：当院におけるレンバチニブと
TACE の併用療法（LEN-TACE 療法）の検討．第 52 回
日本 IVR 学会，2023，（高知），［口演］

012	 村田慎一，稲葉吉隆，山浦秀和，女屋博昭，加藤弥菜，
長谷川貴章，今峰倫平，長澤恭平，大手裕之，長澤宏樹：
肝予備能不良肝細胞癌症例における肝動注化学療法の治
療成績．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高知），［口演］

013	 大手裕之，村田慎一，長澤宏樹，長澤恭平，今峰倫平，
長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：
経皮経肝門脈塞栓術後における手術可能性の検討．第 52
回日本 IVR 学会，2023，（高知），［口演］

014	 村田慎一，稲葉吉隆，山浦秀和，女屋博昭，加藤弥菜，
長谷川貴章，今峰倫平，長澤恭平，大手裕之，長澤宏樹：
鎖骨下静脈穿刺による中心静脈路確保の有効性・安全性
の検討．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高知），［口演］

015	 村田慎一：薬物療法時代における高腫瘍量肝細胞癌への
TACE の役割．第 28 回肝動脈塞栓療法研究会，2023，（高
知），［口演］

016	 佐藤洋造：BCLC stage A に対する TACE の役割；新規
臨床試験の立案．第 28 回肝動脈塞栓療法研究会，2023，

（高知），［口演］
017	 稲葉吉隆： 日 本 産 婦 人 科 学 会　 日 本 IVR 学 会 Joint 

Session．第 75 回日本産婦人科学会，2023，（東京），［コ
メンテーター］

018	 稲葉吉隆：薬物療法と TACE の併用．第 4 回 IVR 科医
のためのがん免疫治療 web seminar，2023，（名古屋），

［司会］
019	 村田慎一，長澤宏樹，長澤恭平，大手裕之，今峰倫平，

長谷川貴章，加藤弥菜，女屋博昭，山浦秀和，稲葉吉隆：
超音波ガイド下に経皮経甲状腺的に針生検を行った頚部
食道腫瘍．第 96 回日本超音波学会，2023，（埼玉），［口演］

020	 長澤恭平，村田慎一，稲葉吉隆，女屋博昭，山浦秀和，
加藤弥菜，長谷川貴章，今峰倫平，大手裕之，長澤宏樹：
経皮的肝腫瘤生検後に胆嚢内血腫を生じたが無治療で経
過観察した 1 例．第 96 回日本超音波学会，2023，（埼玉），

［口演］
021	 佐藤洋造：肝癌に対する肝動脈化学塞栓療法（TACE）

と全身薬物療法との併用療法．第 39 回日本 DDS 学会，
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2023，（千葉），［講演］
022	 佐藤洋造，松枝　清，春日章良，岡本武士，笹本直樹：

当院におけるレンバチニブと TACE の併用療法（LEN-
TACE 療法）の検討．第 59 回日本肝癌研究会，2023，（大
阪），［口演］

023	 佐藤洋造：この腫瘍，焼きますか？あてますか？切りま
すか？．第 8 回日本穿刺ドレナージ研究会，2023，（大阪），

［口演］
024	 佐藤洋造：穿刺・アブレーション・その他．第 8 回日本

穿刺ドレナージ研究会，2023，（大阪），［座長］
025	 佐藤洋造：緩和ケアが中心となった時期における消化管

内視鏡 /IVR の適応を考える．第 28 回日本緩和医療学会，
2023，（神戸），［口演］

026	 佐藤洋造：どうしようもない会陰部痛・肛門痛の治療戦
略．第 28 回日本緩和医療学会，2023，（神戸），［口演］

027	 稲葉吉隆：骨転移．第 8 回日本がんサポーティブケア学
会，2023，（奈良），［座長］

028	 稲葉吉隆：機器・ソフトの進歩 2．第 8 回 Advanced 
Medical Imaging 研究会，2023，（大阪），［座長］

029	 大手裕之，村田慎一，入里真理子，今峰倫平，加藤弥菜，
佐藤洋造，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：腹腔動脈閉
塞かつ胃十二指腸動脈塞栓後の状態で，左肝動脈からの
出血を止血し得た 1 例．第 72 回中部 IVR 研究会，2023，

（金沢），［口演］
030	 入里真理子，佐藤洋造，村田慎一，山浦秀和，大手裕之，

今峰倫平，加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆，大内　晶，
木下敬史，茶谷祥平：骨盤内臓全摘術後の尿管閉塞に対
して，Rendezvous technique を併用して内瘻化に成功し
た 1 例．第 72 回中部 IVR 研究会，2023，（金沢），［口演］

031	 佐藤洋造：肝動注の臨床試験；今何ができる？．第 47 回
リザーバー＆ポート研究会，2023，（東京），［座長］

032	 稲葉吉隆：進行肝細胞癌患者にゲノムプロファイリング
検査は必要か．第 47 回リザーバー＆ポート研究会，
2023，（東京），［座長］

033	 佐藤洋造：最新のイメージング技術を駆使した IVR．第
47 回リザーバー＆ポート研究会，2023，（東京），［座長］

034	 稲葉吉隆：肝細胞癌における集学的治療の意義を考える．
第 47 回リザーバー＆ポート研究会，2023，（東京），［座長］

035	 入里真理子，村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，今峰倫平，
大手裕之，加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆：肝動脈の解
剖学的変異を伴うびまん性肝細胞癌に対するダブル肝動
注リザーバー留置の検討．第 47 回リザーバー＆ポート研
究会，2023，（東京），［口演］

036	 大手裕之，村田慎一，入里真理子，今峰倫平，加藤弥菜，
佐藤洋造，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：鎖骨下静脈
穿刺による中心静脈路確保の有効性・安全性の検討．第
47 回リザーバー＆ポート研究会，2023，（東京），［口演］

037	 佐藤洋造：耐え難い術後感染症合併症を乗り越えるため
の IVR；何ができる？．第 36 回日本外科感染症学会，
2023，（北九州），［講演］

038	 佐藤洋造，大手裕之，入里真理子，稲葉吉隆：Hydr o
dissection 併用の CT 透視化ラジオ派焼灼療法が有用で

あった術後再発肝細胞癌の 1 例．第 2 回日本アブレーショ
ン研究会，2024，（岡山），［ポスター］

039	 佐藤洋造：薬物療法とアブレーション．第 2 回日本アブ
レーション研究会，2024，（岡山），［司会］

040	 稲葉吉隆：コンバージョン．第２回日本アブレーション
研究会，2024，（岡山），［司会］

041	 大手裕之，佐藤洋造，入里真理子，今峰倫平，村田慎一，
加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆，桑原崇通：
PD 後の膵腸吻合部静脈瘤に対して経皮経脾的に塞栓術
を施行した 1 例．第 73 回中部 IVR 研究会，2024，（名古
屋），［口演］

042	 入里真理子，佐藤洋造，村田慎一，山浦秀和，大手裕之，
今峰倫平，加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆，夏目誠治，
奥野のぞみ：Gangi-HydroGuard® coaxial needle を用い
て CT ガイド下腫瘍ドレナージを打った 2 例．第 73 回中
部 IVR 研究会，2024，（名古屋），［口演］

043	 中山敬太：セッション 3　肝臓・非血管系．第 73 回中部
IVR 研究会，2024，（名古屋），［座長］

044	 Sato Y：Combination treatment of Lenvatinib and 
TACE for unresectable HCC: short-term outcomes.  
第 21 回日本臨床腫瘍学会 , 2024, （名古屋）, ［口演］

045	 Inaba Y, Chatani S, Murata S, Sato Y, Imamine R, 
Kato M, Onaya H, Yamaura H：Treatment of 
hepatocellular carcinoma with a portal vein tumor 
thrombus and pulmonary metases of rectal cancer with 
microsatell ite stabil ity using atezolizumab plus 
bevacizumab. 第 21 回日本臨床腫瘍学会 , 2024, （名古屋）, 

［ポスター］

放射線治療部

001	 Imamura Y, Kiyota N; Tahara,M Kodaira T, 
Hayashi R, Nishino H, Asada Y, Mitani H, Iwae S, 
Nishio N, Onozawa Y, Hanai,N, Ohkoshi A, Hara H, 
Monden N, Nagaoka M, Minami S, Kitabayashi R, 
Sasaki K, Homma A：Impact of Acute Kidney Injury 
on Overall Survival in Postoperative Head and Neck 
Cancer Patients who Received Chemoradiotherapy with 
Cisplatin: A Supplementary Analysis of a Phase II/III 
trial of JCOG1008. 2023 ASCO annual meeting, 2023, （シ
カゴ）, ［共同演者］.

002	 Imamura Y, Kiyota N; Tahara M, Kodaira T, 
Hayashi R, Nishino H, Asada Y, Mitani H, Iwae S, 
Nishio N, Onozawa Y, Hanai,N, Ohkoshi A, Hara H, 
Monden N, Nagaoka M, Minami S, Kitabayashi R, 
Sasaki K, Homma A：A Risk Prediction Model for 
Cisplatin-induced Acute Kidney Injury in Head and Neck 
Cancer Patients who Receive Chemoradiotherapy: A 
Supplementary Analysis of a Phase II/III trial of 
JCOG1008. 2023 ASCO annual meeting, 2023, （シカゴ）, 

［共同演者］.
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003	 Kodaira T：Round Table discussion HPV de-escalation 
approaches. 7th World Congress of IFHNOS and Annual 
Meeting of Head and Neck Oncologic societies, 2023, 

（ローマ）, ［口演］.
004	 Hayashi M, Yasui K, Omach C, Toshito T, Shimizu 

H, Iwase K, Nagake Y, Hayash N：Investigation of 
response characteristics of radiophotoluminescence 
dosimeter in intensity-modulated proton therapy. The 
2nd JSRT-JSMP Joint International Conference on 
Radiological Physics and Technology （ICRPT）, 2023, （横
浜）, ［口頭］.

005	 Koide Y, Nagai N, Miyauchi R, Kitagawa T, 
Aoyama T, Shimizu H, Hashimoto S, Tachibana H, 
Kodaira T：Retrospective non-inferiority study of 
stereotactic radiosurgery for more than ten brain 
metastases. ESTRO annual meeting, 2023, （WEB）, ［ポス
ター］.

006	 Koide Y, Nagai N, Miyauchi R, Nakashima T, 
Kitagawa T, Aoyama T, Shimizu H, Hashimoto S, 
Tachibana H, Kodaira T：Classification of patients 
with painful tumors to predict the response to palliative 
radiotherapy. 2023, （WEB）, ［ポスター］.

007	 立花弘之：「がんの放射線治療」．愛知県立大学看護学部，
2023，（名古屋），［講義］．

008	 古平　毅：臨床医が考える CRT の適応．切除不能非小
細胞肺がん治療セミナー，2023，（WEB），［座長］．

009	 小出雄太郎，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅，北山　恵，
川北大介，桐田忠昭，吉本世一，丹生健一：頭頸部悪性
腫瘍全国登録を活用した上咽頭癌放射線治療後の予後調
査研究．第47回日本頭頸部癌学会，2023，（大阪），［口演］．

010	 古平　毅：シンポジウム 1　CDDP 併用化学放射線療法
～low dose vs. high dose～ high dose CDDP 併用化学放
射線療法の現状とこれから 第 47 回日本頭頸部癌学会，
2023，（大阪），［口演］．

011	 立花弘之：「上顎洞癌の放射線治療」．日本頭頸部癌学会
主催第 14 回教育セミナー，2023，（WEB），［口演］．

012	 清水秀年：【退官記念講演】「水吸収線量計測法の変遷と
展望」．東海放射線腫瘍研究会第 51 回技術部会，2023，（名
古屋），［座長］．

013	 小出雄太郎，長井尚哉，宮内理世，中島貴子，西村聖子，
橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：疼痛緩和照射の効果予
測因子に関する研究．第28回日本緩和医療学会学術大会，
2023，（神戸），［口演］．

014	 古平　毅：BRT の 使 い 所 と 使 い か た　〜JROSG12-2 
BRT 観察研究の結果から〜．Erbitax HN Web Seminar，
2023，（WEB），［座長］．

015	 清水秀年：「MLC の QA/QC」．2023 年度実機型講習会（リ
ニアック），2023，（東京），［講義］．

016	 清水秀年：「MLC 位置精度」．2023 年度実機型講習会（リ
ニアック），2023，（東京），［実習］．

017	 清水秀年：「物理の部」．TomoTherapy Exchange Forum 
2023，2023，（東京），［座長］．

018	 清水秀年：口演④　位置照合・固定（光子・電子）．第
126 回日本医学物理学会学術大会，2023，（広島），［座長］．

019	 清水秀年：放射線業務におけるルーチンワークの改善．
第 126 回日本医学物理学会学術大会，2023，（広島），［座
長］．

020	 清水秀年：プログラム委員会企画　若手交流会企画．第
126 回日本医学物理学会学術大会，2023，（広島），［座長］．

021	 古平　毅：臨床医が考える CRT の適応．III 期 NSCLC
連携フォーラム，2023，（WEB），［座長］．

022	 古平　毅：あすからすぐ実践できる頭頸部腫瘍の放射線
治療　放射線治療って低侵襲なの？．東北大学頭頸部腫
瘍センター講演会，2023，（東北），［口演］．

023	 古平　毅：臓器別ワークショップ「革新的治療はここに
あり，頭頸部癌における新たな展開」．第 61 回癌治療学
会，2023，（横浜），［座長］．

024	 青山貴洋：「RayStation × TrueBeam によるシングルア
イソセンタ・多標的脳定位照射」．埼玉医科大学がんプロ
共催 多領域人材養成・放射線腫瘍学セミナー，2023，

（WEB），［口演］．
025	 野　薫，清水秀年：一般演題発表　光子・電子線治療（治

療計画）．第 51 回日本放射線技術学会秋季学術大会，
2023，（名古屋），［座長］．

026	 矢谷朋子，小口　宏，小林勇太，奥平訓康，清水秀年，
加茂前　健，小森雅孝：Roos 型平行平板形電離箱におけ
る体積平均効果の評価．第 51 回日本放射線技術学会秋季
学術大会，2023，（名古屋），［口頭］．

027	 古平　毅：頭頸部がん放射線治療の「推し」．札幌医科大
学腫瘍診療センター講演会，2023，（札幌），［口演］．

028	 朝比奈可純，林　直樹，稲垣ほのか，長宅祐哉，岩瀬凱門，
安井啓祐，北川智基，青山貴洋，清水秀年：電子線照射
における真鍮製ボーラスの線量分布への影響．第 15 回中
部放射線医療技術学術大会，2023，（福井），［口頭］．

029	 古平　毅：近年の JASTRO の進歩と未来　放射線治療専
門医の現状と課題．第 36 回日本放射線腫瘍学会，2023，

（横浜），［シンポジウム］．
030	 古平　毅：指導者講習会．第 36 回日本放射線腫瘍学会，

2023，（横浜），［座長］．
031	 小出雄太郎，進藤由里香，長井尚哉，北川智基，青山貴洋，

清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：疼痛緩和照
射の効果予測因子に関する研究．第 36 回日本放射線腫瘍
学会，2023，（横浜），［ポスター］．

032	 小出雄太郎，青山貴洋，田中　寛，進藤由里香，長井尚哉，
北川智基，清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：
NDB オープンデータを用いたガンマナイフと直線加速器
定位照射の選択動向に関する研究．第 36 回日本放射線腫
瘍学会，2023，（横浜），［ポスター］．

033	 小出雄太郎，灰本章一，進藤由里香，長井尚哉，北川智基，
青山貴洋，清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：
50Gy 以上の照射歴がある MESCC に対する 24Gy2fx の
SBRT による再照射．第 36 回日本放射線腫瘍学会，
2023，（横浜），［要望演題］．

034	 立花弘之，進藤由里香，長井尚哉，北川智基，青山貴洋，
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清水秀年，橋本眞吾，小出雄太郎，古平　毅：愛知県が
んセンターにおける上顎洞癌に対する動注化学放射線療
法の治療成績．第 36 回日本放射線腫瘍学会，2023，（横
浜），［ポスター］．

035	 清水秀年：要望演題 9 即時適応型放射線治療．第 36 回日
本放射線腫瘍学会，2023，（横浜），［座長］．

036	 北川智基：「線量計の特徴と取り扱い」．日本放射線治療
専門放射線技師認定機構（東海地区）2023 年度　東海地
区講習会（座学講習），2023，（WEB），［口頭］．

037	 清水秀年：放射線照射による毒性のリスクを抑える各施
設での取り組み．根治率向上を目指した cCRT を考える
会，2023，（東京），［口演］．

038	 清水秀年：頭頸部がんの強度変調放射線治療　治療計画
の実演①（Radixact，SIB 法）2023 治療計画セミナー「計
画者が知っておきたい臨床の知識」．一般財団法人 日本
医学物理士会，2024，（WEB），［口演］．

039	 小出雄太郎，青山貴洋，進藤由里香，長井尚哉，北川智基，
清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：脳定位放射
線治療におけるガンマナイフと直線加速器の選択動向調
査．第 174 回中部地方会（治療），2024，（名古屋），［口演］．

040	 立花弘之：セッション２　頭頸部２．第 174 回中部地方
会（治療），2024，（名古屋），［口演］．

041	 古平　毅，全田貞幹：骨転移に対する新しい治療の展開　
緩和，QOL 改善の次のステップは？．第 21 回日本臨床
腫瘍学会，2024，（名古屋），［座長］．

042	 小出雄太郎，青山貴洋，進藤由里香，長井尚哉，北川智基，
清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平　毅：脳定位放射
線治療におけるガンマナイフと直線加速器の選択動向調
査．第 37 回高精度放射線外部照射部会学術大会，2024，

（東京），［ポスター］．
043	 古平　毅 :：頭頸部腫瘍に対する​放射線治療の役割．西宮

放射線治療研究会，2024，（兵庫），［口演］．
044	 古平　毅 :：頭頸部癌の放射線治療​　治療計画の実際と

チーム医療．三重がん放射線治療研究会，2024，（津），［口
演］．

045	 清水秀年：実機講習（ピケットフェンステスト，キャリッ
ジ確認，DMLC 出力比較試験）（一社）．日本放射線治療
専門放射線技師認定機構認定 2023 年度四国地区講習会，
2024，（香川），［口演］．

046	 清水秀年：実機講習（配列型検出器の絶対線量校正，測
定前の事前準備，IMRT 線量検証）（一社）．日本放射線
治療専門放射線技師認定機構認定 2023 年度四国地区講習
会，2024，（香川），［口演］．

047	 木藤哲史，小島　徹，清水秀年：トモセラピーユーザー
会 QA 委員企画．第 6 回治療計画技術ワークショップ，
2024，（WEB），［コメンテータ］．

緩和ケア部

001	 下山理史：こえを聴き，希望を支え，そして，つなげる．
第 28 回日本緩和医療学会学術大会，2023，（神戸），［大
会長講演］

看護部

001	 吉川　惠，向井未年子，林　美子：アウトリーチを導入
したがん看護外来の実践報告．第 37 回日本がん看護学会
学術集会，2023，（横浜），［口演］

002	 吉川　惠，藤田　恵，佐藤　好，小森康永，下山理史：
がん専門病院を受診したがん患者の療養場所と死亡確認
場所の実態調査．第 28 回日本緩和医療学会学術大会，
2023，（神戸），［ポスター］

003	 永田智子，福嶋敬子，野崎由美子，小塚亮子，岩田広治：
退院支援「退院調整における経済的問題への対応」「退院
調整看護師とメディカルソーシャルワーカーとの協働支
援の実際」．第 28 回日本緩和医療学会学術大会，2023，（神
戸），［示説］

004	 佐藤　好，曾根裕美子，下山理史：代謝経路を考慮した
オピオイドスイッチングにて QOL が改善し母親の役割
を果たせるようになった 1 例．第 28 回日本緩和医療学会
学術大会，2023，（神戸），［ポスター］

005	 柴田亜弥子，近藤ちえみ，大本美穂，中尾亜由美，山北
千登子：外来薬物療法を受ける高齢患者への積極的体調
確認の取り組み．第 38 回日本がん看護学会，2024，（兵
庫県），［口演］

006	 青木智子，小谷はるる，澤木正孝，服部正也，吉村章代，
片岡愛弓，柴田亜弥子，高木礼子，田崎智子，岩田広治：
乳癌患者における頭皮冷却装置の長期的有効性とコスト
に関す満足度調査．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［口演］

007	 山口真澄，小原真紀子，上岡亜子，佐野雄三，青木智子，
佐藤　好，能澤一樹，足立雄太，新津宏明，安藤正志，
衣斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイ
リング検査を含めた治験・臨床試験への他職種連携効果
と今後の課題．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（名古屋），［ポスター］

008	 山口真由美：がん専門病院がたどり着いた垣根の低い
RRS 要請の仕組み．第 51 回日本集中治療医学会，2024，

（北海道），［ポスター］
009	 黒野純子，戸﨑加奈江：A 病院入院患者の抗がん薬投与

時の血管外漏出の現状報告．第 38 回日本がん看護学会学
術集会，2024，（兵庫），［示説］

010	 障子美奈，小沢あゆみ，松尾育未，大下有香，深堀慎一郎，
福嶋敬子，山崎祥子，服部寿史，村田慎一，稲葉吉隆：
IVR 中に発生した緊急時の対応報告～定例緊急シミュ
レーションの成果～．第 52 回日本 IVR 学会，2023，（高
知），（WEB），［口演］

011	 深堀慎一郎：活用される RRS を目指したがん専門病院の
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実践報告．第 25 回日本救急看護学会学術集会，2023，（長
崎），［口演〕

012	 倉石幸治，福嶋敬子，山崎祥子，長谷川貴章，稲葉吉隆：
CV ポート留置後に発生した事例からの取り組み～日め
くりクリニカルパスを作成して～．第 52 回日本 IVR 学
会総会，2023，（高知），［口演］

013	 青山寿昭：舌がん患者への摂食嚥下支援．頭頸部癌サポー
ト研究会，2024，（博多），［口演］

014	 吉川　惠：都道府県指導者養成研修「フォローアップ研
修」．緩和ケアチーム研修企画，2023，（WEB），［講師］

015	 井上さよ子：交流セッション　「今こそ確かめよう！看護
の力でできたこと，できること」．第 39 回愛知県看護学
会，2023，（愛知県），［講師］

016	 永田智子：がん看護実践④「在宅療養と後方連携の概要・
看護論Ⅲ「在宅調整における病棟・外来看護師の役割」
事例を通して考える　「退院調整困難事例の問題の明確化
を調整のポイント」．愛知県がんセンター，2023，（愛知），

［講師・ファシリテーター］
017	 永田智子：訪問看護認定看護師教育課程「在宅医療病態

論Ⅲ」．愛知県看護協会，2023，（愛知），［講師］
018	 永田智子：訪問看護職員養成講習会「がん看護 1，2，3，

４」．愛知県看護協会，2023，（愛知），［講師］
019	 永田智子：緩和ケアボランティア養成講座　緩和ケア第

9 期（全 10 回）．一般社団法人　あした葉，2023，（三重），
（WEB），［講師］

020	 永田智子：明日から実践に活かす！緩和ケア１－③　～
消化器症状を抱えるがん患者のケア～．愛知県がんセン
ター，2023 年，（愛知），［講師］

021	 永田智子：がん看護実践④　実習の振り返りと学びの共
有．愛知県がんセンター，2023 年，（愛知），［ファシリテー
ター］

022	 久保　知：慢性期看護援助論「がんと共に生きる人への
看護　放射線療法を受ける患者看護」．金城学院大学，
2023，（愛知），［講師］

023	 戸﨑加奈江：看護師が考える臓器横断的ジーラスタボ
ディポット ® の運用方法について In TOKAI．協和キリ
ン株式会社，2023，ZOOM ウエビナー，［総合司会］

024	 高木礼子：～アピアランスケア～「当院における頭皮冷
却による脱毛への取り組み」．Chemotherapy Nursing 
Seminar，2023，（名古屋），［講演］

025	 山田健司：成人急性期看護学実習「手術室における看護」．
愛知県立大学　看護学部，2023，（愛知），［講師］

026	 山田健司：急性期看護学Ⅰ「手術室における看護」．一宮
研伸大学　看護学部，2024，（愛知），［講師］

027	 柴田亜弥子：看護研究支援講座「研究発表の方法」．第
39 回愛知県看護学会，2023，（愛知），［講師］

028	 柴田亜弥子：家族支援 CNS コース科目「家族と健康」．
愛知県立大学大学院，2023，（愛知），［講師］

029	 柴田亜弥子：「最新医療と看護」．愛知県立大学看護学部，
2023．（愛知），［講師］

030	 福嶋敬子：乳がん術後地域連携エスワンパスについて．
令和 5 年がん地域連携パスコーディネーター研修会，

2023，（WEB），［講師］
031	 福嶋敬子：在宅緩和ケアの現状，工夫，困難点を話し合

う～病院の立場として～．NPO 地域共生を支える医療・
介護・市民全国ネットワーク第 2 回全国の集い，2023，（愛
知），［シンポジスト］

032	 向井未年子：「がんサバイバーシップケア」．第 26 回日本
癌治療学会アップデート教育コース，2023，（WEB），［講師］

033	 向井未年子：パネルディスカッション「終末期の低血糖
発作への対応」．第 28 回日本緩和医療学会学術大会，
2023，（兵庫），［座長］

034	 向井未年子：パネルディスカッション「緩和ケアでの人
工的栄養水分補給」．第 28 回日本緩和医療学会学術大会，
2023，（兵庫），［パネリスト］

035	 向井未年子：「最優秀演題 口演」．第 28 回日本緩和医療
学会学術大会，2023，（兵庫），［座長］

036	 向井未年子：特別講演「スピリチュアルケア　ー対話を
通して紡ぐケアリングー」．第 28 回日本緩和医療学会学
術大会，2023，（兵庫），［座長］

037	 笹川良子：一般演題⑤　看護関連．第 47 回リザーバ＆
ポート研究会，2023，（東京），［座長］

038	 山田知里：副作用管理における看護師の役割～乳癌領域
の nabPTX について～．BreastCancerForum，2023，（愛
知），（WEB），［講演］

039	 山田知里：ディスカッサント「アロカリスの制吐剤につ
いて」．TAIHO WEB Lecture on CINV ㏌ TOKAI，2023，

（愛知），（WEB），［講演］
040	 山田知里：抗がん剤治療中の副作用管理の工夫～免疫

チェックポイント阻害剤を例に～．第 30 回医看薬薬連携
研究会，2023，（愛知），［講演］

041	 山田知里：フェスゴ ® 導入がもたらすメリット．Chugai 
Breast Cancer Symposium ㏌ Aichi，2023，（愛知），

（WEB），［講演］
042	 山田知里：新規治療導入時のポイント「看護師の立場か

ら．若手医療従事者が学ぶ胃癌診療」「他職種は何を考え
ているのか？」．WJAOG，2024，（大阪 WEB），［講演］

043	 西尾里美：コンサルテーション論．愛知県立大学大学院
看護学研究科，2024，（名古屋），［講師］

044	 八重樫裕：教育講演「絶対通る倫理申請書の書き方」．第
16 回日本摂食嚥下障害看護研究会研究会，2023，（愛知），

［座長］
045	 福嶋敬子：乳がん術後地域連携エスワンパスについて．

が ん 地 域 連 携 パ ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー 研 修 会，2023，
（WEB），［講師］

046	 福嶋敬子：在宅緩和ケアの現状，工夫，困難点を話し合
う～病院の立場として～．NPO 地域共生を支える医療・
介護・市民全国ネットワーク第 2 回全国の集い，2023，（愛
知），［シンポジスト］

047	 青山寿昭：食事の援助ー摂食嚥下障害のポイントを押さ
えようー．一宮研伸大学，2024，（一宮），［講師］

048	 青山寿昭：頭頸部がん患者の摂食嚥下障害とその対応．
Geriatric Nutrition 研究会，2024，（名古屋），［講師］

049	 青山寿昭：コロナ患者の摂食と嚥下．日本摂食嚥下リハ
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ビリテーション学会，2023，（横浜），［座長］
050	 青山寿昭：摂食嚥下障害における倫理的問題．日本摂食

嚥下障害看護研究会，2023，（名古屋），［座長］

薬剤部・臨床薬剤部

001	 Hashimoto N, Nakata A, Narita Y, Honda K, 
Masuishi T, Taniguchi H, Kadowaki S, Ando M, 
Endo Y, Kotani H, Kataoka A, Hattoti  M, 
Yoshimura A, Sawaki M, Nozawa K, Oze I, Iwata H, 
Muro K：Safety of a short-term infusion of fosnetupitant 
in patients with gastrointestinal and breast cancer: a 
prospective observational study. Japanese Society of 
Medical Oncology Annual Meeting, 2023, （Nagoya）, 

［English Oral］
002	 橋本直弥：乳癌薬物療法における CINV マネージメント

の実践．第 61 回日本癌治療学会学術集会学術セミナー
41，2023，（横浜），［教育セミナー］

003	 橋本直弥：実践，明日から活かせるトレーシングレポー
ト活用術乳癌薬物療法における CINV マネージメントの
実践．第17回日本薬局学会学術総会，2023，（名古屋），［ラ
ンチョンセミナー］

004	 橋本直弥：HER2 陽性肺癌の薬物療法と副作用マネージ
メント．第 13 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2024，（神
戸），［ランチョンセミナー］

005	 堀　恭子，前田章光，橋本直弥，村田史子，高野裕佑，
伊藤裕子，内田幸作：抗がん剤作業環境における P-Clear 
を用いた除染効果の検証．第 15 回日本がん薬剤学会学術
大会，2023，（名古屋），［ポスター］

006	 堀　恭子，前田章光，曾根裕美子，村田史子，高野裕佑，
橋本直弥，加藤正孝，内田幸作：愛知県がんセンターの
抗がん薬取り扱い環境における床面抗がん薬曝露調査．
第 33 回日本医療薬学会年会，2023，（仙台），［口頭］

007	 前田章光，下村一景，橋本直弥，内田幸作：ChatGPT
（GPT-4）は抗がん剤レジメン登録業務のサポートとなり
得るか．第 33 回日本医療薬学会年会，2023，（仙台），［口
頭］

008	 今井暁南，前田章光，佐藤祥曉，髙井奈美，内田幸作：
経口抗がん薬及び支持療法薬に対する保険薬局薬剤師に
よる残数調整の現状調査，第 56 回東海薬剤師学術大会，
2023，（四日市），［口頭］

009	 前田章光：肝障害がある患者に対する投与量設計．日本
臨床腫瘍薬学会学術大会 2024，2024，（神戸），［シンポ
ジウム］

010	 下村一景，前田章光，橋本直弥，内田幸作：オランザピ
ン 5mg 服用後 2.5mg へ減量した患者に対する CINV 

（Chemotherapy Induced Nausea and Vomiting） の予防
効果と安全性の検討．日本臨床腫瘍薬学会学術大会 
JASPO2024，2024，（神戸），［口頭発表］ 

011	 下村一景：薬剤師によるアナモレリンの処方提案　～ま
ずはがん悪液質の理解から～．日本臨床腫瘍薬学会学術

大会 JASPO2024，2024，（神戸），［ランチョンセミナー］ 
012	 前田章光：がんゲノム医療に伴う治療の副作用管理．東

海オンコロジーセミナー，2023，（WEB），［示説］
013	 前田章光：薬剤師も知っておきたい CT 画像の基礎知識．

第 11 回がん化学療法患者サポート WEB セミナー，
2023，（WEB），［示説］

ゲノム医療センター

001	 山口真澄，小原真紀子，上岡亜子，佐野雄三，青木智子，
佐藤　好，能澤一樹，足立雄太，新津宏明，安藤正志，
衣斐寛倫：がん専門病院におけるがんゲノムプロファイ
リング検査を含めた治験・臨床試験への多職種連携効果
と今後の課題．第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2024，（愛知），［ポスター］ 
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研究所長

001	 Torasawa M, Shiraishi K, Mochizuki A, Matsumoto 
S, Hamamoto J, Matsushita H, Imoto I, Yasuda H, 
Tsuboi M, Goto K, Watanabe S, Shiraishi Y, 
Hamamoto R, Ohe Y, Kohno T：The Genomic 
Landscape of  Driver Mutat ion -Negat ive Lung 
Adenocarcinoma: A Comprehensive Whole-Genome 
Sequencing Analysis. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, 

（横浜）, ［口演］
002	 Nakata T, Shen X, Mizuno S, Imoto I, Selcen D, 

Engel A, Ohno K：Impaired gating of ã- and ±-AChR 
respectively causes Escobar syndrome and fastchannel 
congenital myasthenic syndrome. Human Genetics Asia 
2023, 2023, （東京）, ［口演］

003	 Usui Y, Taniyama Y, Endo M, Koyanagi Y, Kasugai 
Y, Oze I, Ito H, Imoto I, Tanaka T, Tajika M, Niwa 
Y, Iwasaki Y, Aoi T, Hakozaki N, Takata S, Suzuki 
K, Terao C, Hatakeyama M, Hirata M, Sugano K, 
Yoshida T, Kamatani Y, Nakagawa H, Matsuda K, 
Murakami Y, Spurdle A, Matsuo K, Momozawa Y：
Large-scale evaluation of germline variants among 11 
thousand gastric cancer patients and 44 thousand 
controls. Human Genetics Asia 2023, 2023, （東京）, ［口
演］

004	 Mizukami K, Yoshiaki U, Endo M, Iwasaki Y, 
Kamatani Y, Hirata M, Shiraisihi K, Kohno T, 
Imoto I, Matsuda K, Nakagawa H, Murakami Y, 
Momozawa Y：Germline genetic analysis of Lynch 
syndrome using 110K samples from patients with 23 
cancer  types  and  contro l s .  ASHG2023 ,  2023 , 

（Washington DC）, ［ポスター］
005	 井本逸勢：食道癌，胆道癌，胃癌のリスクについての解

釈・対応はどうしたらいいのか？．第 3 回 JOHBOC 学
術総会，2023，（東京），［シンポジウム］

006	 井本逸勢：今日からできるリンチ症候群（LS）診療．第 5
回がんゲノム医療時代における Lynch 症候群研究会学術
集会，2023，（東京），［特別講演］

007	 丹下正一朗，平野朋美，井戸川雅史，平田英周，井本逸勢，
時野隆至：予後不良の腫瘍と発現が相関する霊長類特異
的遺伝子の解析．第 82 回日本癌学会学術総会，2023，（横
浜），［ポスター］

008	 井本逸勢：がんゲノム医療の課題と解決に向けて．第 13
回日本遺伝子診療学会 / 遺伝子診断・検査技術推進
フォーラム 公開シンポジウム 2023，2023，（東京），［シ
ンポジウム］

がん情報・対策研究分野

001	 伊藤秀美：がん対策を支えるがん登録～がんと診断され
たら…　受療動態を知る空間疫学的手法を用いて受療動
態を探る！．日本がん登録協議会第 32 回学術集会 in 青
森，2023，（青森），［口演］

002	 羽佐田香代，大島栄子，古橋由紀子，平岩　愛，板生春美，
神原あかり，春日井京子，尾瀬　功，伊藤秀美：愛知県
におけるがん登録オンラインシステム導入状況，遡り調
査の回答形式について．日本がん登録協議会第 32 回学術
集会 in 青森，2023，（青森），［口演］

003	 尾瀬　功，川北大介，羽佐田香代，川浦正規，岩崎真一，
松田智大，松尾恵太郎，伊藤秀美：1993 年から 2015 年
の頭頸部がん亜部位別年齢調査罹患率の推移．日本がん
登録協議会第 32 回学術集会 in 青森，2023，（青森），［ポ
スター］

004	 Oze I, Ito H, Koyanagi YN, Abe SK, Rahman MS, 
Saito E, Tamakoshi A, Sawada N, Sakata R, Tsuji 
I, Nagata N, Inoue M, Matsuo K：Obesity is 
associated with biliary tract cancer risk: a pooled 
analysis of 21 cohorts in the Asia Cohort Consortium. 第
82 回日本癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

005	 Taniyama Y, Oze I, Koyanagi YN, Kasugai Y, Ito Y, 
Matsuda T, Matsuo K, Mitsudomi T, Ito H：Changes 
in survival of patients with non-small cell lung cancer in 
Japan: an interrupted time series study. 第 82 回日本癌
学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

006	 Ito H：Geographical inequality in cancer in Japan: 
spatial epidemiology and mediation analysis using public 
data. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［シンポ
ジウム］

007	 Yamagiwa Y, Tanaka K, Matsuo K, Wada K, Lin Y, 
Sugawara Y, Mizoue T, Sawada N, Takimoto H, Ito 
H, Kitamura T, Sakata R, Kimura T, Tanaka S, 
Inoue M：Response to antiviral therapy for chronic 
hepatitis C and risk of hepatocellular carcinoma 
occurrence in Japan. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, 

（横浜）, ［ポスター］
008	 Koyanagi YN, Matsuo K, Kawaura M, Taniyama Y, 

Oze I, Nakaya T, Otani T, Takahashi K,Yamaguchi 
R, Ito H：Urbanicity affects the associations between 
socioeconomic status and cancer incidence and mortality. 
ENCR 2023 IACR Scientific Conference, 2023, （ グ ラ ナ
ダ）, ［ポスター］

009	 伊藤秀美，小栁友理子，川浦正規，尾瀬　功，谷山祐香里，
大谷隆浩，中谷友樹，高橋邦彦，山口　類，松尾恵太郎：
がん罹患及び死亡と地理的剥奪指標との関連の臓器別・
都市度別評価．第 34 回日本疫学会学術総会，2024，（大
津），［口演］

3．学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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010	 谷山祐香里，古橋真由，川浦正規，小柳友理子，尾瀬　功，
松尾恵太郎，伊藤秀美：地理的な社会経済的状況は喫煙
を介してがん死亡に影響するか：媒介分析による評価．
第 34 回日本疫学会学術総会，2024，（大津），［ポスター］

011	 小柳友理子，中杤昌弘，伊藤秀美，尾瀬　功，谷山祐香里，
成田　暁，櫻井美佳，若井建志，J-MICC Study Group，
岩崎　基，松尾恵太郎：遺伝子間交互作用を考慮すると
ポリジェニックリスクスコアによる表現型の予測能は向
上する．第 34 回日本疫学会学術総会，2024，（大津），［ポ
スター］

がん予防研究分野

001	 Sibale Mojoo D, Taniyama Y, Koyanagi Y, Tsuge H, 
Oze I, Ito Y, Katanoda K, Matsuda T, Matsuo K, Ito 
H：A Comparative Analysis of Breast Cancer Net 
Survival in Japanese Men and Women: A Population-
Based Study. がん予防学術大会 2023 金沢 , 2023, （金沢）, 

［口演］
002	 Oze I, Ito H, Koyanagi Y, Abe S, Shafiur R, Saito E, 

Tamakoshi A, Sawada N, Sakata R, Tsuji I, Nagata 
C, Inoue M, Matsuo K：Obesity is associated with 
biliary tract cancer risk: a pooled analysis. 第 82 回日本
癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

003	 Taniyama Y, Oze I, Koyanagi Y, Kawakatsu Y, Ito 
Y, Matsuda T, Matsuo K, Mitsudomi T, Ito H：
Changes in survival of patients with non-small cell lung 
cancer in Japan: an interrupted time series study. 第 82
回日本癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

004	 Usui Y, Matsuo K, Momozawa Y：Evaluation of 
genetic and environmental factors for cancer risk. 第 82
回日本癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［シンポジウム］

005	 M a t s u o  K ： C a n c e r  g e n o m e  m e d i c i n e  a n d 
epidemiological studies: the Potential. 第 82 回日本癌学会
学術総会 , 2023, （横浜）, ［シンポジウム］

006	 Koyanagi Y, Nakatochi M, Matsuo K：Genotype-
stratified GWAS: an alternative approach uncovering 
novel genetic architecture. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 
2023, （横浜）, ［口演］

007	 Koyanagi Y：Elucidating mechanisms underlying an 
association between alcohol consumption and cancer: 
mediation analysis on genetic variants in alcohol-
metabolizing enzymes. 第 82 回 日 本 癌 学 会 学 術 総 会 , 
2023, （横浜）, ［口演］

008	 Yamagiwa Y, Tanaka K, Matsuo K, Wada K, Lin Y, 
Sugawara Y, Mizoue T, Sawada N, Takimoto H, Ito 
H, Kitamura T, Sakata R, Kimura T, Tanaka S, 
Inoue M：Response to antiviral therapy for chronic 
hepatitis C and risk of hepatocellular carcinoma 
occurrence in Japan. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, 

（横浜）, ［ポスター］

009	 大野慶輝，川浦正規，尾瀬　功，谷山祐香里，小栁友理子，
松尾恵太郎，伊藤秀美，J-MICC Study Group：J-MICC
研究における地理的曝露情報を組み込んだ情報基盤の構
築．がん予防学術大会 2023 金沢，2023，（金沢），［ポス
ター］

010	 松尾恵太郎：遺伝子環境要因交互作用：遺伝的背景で環
境の影響は異なる．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，

（大津），［シンポジウム］
011	 伊藤秀美，小柳友理子，川浦正規，尾瀬　功，谷山祐香里，

大谷隆浩，中谷友樹，高橋邦彦，山口　類，松尾恵太郎：
がん罹患及び死亡と地理的剥奪指標との関連の臓器別・
都市度別評価．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大
津），［口演］

012	 藤井亮輔，菱田朝陽，中杤昌弘，坪井良樹，鈴木康司，
若井建志，松尾恵太郎：血圧ポリジェニックリスクスコ
アと循環器死亡との関連：前向きコホート研究　J-MICC 
Study．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大津），［口
演］

013	 松尾洋孝，豊田　優，中杤昌弘，中山昌喜，河村優輔，
清水聖子，中岡博史，若井建志，松尾恵太郎：臨床診断
された痛風患者のみによる病型分類別のゲノムワイド関
連解析と遺伝率．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大
津），［口演］

014	 宮川尚子，高嶋直敬，原田亜紀子，門田　文，近藤慶子，
中村保幸，三浦克之，上島弘嗣，今枝奈保美，後藤千穂，
喜多義邦，若井建志，松尾恵太郎：日本人における乳製
品摂取と総死亡，がんおよび循環器疾患死亡リスクの関
連：J-MICC 研究．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大
津），［口演］

015	 田村高志，加藤泰文，玉田雄大，久保陽子，岡田理恵子，
永吉真子，菱田朝陽，若井建志，松尾恵太郎：非喫煙者
における受動喫煙と高血圧症との関連ー縦断研究：日本
多施設共同コーホート研究（J-MICC Study）．第 34 回日
本疫学会学術総会，2023，（大津），［ポスター］

016	 岡田　尚，若井建志，玉田雄大，加藤泰文，久保陽子，
岡田理恵子，永吉真子，田村高志，菱田朝陽，中杤昌弘，
桃沢幸秀，井本逸勢，松尾恵太郎：日本人におけるエス
トロゲン関連遺伝子多型と乳がんリスクとの関連：
J-MICC 研究．第34回日本疫学会学術総会，2023，（大津），

［ポスター］
017	 谷山祐香里，古橋真由，川浦正規，小栁友理子，尾瀬　功，

松尾恵太郎，伊藤秀美：地理的な社会経済的状況は喫煙
を介してがん死亡に影響するか：媒介分析による評価．
第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大津），［ポスター］

018	 山田知子，原田亜紀子，門田　文，岡見雪子，宮川尚子，
三浦克之，上島弘嗣，高嶋直敬，喜多義邦，若井建志，
松尾恵太郎：日本人における主食摂取パターンと総死亡
および循環器疾患死亡リスクとの関連：J-MICC 研究．
第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大津），［ポスター］

019	 小栁友理子，中杤昌弘，伊藤秀美，尾瀬　功，谷山祐香里，
成田　暁，櫻井美佳，若井建志，J-MICC Study Group，
岩崎　基，松尾恵太郎：遺伝子間交互作用を考慮すると
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ポリジェニックリスクスコアによる表現型の予測能は向
上する．第 34 回日本疫学会学術総会，2023，（大津），［ポ
スター］

がん病態生理学分野

001	 Aoki M：The landscape of systemic metabolic 
alterations in cancer cachexia. 7th Cancer Cachexia 
Conference, 2023, （Edinburgh）, ［ポスター］

002	 青木正博：がん悪液質における全身性代謝異常のランド
スケープ．第 10 回日本サルコペニア ･ 悪液質 ･ 消耗性疾
患研究会，2023，（名古屋），［口演］

003	 青木正博，曽我朋義，小島　康：がん悪液質における全
身性代謝異常の解析．第 9 回がんと代謝研究会，2023，（松
山），［ポスター］

004	 青木正博，武藤　誠，藤下晃章：cAMP/PKA/CREB 経
路は大腸がんの幹細胞性と転移能を正に制御する．第 27
回日本がん分子標的治療学会学術集会，2023，（佐賀），

［ワークショップ］
005	 青木正博：がんとフレイル・ロコモ．第 60 回日本リハビ

リテーション医学会学術集会，2023，（福岡），［シンポジ
ウム］

006	 青木正博，藤下晃章，武藤　誠：cAMP/PKA/CREB 経
路と TGFâ/SMAD4 経路は大腸がんの幹細胞性と転移能
に寄与する．第 32 回がん転移学会学術集会，2023，（仙
台），［ワークショップ］

007	 青木正博，武藤　誠，藤下晃章：大腸がんの幹細胞性，
転移能，抗がん剤抵抗性に寄与するシグナル経路の解明．
第 82 回日本癌学会学術総会，2023，（横浜），［シンポジ
ウム］

008	 藤下晃章，三城恵美，武藤　誠，青木正博：大腸がんの
転移における RhoC の役割．第 82 回日本癌学会学術総会，
2023，（横浜），［口演］

009	 小島　康，三城恵美，武藤　誠，曾我朋義，青木正博：
がん悪液質における肝臓代謝変化の特徴．第 82 回日本癌
学会学術総会，2023，（横浜），［ポスター］

010	 梶野リエ，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：MyD88 の機
能制御と Wnt/â-catenin 経路変異との合成致死性を用い
た大腸がん治療標的の探索．第82回日本癌学会学術総会，
2023，（横浜），［ポスター］

011	 牛　燕清，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：大腸がん幹
細胞を標的とする化合物のスクリーニング．第 82 回日本
癌学会学術総会，2023，（横浜），［ポスター］

012	 丹羽智香，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：ストレス応
答タンパク ATF4 と大腸がん転移の関係．第 82 回日本
癌学会学術総会，2023，（横浜），［ポスター］

013	 青木正博，曾我朋義，小島　康：がん悪液質のメタボロー
ム・プロテオーム解析．第 46 回日本分子生物学会年会，
2023，（神戸），［ポスター］

014	 青木正博，藤下晃章，武藤　誠：転移性大腸がんマウス
モデルを用いた幹細胞性・転移能を制御するシグナル経

路の解析．日本がん分子標的治療学会第 19 回トランス
レーショナルリサーチワークショップ，2024，（東京），

［ワークショップ］

分子腫瘍学分野

001	 Sekido Y：New biological targets for mesothelioma. 
iMig 2023, 2023, （Lille）, ［ワークショップ］

002	 Sato T, Akao K, Kondo-Ida L, Mishiro-Sato E, 
Ghani F, Mukai S, Sekido Y：Sensitivity and 
resistance to TEAD inhibitor K-975 in mesothelioma 
cells with alterations in Hippo pathway-related genes. 
9th International Conference on Hippo Signalling in 
Development, Disease and New Therapies, 2023, 

（Biopolis）, ［ポスター］
003	 Hirai S, Yamada T, Katayama Y, Sekido Y, 

Takayama K：Effect of combinational targeted therapy 
for AXL and ATR against malignant mesothelioma cells. 
ESMO Asia Congress 2023, 2023, （Singapore）, ［ポス
ター］

004	 関戸好孝：悪性中皮腫のゲノム・細胞生物学的理解．第
112 回日本病理学会総会，2023，（下関），［ワークショッ
プ］

005	 平井聡一，片山勇輝，堀中真野，酒井敏行，関戸好孝，
山田忠明：悪性胸膜中皮腫における ATR 阻害薬と AXL
阻害薬併用治療の検討．第 27 回日本がん分子標的治療学
会学術集会，2023，（佐賀），［ワークショップ］

006	 向井智美，佐藤龍洋，三城恵美，青木正博，薮田紀一，
廣島健三，関戸好孝：Hippo シグナル系が破綻した中皮
腫細胞は過剰な O-GlcNAc 修飾が引き起こされ，核輸送
能の亢進による悪性化を引き起こす．第 4 回日本石綿・
中皮腫学会学術集会，2023，（長崎），［口演］

007	 加納圭子，佐藤伸哉，佐藤龍洋，三城恵美：水素をキャ
リアガスとして用いた GC/MS によるがん細胞のメタボ
ローム解析．第 48 回日本医用マススペクトル学会年会，
2023，（名古屋），［ポスター］

008	 稲見陽香，鈴木浩也，丹下将希，紅　朋浩，金田典雄，
前田　徹，三井田　孝，村上浩士，門松健治，関戸好孝，
村上（渡並）優子：BAP1 変異悪性中皮腫細胞において，
CHK2 の発現抑制により細胞増殖が抑制される．第 82 回
日本癌学会学術総会，2023，（横浜），［ポスター］

009	 鈴木浩也，小林輝星，紅　朋浩，金田典雄，前田　徹，
三井田　孝，村上浩士，門松健治，関戸好孝，村上（渡並）
優子：BAP1 変異悪性中皮腫細胞において，USP1 の発
現抑制により細胞増殖が抑制される．第 82 回日本癌学会
学術総会，2023，（横浜），［口演］

010	 向井智美：核と細胞質を繋ぐ核膜孔と様々な生命現象．
第 96 回日本生化学会大会，2023，（福岡），［シンポジウム］

011	 向井智美，佐藤⿓洋，⻲井保博，加藤　輝，三城恵美，
⻘⽊正博，藪⽥紀⼀，廣島健三，関戸好孝：ヌクレオポ
リンの O-GlcNAc 修飾異常を介した腫瘍進展メカニズム
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の解明．第46回日本分子生物学会年会，2023，（神戸），［ポ
スター］

012	 坂口夏菜， 大手　聡， 佐藤龍洋， 大城太一： 真 菌  
Paramyrothecium sp．BF-1049 株が生産する新規抗悪性
中皮腫活性物質に関する研究．日本薬学会第１４４年会，
2023，（横浜），［ポスター］

システム解析学分野

001	 Ogasawara A, Matsushita H, Tuan Zea Tan, 
Shintani D, Jieru Ye, Nagao S, Kobayashi Y, 
Kakimi K, Yamaguchi R, Yamamoto K, Fujiwara K, 
Ruby Yun-Ju Huang, David Shao Peng Tan, 
Hasegawa K：Analyses of tumor microenvironment 
affecting the survival in patients with ovarian cancer 
receiving intraperitoneal chemotherapy: Translational 
research from the phase 3 trial of intraperitoneal 
therapy for ovarian cancer with carboplatin （TRiPocc）. 
2023 ASCO Annual Meeting, 2023, （Chicago）, ［ ポ ス
ター］

002	 武藤　理，山口　類：時系列 RNA-seq と PINN による 
mRNA ライフサイクルにおける転写及び転写後調節ダイ
ナミクスの推論．第5回日本メディカルAI学会学術集会，
2023，（東京），［口頭］

003	 Yamaguchi R：Development of a Bayesian Protein 
Design Method for Immune Receptors. 上原国際シンポ
ジ ウ ム （The Uehara International Symposium）, 2023, 

（東京）, ［招待講演］
004	 山口　類，鍬塚八千代，笠島理加，井元清哉，熱田由子，

高橋　聡：臍帯血特異的合併症：臍帯血移植後特異的合
併症の軽減を目指した造血 / 免疫再構築に関する予測．
2023 年度第 1 回造血細胞移植合同班会議，2023，（Web），

［口頭］
005	 Yamaguchi R：Detection of differentially regulated 

systems behind personalized omics profiling data. Japan-
US Collaboration Week, 2023, （Stanford）, ［招待講演］ 

006	 足立雄太，新津宏明，山口　類，衣斐寛倫：KRASG12C
阻害薬の適応耐性の克服．第 82 回日本癌学会学術総会，
2023，（神奈川），［口頭］

007	 山口貴世志，中川沙弥，大河原悠哉，高根希世子，池上
恒雄，秦　裕子，尾山大明，長門石　曉，津本浩平，愛
甲　丞，志田　大，山口　類，宮野　悟，井元清哉，古
川洋一：大腸がんにおける TIP60 複合体構成因子 BRD8
の制御と機能，第 82 回日本癌学会学術総会，2023，（神
奈川），［口頭］

008	 阿部雄一，磯村久徳，周　爽，梶野泰祐，山口　類，細
田和貴，原　和生，田口　歩：プロテオゲノミクスによ
る新規イムノグロブリン結合膵癌抗原の探索同定．第 82
回日本癌学会学術総会，2023，（神奈川），［口頭］

009	 周　爽，阿部雄一，梶野泰祐，磯村久徳，山口　類，石
上雅敏，藤城光弘，田口　歩：マウス肝癌細胞を用いた

チロシンキナーゼ阻害薬耐性メカニズムの機能的スク
リーニング．第 82 回日本癌学会学術総会，2023，（神奈
川），［ポスター］

010	 笠島理加，清水英悟，廣島幸彦，片山琴絵，山口　類，
山口貴世志，古川洋一，宮野　悟，井元清哉，佐藤慎哉，
横瀬智之，宮城洋平：RNAseq の品質―リボヌクレアー
ゼによる RNA の分解―．第 82 回日本癌学会学術総会，
2023，（神奈川），［ポスター］

011	 Shibuki T, Mizuno N, Kobayashi N, Hirano H, 
Tsuchikawa T, Matsumoto S, Okuyama H, Sasaki E, 
Shinjo K,Yamaguchi R, Kawata T, Hosoda W：
Molecular characterization of rectal neuroendocrine 
tumors （NETs） with unfavorable prognosis by 
multiomics analysis: A multicenter retrospective cohort 
study （GARNET）. ESMO 2023, 2023, （Madrid）, ［口頭］

012	 Z.Guo, Muto O, Fukushima Y, Demachi-Okamura A, 
Ota M, Yoshida R, Matsushita H, Yamaguchi R：A 
multimodal framework combining sequence and 
topological features for accurate protein-protein binding 
affinity prediction. GIW ISCB-ASIA 2023, 2023, 

（Singapore）, ［口頭］
013	 山口　類：免疫受容体機能改変に向けた機械学習法の開

発．Symposium on Computational Disease Systems 
Biology，2024，（東京），［招待講演］

014	 山口　類：タンパク質結合能予測のためのマルチモーダ
ル機械学習モデルの開発．統計科学・機械学習・情報数
学の最前線，2024，（仙台），［特別講演］

015	 山口　類：マルチモーダル機械学習を用いたたんぱく質
結合能予測モデルの開発．医薬基盤研究所セミナー，
2024，（大阪），［招待講演］

016	 武藤　理：Inference of gene regulation dynamics in the 
mRNA life cycle by Physics-Informed Neural Networks．
Machine Learning Summer School，2024，（沖縄），［ポ
スター］

腫瘍制御学分野

001	 小根山千歳：がん細胞におけるエクソソーム産生亢進機
構とその意義．山口大学医学研究科セミナー，2023，（宇
部），［シンポジウム］

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

001	 杉田裕介，松下博和，福嶋恭啓，松井琢哉，小室裕康，
篠原周一，橋本佳奈，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，
岸　裕幸，田中雄希，尾上広祐，小野口和英，山下慶子，
黒田浩章，堀尾芳嗣，大久保憲一：肺癌悪性胸水におけ
る腫瘍特異的 CD8+T 細胞とネオアンチゲンの同定．第
64 回日本肺癌学会学術集会，2023，（千葉），［ポスター］

002	 杉田裕介，松下博和，福嶋恭啓，松井琢哉，小室裕康，
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篠原周一，橋本佳奈，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，
岸　裕幸，田中雄希，尾上広祐，小野口和英，山下慶子，
黒田浩章，堀尾芳嗣，大久保憲一：肺癌悪性胸水患者の
抗原特異的免疫応答の検討．第 27 回日本がん免疫学会総
会，2023，（三重），［口演］

003	 杉田裕介，松下博和，福嶋恭啓，松井琢哉，小室裕康，
篠原周一，橋本佳奈，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，
山下慶子，黒田浩章，堀尾芳嗣，大久保憲一：肺癌悪性
胸水における腫瘍特異的 CD8+T 細胞とネオアンチゲン
の同定．第 40 回日本呼吸器外科学会学術集会，2023，（新
潟），［ポスター］

004	 福嶋恭啓，小室裕康，矢田友紀，宮本祐作，山本裕崇，
白橋幸洋，篠原周一，杉田祐介，松井琢哉，小笠原仁子，
高橋裕介，岡村文子，村岡大輔，福山　隆，岸　裕幸，
黒田浩章，松下博和，岩田　尚：遺伝子改変によるがん
抗原特異的な高親和性 T 細胞受容体の同定．第 40 回日
本呼吸器外科学会学術集，2023，（新潟），［口演］

005	 福嶋恭啓，小室裕康，白橋幸洋，篠原周一，杉田裕介，
松井琢哉，高橋祐介，岡村文子，村岡大輔，福山　隆，
黒田浩章，松下博和，岩田　尚：遺伝子改変によるがん
抗原特異的な高親和性 T 細胞受容体の特定．第 64 回日
本肺癌学会学術集，2023，（千葉），［口演］

006	 水田　亮，村岡大輔，岡村文子，岡本貴成，野平翔太，
大谷理浩，石田穣治，藤井謙太郎，伊達　勲，松下博和：
三次リンパ様構造（TLS）の形成に着目した膠芽腫の組織
学的解析およびゲノム解析．第 82 回日本脳神経外科学会
学術総会，2023，（横浜），［ポスター］

007	 水田　亮，村岡大輔，岡村文子，岡本貴成，野平翔太，
大谷理浩，石田穣治，藤井謙太郎，伊達　勲，松下博和：
三次リンパ様構造（TLS）の形成に着目した膠芽腫の空間
解析およびゲノム解析．第41回日本脳腫瘍学会学術総会，
2023，（新潟），［ポスター］

008	 石原宏政，柴田博史，岡村文子，村岡大輔，寺田星乃，
別府慎太郎，西川大輔，鈴木秀典，花井信広，小川武則，
松下博和：中咽頭癌における腫瘍微小環境の解析．第 70
回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会中部地方部会連合会，
2023，（静岡），［口演］

009	 松井琢哉，松下博和，山口　類，篠原周一，杉田裕介，
鈴木あゆみ，高橋祐介，坂倉範昭，黒田浩章，高野崇継，
中村龍二，小田梨紗，立松　勉，横田圭右，奥田勝裕：
ヒト白血球型抗原 （Human Leukocyte Antigen） 遺伝子
解析を用いた非小細胞肺癌の術後再発予測．第 123 回日
本外科学会定期学術集会，2023，（東京），［一般口演］

010	 松井琢哉，岩清水寿徳，則竹　統，瀬戸克年，坂倉範昭，
福嶋恭啓，小笠原仁子，岡村文子，村岡大輔，松下博和，
山口　類，高野崇継，中村龍二，小田梨紗，立松　勉，
横田圭右，奥田勝裕：HLA 遺伝子解析とネオ抗原予測に
よる非小細胞肺癌の再発リスク評価．第 124 回日本肺癌
学会中部支部学術集会，2024，（愛知），［一般口演］

011	 陳　浩，木村実茂，Carolyne Barakat，西尾信博，佐
藤由英，鈴木　哲，岡村文子，髙橋義行，赤塚美樹：
PiggyBac トランスポゾンを用いた TCR-T 細胞調整条件

の検討．第 27 回日本がん免疫学会，2024，（三重），［口演］
012	 野平翔太，大野真佐輔，松下博和：肺がん原発性転移性

脳腫瘍における三次リンパ構造とその臨床的経過の関連
性について．第 27 回日本バイオ治療法学会学術集会，
2023，（福岡），［口演］

013	 野平翔太，大野真佐輔，松下博和：消化器がん原発性転
移性脳腫瘍における免疫微小環境と臨床的経過に関して．
第 41 回日本脳腫瘍学会学術集会，2023，（新潟），［ポス
ター発表］

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

001	 Mori H, Isomura H, Zhou S, Kajino T, Abe Y, 
Kinoshita T, Natsume S, Sato Y, Ouchi A, Miyake 
T, Hosoda W, Komori K, Shimizu Y, Tani M, 
Taguchi A：Molecular characterization of mouse 
colorectal cancer cell lines with high potential of 
peritoneal metastasis. The 114th AACR Annual Meeting, 
2023, （Orlando）, ［ポスター］

002	 Tai MC, Bantis L, Parhy G, Kato T, Tanaka I, 
Chow CW, Fujimoto J, Behrens C, Hase T, 
Kawaguchi K, Fahrmann J, Ostrin E, Yokoi K, 
Chen-Yoshikawa T, Hasegawa Y, Hanash S, 
Wistuba I, Taguchi A：A circulating microRNA panel 
predicts recurrence and survival in early-stage lung 
adenocarcinoma. The 114th AACR Annual Meeting, 
2023, （Orlando）, ［ポスター］

003	 Taguchi A：In-depth Plasma Proteomics for Cancer 
Biomarker Discovery .  22nd Human Proteome 
Organization （HUPO） World Congress, 2023, （Busan）, 

［基調講演］
004	 Abe Y, Isomura H, Zhou S, Taguchi A：Temporal 

omics profiling using a mouse model of nonalcoholic 
steatohepatitis-associated hepatocellular carcinoma. 22nd 
Human Proteome Organization （HUPO） World 
Congress, 2023, （Busan）, ［ポスター］

005	 阿部雄一，磯村久徳，田口　歩：免疫グロブリン結合抗
原の高深度プロテオーム解析による新規がんバイオマー
カー探索，日本プロテオーム学会 2023 年大会，2023，（新
潟），［口演］

006	 田口　歩：がん早期診断に「光」を！，第 10 回光科学異
分野横断萌芽研究会，2023，（小田原），［チュートリアル
講演］

007	 Taguchi A：In-depth proteomics to decipher the 
complexity of the blood cancer proteome. 第 82 回日本癌
学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

008	 Taguchi A, Zhou S, Abe Y, Kajino T, Isomura H：
Systems-approach based molecular profiling of mouse 
models for translational cancer research. 第 82 回日本癌
学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［口演］

009	 Aba Y, Isomura H, Zhou S, Kajino T, Yamaguchi R, 
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Hosoda W, Hara K, Taguchi A：A proteogenomic 
approach for identification of novel IgG-bound antigens 
in pancreatic cancer. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, 

（横浜）, ［口演］
010	 Isomura H, Mori H, Kajino T, Miyake T, Hosoda W, 

Komori K, Tani M, Taguchi A：Multi-omics analysis 
of mouse colorectal cancer cell lines with high potential 
of peritoneal dissemination. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 
2023, （横浜）, ［ポスター］

011	 Zhou S, Abe Y, Kajino T, Isomura H, Yamaguchi R, 
I s h i g a m i  M ,  F u j i s h i r o  M ,  T a g u c h i  A ：
Characterization of mouse hepatocellular carcinoma cell 
lines to understand resistance to tyrosine kinase 
inhibitors. 第 82 回日本癌学会学術総会 , 2023, （横浜）, ［ポ
スター］

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

001	 Ebi H：Role of protein localization in the resistance 
mechanism to oncogene addicted cancer including RAS, 
第 82 回日本癌学会学術総会 , シンポジウム 21, 2023, （横
浜）, ［口演］

002	 Ebi H, Yamaguchi R：Muliti-omic analyses to 
determine molecular characteristics of colorectal cancer. 
Human Genetics Asia 2023, シンポジウム 6, 2023,（東京）,

［口演］
003	 Ebi H：Genetic and non-genetic mechanisms of 

resistance to KRAS inhibitors. The 27th Japanese 
Foundation for Cancer Research International 
Symposium on Cancer Chemotherapy, 2023,（東京）, ［口
演］

004	 Ebi H：Tumor-agonistic and organ-specific aspects of 
BRAF mutant cancers. 第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 , シンポジウム 3 Tumor agnostic drug discovery and 
development, 2024, （名古屋）, ［口演］

005	 Ebi H：Translational research targeting RAS/RAF 
mutant cancers. 第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 合
同シンポジウム 2（日本癌学会／日本癌治療学会／日本
臨床腫瘍学会）, The forefront of translational researches 
in Japan, 2024, （名古屋）, ［口演］
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病院長

001	 Hosono N, Chi S, Yamauchi T, Fukushima K, 
Shibayama H, Katagiri S, Gotoh A, Eguchi M, 
Morishita T, Ogasawara R, Kondo T, Yanada M, 
Yamamoto K, Kobayashi T, Kuroda J, Usuki K, 
Utsu Y, Yoshimitsu M, Ishitsuka K, Ono T, 
Takahashi N, Iyama S, Kojima K, Nakamura Y, 
Fukuhara S, Izutsu K, Abutani H, Yamauchi N, 
Yuda J, Minami Y：All HM-SCREEN-Japan 01 
Investigators.: Clinical utility of genomic profiling of 
AML using paraffin-embedded bone marrow clots: HM-
SCREEN-Japan 01. Cancer Sci, 114: 2098-2108, 2023.

002	 Asada N, Ando J, Takada S, Yoshida C, Usuki K, 
Shinagawa A, Ishizawa K, Miyamoto T, Iida H, 
Dobashi N,  Okubo S,  Honda H, Soshin T, 
Nishimura Y, Tsutsui A, Mukai H, Yamamoto K：
Venetoclax plus low-dose cytarabine in patients with 
newly diagnosed acute myeloid leukemia ineligible for 
intensive chemotherapy: an expanded access study in 
Japan. Jpn J Clin Oncol, 53: 595-603, 2023.

003	 Kim WS, Fukuhara N, Yoon DH, Yamamoto K, 
Uchida T, Negoro E, Izutsu K, Terui Y, Nakajima 
H, Ando K, Suehiro Y, Kang HJ, Ko PS, Nagahama 
F, Sonehara Y, Nagai H, Tien HF, Kwong YL, 
Tobinai K：Darinaparsin in Patients with Relapsed or 
Refractory Peripheral T-Cell Lymphoma: Results of an 
Asian Phase 2 Study. Blood Adv, 7: 4903-4912, 2023.

004	 Munakata W, Ando K, Yokoyama M, Fukuhara N, 
Yamamoto K, Fukuhara S, Ohmachi K, Mishima Y, 
Ichikawa S, Ogiya D, Aoi A, Hatsumichi M, Tobinai 
K：Long-term safety profile of tirabrutinib: final results 
of a Japanese Phase I study in patients with relapsed or 
refractory B-cell malignancies. Int J Hematol, 117: 553-
562, 2023.

005	 Suzuki T, Maruyama D, Machida R, Kataoka T, 
Fukushima N, Takayama N, Ohba R, Omachi K, 
Imaizumi Y, Tokunaga M, Katsuya H, Yoshida I, 
Sunami K, Kurosawa M, Kubota N, Morimoto H, 
Kobayashi M, Yamamoto K, Kameoka Y, Kagami Y, 
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